
お知らせ

2014年度「機械工学振興事業資金」助成行事実施報告

本会では,会員の方々からの寄付金 と本会拠出資金により「機械工学振興事業資金」を設け,

青少年への機械工学の普及およびアジア諸国等の関係団体との連携促進を目的とする事業の

育成を図つております 2010年 度からは,こ れまで各地区の大学・高専の大学祭,学園祭を通じ

て機械への興味を深めてもらうために行つてきた 「メカライフの世界」展助成制度と,「機械工学

振興事業資金」助成制度を一本化 し,引 き続き支援を行つております。

2014年度は以下の67件に対 し助成を行いました。各行事の詳細報告は本会HPに 掲載をして

お りますのでご覧下さい。
なお,本資金に寄付をしていただきました会員の方々のご芳名は, 日本機械学会誌2014年 9月 号

に掲載をしてお りますので,あ わせてご覧下さいますようお願いいたします .

『メカライフ
会 場 参力H人教実施組織 開催 日 行事名

`L幌

市青少年科学館 5002014 9 14 「メカライフの世界」展

釦1路工業高等専門学校 100小中学生を対象とした環境エネルギー関連講座

1ヒ海道支部

2014 10 25,26

鶴岡工業高等専門学校 232014 8.3 「メカライフの世界」展

一関工業高等専門学校 2002014 8 30,31,2015 1 2
7

ロボット競技大会

60秋田県立大学2014 10.11 ツーラーカーが走る 12014

200いわき明星大学

煮北支部

2014.10.25,26 楽しいメカワール ド

新潟工科大学 332014 6 21,22 空力 と流れのフォルム/(体験工作・実験)

金沢大学 465鳥人間滑空機 と機械工学2014 8 7,8

宮山高等専門学校 702014 8 9,10,11,8,15 I幾械工学おもしろ記録会

90信州大学

1ヒ陸信越支部

2014 12 4 「ライン トレースコンテス ト」と「日本機械学会のPR」

1,125横浜国立大学2014 8 2,3 社会に貢献する機械工学―「ものつくり」への招待―

東京工業大学 2,000メカの世界20142014 10 11,12

群馬大学 4,038わくわくどきどき,メ カニカル 120142014 10.18,19

1,110東京工業高等専門学校2014.10.25,26 身近な材料を用いて空を飛ボ物体を手作 りして遊ぼう !

75日本大学2014.11,2 ボーイング787で使われているCFRPでサン ドイッチを作ろう

関東支部

大同大学 30燃料電池つて何だろう2014.5,24

愛知工業大学 150面白い形状記憶合金と昆虫デF苺翔の可視化2014.3.2,10 11

932静岡理工科大学2014.3.3 両輪駆動バイクの展示走行

770岐阜工業高等専門学校2014.8 7 こんなところに機械工学

二重大学 512メカライフの世界展2014.8,7

豊田工業高等専門学校 980実習教育の成果物の展示と有志による自作ロボットの公開 。実演2014,10 4,5

愛知エユ大学自動車短期大学・愛
知工科大学

562014 10 11,12 身のまわりの飛ぶものを考えよう

200豊橋技術科学大学2014 10 12 ロボットの展示・操縦体験・ロボコンの世界をのぞいてみようI

600鈴鹿工業高等専門学校2014 10.18,19 楽 しんで学べる創造機械工学展

沼津工業高等専門学校 250機械要素を理解し,機械の仕組みを製作体験しよう !

東海支部

2014 11.1,2

バンドー神戸青少年か学館 881「メカライフの世界」展関西支部 2014.11,15,16

65
灘分小学校
掛谷交流センター

乃木公民館

2014 6 26
2014 7.10
2015 1.6

作つて学ぼう
に
飛ぶ"の しくみ―クイズ大会&ペーパーグライダーエ作教室―

弓削商船高等専門学校 156見学会 「英語で学ぽう～電気と電池～ど2014,7.26,27,8 1,11.8

米子工業高等専門学校 600地球環境に優しいスターリングエンジン・スターリングクーラーの体験授業2014.8 9,10

松江工業高等専門学校 602014,8 20,12.21 “歩く"を学ぶ 一簡単に作れる段ボールニ足受動歩行機一

60香)|1高等専門学校2014 8 30 ツーラーカー,エ コカーの仕組みを学ぼう

水産大学校 902014 10 11,12 海洋・水産に関わる機械工学

中国四国支部

都城工業高等専門学校 598「メカライフの世界J展  ようこそメカワール ドヘ2014 7.31

九州産業大学 30KSUロ ボットプログラミングコンテス ト「秋のロボット運動会」2014 9,28

437熊本高等専門学校2014 10,4 機械について知ろう!触 ろう !

300大分市アー トプラザ2014.10,11,12 大分高専ロボット展

北九州工業高等専門学校 220ロボメカワール ド～ロボント制御技術を応用した機械たち～2014.10,11,12

鹿児島工業高等専門学校 502014 10.25 鹿児島高専文化祭 「ヘ リコプターコンテス トJ

100佐世保工業高等専門学校2014 11 1 ポンポン船を作つてみよう !

大分大学 656ロボットと遊ぼう/ス ター リングエンジン2014 11 3

琉球大学 46ちびつ子エンジニアリング体験教室2014,11 8

九州工業大学 200工大祭 “メカニクスポ"～ Mechani Expo2014～

九州支部

2014 11.22,23

合計 42件 19,168人

「機械エ 金
会場 参加人夢実施組織 開催 日 行事名



2,400国立科学博物館関東支部 2014 7 29-3.10 夏休みサイエンススクエア2014「 おもしろメカニカルワール ド」

辞馬大学 556平成26年度 第21回 小中高校生向けイベント メカメカフェア2014関東支部
辞馬ブロック

2014 7 13

茨城大学 90第4回学生のための “なるほど"技術者講演会関東支部
次城ブロック

2014 7 16

275日本科学未来館関東支部
東京ブロック

2014.8,4,5
小中学生のための夏休みメカ教室「ロボットを作つて動く仕組みを考えよ

う !」

40関東学院大学
川崎市産業振興会館

関東支部
神奈川ブロック

2014 8 4
2014 8 9

小中学生工作教室～スターリングエンジンの製作～

刈谷市総合文化センター 212014 6 21 会員シニア層と企業および大学との交流事業

トヨタ産業技術記念館 63小。中学生のためのハイテクイベント2014 8 5

27名城大学

東海支部

2014 10 15,16 第3回機械工学基礎講座 「機械設計J

神戸市総合教育センター,箕面市
教育センター,高槻市教育セン
ター,大阪府大高専,大津市堅田
児童館,池 田市立二月山児童文化
センター,交野市学びの館,堺市
ソフィア堺,橿原市万葉ホール等

421観と子の理科工作教室関西支部シニア会 20144-2015,2

731
長崎大学
北九州工業高等専門学校
熊本大学

九州支部

201417 26,8 2
2014.8 2
2014 11 1

おもしろメカニカルワール ド

日本科学未来館 3,0002014.3.12,13 第20回流れのふしぎ展

富山大学 100第13回流れの夢コンテス ト

流体工学部門

2014.10 25

JFEス チール東日本製鉄所,三井
造船千葉事業所

57チSMEジュニア会友向け 機械の日企画 親子見学会一製鉄所と造船所を『体
感』しよう!―

動カエネルギーシ
ステム部門

2014.3.1

25東芝未来科学館2014 7 31 手作りで音を楽 しもう一環境にやさしい夏休み親子向けイベン ト

東京ガス
な～に」

ガスの科学館 「がすて

環境工学部門

2014 8 20 夏休み親子向けイベント (熟を体験してみよう)

520池田高校設計工学・システ
ム部門

2014,9 19 日本の将来を担 う若者 との交流を通 じた地域文化活動の活性化貢献

45九州工業大学2014,7 19,20 コンピュータ支援ものづくり体験

大阪大学 272014 11 29 理工系大学生。大学院生・高専生を対象としたセミナー「ものづくり最前線J

生産加工・工作機
械部門

科学技術館 1,000第17回 ロボットグランプリ
ロボティクス・メ
カ トロニクス部門

2014 3 22,23

じゅうろくプラザ 29実践セミナー「宇宙工学部門の最前線技術紹介」宇宙工学部門 2014 10 29

技術と社会部門 磯械遺産関連資料の英文化

仙台市科学館 1,8602014.6.14,15 第26回知能ロボットコンテス トフェスティバル2014

群馬大学
群馬県立桐生工業高等学校 692014 7 13,30,31,9 7

2014 7 16
第10～ 13回 ロボットエ房

札幌市白石区民センター

北海道大学学術交流会館
北海道科学大学ロボティクスエ房

幕別町中札内南小学校

370夏休みキッズ科学技術セミナー

201482
2014 8 3

2014 8 9

2014 9 25

卜し幌市青少年科学館 90第14回 ロボット・ トライアスロン札幌大会2014 9 14

合 計 25件 11,823人



2014年 9月 25日

「メカライフの世界」展 実施報告書

北海道大学大学院工学研究院

江丸 貴紀

行事名 :SICEWEEK2014

場所 :札幌市青少年科学館

日日寺:2014年 9月 14日

参加者数 :500名 以上

展示協力者 (現地説明員):柳原 圭佑・山本 惇史

平成 26年の「メカライフの世界」展は,札幌市青少年科学館において「SICEWEEK2014」 の

一環として開催いたしました。「SICEWEEK2014」 は計測制御技術を広く一般の方に
｀
ご紹介する

イベン トであり,今回は札幌市青少年科学館 との共催で子供たちにも人気のロボントおよびその

周辺技術に焦点を当てたものとなりました。具体的には「メカライフの世界」展を含めた 6つの

ブース,さ らには道内の大学・高専が主体となつて行っているロボットコンテス ト「第 14回 ロボ

ットトライアスロン」が開催され,3連体の中日ということもあつて多くの観客を集めました。

「メカライフの世界」展では三脚型スイングロボット,三菱電機特機システム社の全方位移動

ロボットなどの研究用ロボットの展示に加え,倒立振子型ロボット, レゴ社マイン ドス トーム
,

ビュー トレーサー,アーテック社のロボティス ト,甑れn Robot社の Kobuki,ZMP社 の nuvoな

ど子供たちが実際に触つてロボットを体験するコーナーも企画しました。こちらのコーナーは常

に多くの子供たちの関心を集め,ロ ボットを身近に感 じもらうことができました .

また,現地説明員として北海道大学工学院ロボティクス・ダイナ ミクス研究室の修士課程学生

である柳原君・山本君の協力を仰ぎました。彼 らが子供たちの質問に対して真摯に対応 し,わか

りやすく説明するという貴重な経験を経て自らの成長を実感できたこと, さらには機械工学の意

味を再認識できたことは本イベン トの副次的な効果 として大変よかつたと思います .



平成 26 (2014)年 11月 28日

2014年度機械工学振興事業資金助成行事実施報告書

・実施責任者 :独立行政法人国立高等専門学校機構 釧路工業高等専門学校 機械工学科 教授

川村淳浩

・行 事 名 :小中学生を対象とした環境エネルギー関連講座 (メ カライフの世界展)

福島第一原子力発電所事故を受けて、環境やエネルギーに対する国民的な関心が高まり、小中

学校や高等学校の学習指導要領でも一段 と重要視されるようになつた。そこで、機械工学を基盤

とした環境エネルギーに関する小中学生向けの教材を製作 して、環境エネルギー関連講座で用い、

機械工学や環境エネルギーに対する理解を広めることを行事 目的とした。製作 した教材は、原理

や仕組みを学ぶ 「実演展示型」のテーマと身体で学ぶ 「体感実感型」のテーマから以下の内容と

した。

(1)実演展示型 :① 卓上汽力発電所 と住宅地ジオラマで構成 した電力供給模型、② 水滴のライ

デンフロス ト現象 と移動制御

(2)体感実感型 :① ペダル式発電機を用いた対戦型スロットレーシング、② 風上に向かって進

むウインドカー・ ウインドシップ、③ 材質の異なる成形型による球状アイスモール ド

これ らの教材を用いた環境エネルギー講座は、平成 26年 10月 25日 (土)と 26日 (日 )の両

日にわたって開催 された本校学校祭の一画で実施 し、未就学児童、小中学生、高校生、本校学生、

保護者、一般社会人、小中学校教員、そして本校教職員 ら延べ 100名程度の参加があった。 とり

わけ、電力供給模型 と対戦型スロットレーシングヘの関心が高かった。前者は、市販の圧力なべ

や加熱調理容器を利用 した簡単な構造の卓上汽力発電所から送電線を経由して住宅地ジオラマに

電力を供給する構成 とした。住宅地ジオラマは、発電量に応 じて街路灯や住宅の灯 りが順次点灯

した り消灯したりするようにLEDレベルメータを組み込んだものである。後者は、路面から電力

供給を受けて走行するスロットカーヘの供給電圧を、コースの状況に合わせてペグル式発電機で

加減 しながら競 うように製作 したものである。参力日者からは、ふだんの生活で利用 している電力

がどのようにつくられて私たちのも

とに届いているのかとい うこと、原

子力発電所、火力発電所、そ して地

熱発電所が蒸気 とい う共通の発電シ

ステムを用いていること、そ して電

力需要に応 じてヌ元に電量を絶えず調整

しなければならないことのたいへん

さと省エネルギーの必要性や重要性

を楽 しく学ぶことができたとの評価

をいただいた。社会や暮 らしを支え

る機械工学の存在を実感 してもらう

ことができたと考えている。 以上

基′
．



2014年度機械工学振興事業資金報告書 (東北支部)

「
メ カ ラ イ ン の 借 ォ 」 展 報 告 書

1.テーマ名 :

平成 26年度 日本機械学会東北学生会 「メカライフの世界」展,鶴岡工業高等専門学校

(1)かっこいい名刺をレーザーでかこう !

(2)机の上のおかしフアクトリー

(3)!!ロボットアームで補獲せよJ!
(4)自 分の写真でパズルを作つて,タイムアタック

(学校行事 :親子で楽 しむ科学のフェスタ と融合 して実施 )

2,実施年月日 :

2014年 8月 3日 (日 )

3.企画者 :

(1)大学・高専名 : 鶴岡工業高等専F弓学校

(2)研究室名  : 機械工学科

(3)企画実施に参加した学生名 : 23名

4.来場者総数 : 約700名

5,企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります)

本検主催、日

'It学

校教育研究会理科部会、鶴岡市教育委員会共催で行われた「親子で楽しむ科学のフエスタ2014」

に融合して,日 本機械学会東北学生会地区事業として「メカライフの世界展」を開催しました。 暑い日ではありましたが

小中学生 325人 ,未就学児 59人を含む 700人 以上の方々にご来場いただきました.地域の行事等のために例年より

も参加者は少なかうたのですが,科学の楽しさ,モノづくりのおもしろさを堪能していただけたと思います。科学に興味を

持つた子供達が多くなるきつかけになれば幸いです .

6.企画報告ホームページ URL:
http!1飩.tsuruoka― nct.ac.jp/mechattife′

7.鮮明な写真を 1枚貼付してください。

8.収支決算報告 :こ の報告書に添付してください。



2014年度機械工学振興事業資金報告書 (東北支部)

「
メ カ ラ イ フ の 世 ▼卜」 展  幸R告 書

1.テーマ名 :ロ ボット競技大会

2.実施年月日 :平成 26年 8月 30日 ～8月 31日 ,平成 27年 1月 27日 (予定)

3.企画者 :

(1)大学 。高専名 :―関高専

(2)研究室名 :機械工学科

(3)企画実施に参加 した学生名 :機械工学科 3年 39名 (予定 )

4.来場者総数 :約 200名

5,企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります)

一関高専機械工学科の 3年では,デザイン教育の一環として相撲ロボットの開発を,また

4年では相撲ロボットにマイコンを搭載した自立型ロボット開発を行つている.昨年度学

生が開発した作品は,小型発電用風車などとともに中学生向けオープンキャンパスで展

示 '紹介し,機械工学についてのアピールを行つた.なお今年度のコンテス トは,1｀ 月に

行う予定である。

6.企画報告ホームページ URL:

7.鮮明な写真を 1枚貼付 してください。

※別紙に添付

8.収支決算報告 :この報告書に添付してください。



H26メカライフの世界展
機械工学振興事業資金報告書2014

H26メカライフの世界展
機械工学振興事業資金報告書2014



2014年度機械工学振興事業資金報告書 (東北支部 )

「
メ カ ラ イ フ の 世 づ卜 」 展  報 告 書

1 テーマ名 ソーラーカーが走る !2014

:2014年 10月 11日2,実施年月日

3.企画者 :

(1)大学 日高専名 :秋田県立大学

(2)研究室名 :システム科学技術学部機械知能システム学科

人間支援メカ トロニクス研究グループ

(3)企画実施に参加 した学生名 :茂木勇馬、他約 6名

4.来場者総数 :60人

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります):
カテゴリーSの ソーラーカーAPU201 4が 、8月 9,10日 に秋田県大潟村ソーラースポーツ

ラインで開催された WGC(WORELD GREEN CHALLENGE)の ソーラーカーレースに出場しました。

台風 11号の接近によつて本レースはキヤンセルされましたが、9月 9日 には本学単独で

大潟村での走行試験を行い、10月 11,12日 の大学祭 (潮風祭)に おいて、こういつた取

り組みを実車とパネルで紹介 しました。11日 には 40組の親子のペットボ トルソーラー

カーエ作教室と電気自動車試乗会も開催 し、多くの方々に、楽しみながらエコカーに関心

を持つていただくことが出来ました。

6.企画報告ホームページURL:http://www akita― pu.ac.jp/system/mise/bio_intettig

ence/human_support/mimuro_lab/index.html

フ.鮮明な写真を 1枚貼付 してください。



8.収支決算報告 :次々ページに添付

(参考写真)



2014年度機械工学振興事業資金報告書 (東北支部 )

「
メ カ ラ イ フ σ)世 界 」 展  報 告 書

1.テーマ名 楽 しいメカワール ド

:2014年 10月 25日 (土 )と 26日 (日 )の二日間2.実施年月日

3.企画者 :

(1)大学・高専名 :いわき明星大学

高研究室(2)研究室名 :櫻井研究室、
北川泰久、車野和也、鈴木知仁、(3)企画実施に参加 した学生名 :東海林創、

古,it尊徳、飛田篤弘

4.来場者総数 :約 200名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります):
日本を、世界を支えるために、若い人々や市民に産業の基盤となる学問「機械工学」

に興味を持つてもらい、重要性を認識してもらうことが大切である。

6.企画報告ホームページURL:http://www.iwakimu.ac,jp/%7Esandetab/

7.写真

8.収支決算報告 :「支出一覧表」添付



メカライフの世界展 報告書

実施責任者 :寺島正三郎

開催 日

会場

参加者

:2014年 6月 21 日, 22 日

:新潟工科大学

:子供 (約 20名 ),保護者 (約 10名 ),中高生 (3名 )

昨今の環境意識の高ま りから,エ コカーなどがブームとなつている。このこと自体は良

いことであるが,「機械工学の結集」とも言えるスポーツカーなどの所謂 「格好良い車」の

姿を見る機会が減ってお り,若者をはじめ子供達においては 「機械工学の結集である自動

車」に対する興味が薄れていることは寂しさを感 じる.

ここで,ス ポーツカーの格好良さの秘訣の 1つに,流線型を帯びたスタイリッシュなフ

ォルムがあるが,こ のスタイ リッシュなフォルムには,単なるデザインとしての意味ばか

りではなく,流体工学・機械工学的な重要な意味が隠されている。この様な工学的な意味

を体験的に理解することは,エ ンジニアとしてのセンスを育む上で重要である。

そこで,本企画としては 「空力と流れのフォルム/(体験工作 。実験)」 と題 して, レー

シングカーなどの様に空力抵抗が少なく&ダウンフォースが大きくなる形状をスタイロフ

ォーム(発泡スチロール)を使用 して工作した。

参加者達は,空気抵抗が少なく,ダウンフォースが得られる形状を目指し,ス タイロフ

ォームを思いおもいの形状にカットしていた。この工作においては,子供達ばかりでなく

保護者として来場 していた 「お父さん方」の興味をかき立てた様子で,作品を 3個作成す

る参加者もいた。さらには,普段は 「工学にはあまり触れていない」と話していた女子中

高生が夢中になつて作品の製作に取り組んでいたことが印象的だつた。

工作後は大型の風洞実験室において,参加者が工作 した作品を並べ,風洞実験装置の風

速を分々に上げ, どの作品が強風にも飛ばされず耐えられるかを競争した。この実験の中

で,参加者達は「OOちゃんの自動車は強いね !」 ,「○○君が勝った」「流石,○○君の車

は格好良いだけあるね」などと歓喜をあげながら楽 しんでお り,本企画の目的も達成され

たと思われた。
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「メカライフの世界展」報告書

1.テーマ名 : 鳥人間滑空機 と機械工学

2.実施年月 日 : 2014年 8月 7日 (木)および 8日 (金 )

3.企画者 :

(1)大学・高専名 : 金沢大学

(2)研究室名 : 人間機械創造研究室と学生 (鳥人間コンテス ト同好会)

(3)企画実施に参加 した学生 :

学生氏名 1:田 中悠斗、学生氏名 2:酒井慧智、鳥人間コンテス ト同好会 「空猿」の学生

4.来場者総数 : 465名

5。 企画内容

金沢大学でのメカライフ世界展は、これから将来の進路を決めようとしている高校生をターグットにして、

2014年 8月 7日 (木)～8日 (金)の 2日 間、オープンキャンパスに合わせて実施 しました。鳥人間コンテス

ト選手権大会に参加するための滑空機を製作し展示 しました。また、実際の飛行映像などを交えて、プロジェク

タを使つてスライ ドで説明を行いました。県内外から来場された高校生やその保護者の方々に、鳥人間コンテス

ト同好会 「空猿」の学生達が、モノづくりから大会参加までに体験したことを丁寧にかつ熱心に説明しました。

見学者は、骨組みに使われている CFRPのパイプなどを実際に手にして、非常に軽いことや、たたくと金属のよ

うにキーンとい うような高い音がすることに興味を示 していました。機体の幅が 24mあ るのに、重量が 44kg

と軽いことにも驚いていました。骨組みの CFRPを除いて、その他の部品がホームセンターで買えることを知 り、

やる気があれば自分たちでもできそうだと感 じた高校生もいるようでした。この学生の取 り組みを通して、高校

生にも機械工学の面白さが少 しでも伝わつたのではないかと期待 しておりますb

6.企画報告ホームページURL: 特にありません。

7.鮮明な写真を 1枚添付 してください。

次ページ

8。 収支

収入 日本機械学会機械工学振興事業資金  20,000円

支出 アルバイ ト手当 (5時間×2名 ×2日 )20,000円





平成 26年度 メカライフの世界展 報告書

(1)企画 :      富山高等専門学校 機械システム子学科

担当者 本江 哲行,石黒 農,山本 久嗣

(2)日 時 :      平成 26年 8月 9日 (土),10日 (日 )

平成 26年 11月 8日 (土),15日 (土 )

(3)会場 :      富山高等専門学校 本郷キャンパス

(4)参加人数 :    のべ 70名 (中学生,保護者,高専学生)

(5)実概要 :

この企画は,8月 に 2日 間,11月 に2日 間開催された富山高等専門学校の 「オープンキ

ャンパス」の中で,中学生や保護者,高専の学生を対象として実施 した企画である.

企画の冴―マは,機械工学おもしろ記録会と題し【卵を守れ】,【力学を学んで高さに挑

戦】という内容を実施した。内容の概要は以下のとおりである.

○卵を守れ

君は,衝撃に弱い生卵を何メン トールの高さまで守れるか!! 君のアイディアと機似工

学の知識を使って,高いところから落としても卵が割れないようなカプセルを作ろう.

材料は段ボールとテープのみ。さあ挑戦してみよう!I

O力学を学んで高さにつ【戦 (ど こまで高くジャンプさせるか !り

君のアイディアと機械工学の知識を駆使 して, lmの高さから物を落とし,眺ね返つ

てどれだけの高さまでジャンプさせられるかチャレンジ。用意されたスーパーボールや

ばね等の部品を用いてジャンプする物体を製作。君の身長を超えられるか? それとも

天丼まで届くことができるか ?

企画の目標は,与えられた課題を解決するために,参加者が自ら設計,製作,評価でき

ることとした。高専の先生やアシスタン ト学生はサポーターに徹 し,中学生や高専生の主

体性を発揮できるように努めた .

参力日した,中学生は,最初戸惑つていただが, 自分のアイディアが実現できることに喜

びを感 じ,完成時の充実した表情,そ して,記録会の結果から,成功しても失敗 しても振

返って分析 していたことが印象的であつた。

写真 1 記録会 写真 2 製作状況



「メカライフの世界」展 報告書

1.テエマ名
「ライントレースコンテス ト」と「日本機械学会の PR」

2,実施年月日
2014年 12月 4日

3.企画者 :宮坂 諭 (修± 1年),顧問教員 河村 隆

(1)大学・高専名 信州大学繊維学部

(2)研究室名   河村研究室

(3)企画実施に参加した学生名 小林亮大,高松和貴,北橋尚浩,田 中啓太

4.来場者総数 :

約 90名  (2,3年生 70名 ,その他 20名 )

5.内容
信州大学繊維学部機能機械学科で開催されたライントレースコンテス トの実施に際して ,

日本機械学会の PRをおこなうとともに学生会への参加の勧誘をおこなった .

6.写真



行事報告書

社会に貢献する機械工学 ―「ものつくり」への招待一

横浜国立大学 篠塚淳

平成 26年 8月 2日 (上)か ら3日 (日 )の横浜国立大学オープンキャンパスの開催期間に合わ

せて,横浜国立大学 理工学部 機械工学・材料系学科 機械工学教育プログラム (EP)では,高校

生やその父母ならびに地域住民を対象 とし,機械工学の原点である「ものづくり」の面白さを体

験 してもらう場を提供するイベン トを実施 した。具体的には,機似工学に関る 2件の模擬講義 ,

学科内の 3研究室の見学,ものづくりの現場となる機械工場の見学,学生が自分で製作 した電気

自動車やロボットの見学, さらに個別相談会を実施 した。

棋擬詰義 (それぞれ,1日 2回の実施):

①「先人の教え一そして飛躍」,講師 :秋庭 義明 教授

概要 :も のづくりには,多 くの知見を基礎とした機構の構築,要素設計,システム設計が要求

されますそこには多くの失敗に基づく先人の試みや先見力に由来する発展に頼るところが多く含

まれています。本模擬講義では,機械工学を体系づける分野の一つである材料の強さを扱う学問

の観点から見た,考え方の発展およびそれを利用したものづくりについて概説するとともに,最

先端の研究動向について紹介します。

②「力学と機械工学」,講師 :高田 一 教授

概要 :機械工学とは、物理現象を利用して,た とえば,ロ ボット,自 動車,鉄道,医療機器な

どの機械製品を造り,全体としてのシステムを考え,稼働させる学問分野です.4カ学と呼ばれ

る,材料力学,機板力学,流体力学,熱力学が基礎となり,さ らに制御工学,機械設計,加工学,

機構学などを学ぶ必要があります。模擬講義では,力学と機械工学についてお話します .

研究室見学]機械工場見学 (それぞれ,1日 2回の実施):

①松井和己 研究室 「コンピュータの中に「物理の世界」をつくる」

紹介概要 :こ の研究室には実験装置がありません,ただコンピュータがあるだけです。「なにが

どうなっているのか ?」 という現象の本質を見極め,それを数式で表現した物理モデルを構築す

ること, さらにはその数式からどうやつて意味のある「答えJを導き出すのかが研究対象だから

です。このような数値シミュレーション技術を馬区使することで,コ ンピュータの中に「物理の世

界Jを作りあげます.も ちろん,本格的なシミュレーションでは複雑な数式を駆使していますが

基本的な物理法則は高校で学習する物理とまったく同じです.

②酒井清吾 研究室「“ふく射"と いう熱の伝わり」

紹介概要 :地球は太陽からの光で温められています.これはどうしてでしようか ?地球と太ll易

はおよそ 1億 5千万キロ離れているので地球と太陽の間の空間が公々に温まったり (熱伝導),地

球と太陽の間を流体が流れて熱を伝えている (対流熱伝達),と いう訳ではなさそうです,光が宇

宙空間を伝播して熱エネルギーを交換 (ふ く射熱伝達)しています。「ふく射」は地球温暖化やヒ

ー トアイランド現象,気候・気象だけでなく,身の周りの機器でも大きな役割を果たしています

ので,これらの数値解析の結果や実験装置 。実験結果を紹介します。



③杉内肇 研究室 「小さなロボットに技を」

紹介イ身l要 :小型ロボットにはまだまだ色々な技を身につけさせる必要があると考え,その実装

を試みています.た とえば,家庭用のロボットは階段を登れたほうがよいですが,小型ロボット

にとつては階段の 1段が大きな壁 となり,よ じ登らなくてはなりません。また,壁 と壁の間のよ

うな狭いところにも入つていけたほ うがよいでしょう.さ らに,ス ケー トができれば足の裏に車

輪を付けて,効率よく高速に移動できるようになります.こ のような技を実現すべく,開発中の

ロボットを紹介させていただきます。

④機械工場の見学ほか

ものづくりを行 う機械工場の見学をし,各種工作機械を用いて実際に機械類を自分で製作でき

ることの説明をし,学生が製作 したマイレージ競争のための電気自動車や,大学ロボコンに参戦

したロボットの展示を通 じて,も のづくりへの興味を口秀った。また,機械工学の道に進むことを

志望する女子学生に向けては,男女共同参画推進センターで実施 している女子向けのイベン トヘ

の案内も実施 した。

― 雷彎雪欝馨攀報1肇霧竜

ものづくりを行 う機械工場の見学の様子

当企画は,高校生を中心に 2日 間で,模擬講義には述べ 555名 ,研究室見学,機械工場などの

見学には延べ 570名 が参加 し,盛況のうちに終わった。この機会を,「 ものづくり」 の観点から

機械工学をより身近に感 じてもらい,ま た,機械工学がどのように世の中に役に立っているかを

理角罪してもらうきつかけとしてもらえれば誠に幸いである.

最後に,本行事への機械工学振興事業資金からのご支援に深 く感謝申し上げます .

以 上



「メカライプの性
・
界展J 報告書

1.テーマ名 : メカの世界 20と垂

2。 実施午月雷 : 平成 26年 登0月 豪整却、蜃2田

3.す1婆者 :人本,質積,坂本,訟浦、機械科学辞 2年有志 4痒 1

4.来場著総数 :約 虚,鰺◇◇嘉

る,企画者から ・言

機械群学科各研究窯の研究紹介パネル擬示や研究室公開,さ らにtよ学科C)授業 「狼創機械哉言Ⅲプロジ
ェク ト|で学生グループが製作 1ン た 弄8撥 ラテアー トIマ シンの緩示誉小学生を対象すこ1ノ た番―夕を自
作する理科教室卜を実施しました。輩科教室で‡ま椛竃油,ネ オジウム磁!=,熱線を使った陛界 ・衝撃な
モータ 〒単極モータどを製作 してく)ら い、自分で手を動かしてく)の を作る楽しさを多くの子ども避に実
感してももえたことと思います。会場となった石チ|1治 8号館患工事のた0)に 入謝が分かりづ心いにもか
かわらず,多くの力 tこ 来ていただくことができましたと

6.写真

狼浴1の グループの農ふ 各研究宝才こよる研究紹介

研夢ヒ室籟1介 ¢)様 子

7.収支決算報告書 別紙の追 り

甦癬・教窯



「
メ カ ラ イ フ σ)世 づ卜 」 展  報 告 書

1.テーマ名 : わくわくどきどき、メカニカル !2014

2.実施年月日 : 平成 26年 (2014年 )10月 可8日 (上 )・ 19日 (日 )

3.企画者 :

(1)大学 日高専名 群馬大学 理工学部 機械知能システム理工学科

(2)研究室名 インテリジェントシステム分野第一研究室、
エネルギーシステム分野第一研究室、
エネルギーシステム分野第四研究室、
マテ リアルシステム分野第一研究室

(3)企画実施に参加 した学生名 干川 達也、趙 雲、サ ミッティメディーン ナットナ リー、

丸山 智久、廣田 涼、首藤 悠、野口 稔明、山口 宏樹、小川 大我、

金 相佑、ヴ ドウック チュン、モハマ ド アリアス、

シティ ラッジアー、影 碩、子 翔、堀口 瞭、

チャンティ チヤンティマー、ナンタナー プーイ、NURRINA BINTI ROSLI、

呉 益邦、半田 直廉、梁 鶴峰、凌 楊、青木 俊輔、五十嵐 雄太、

石田 裕也、戸叶 和宏、藤井 雄大、細矢 侑平、森岡 元、青山 拓哉、

大江 暢、大柿 恭義、中田 正之、原澤 彰、安田 拓真、
LE HOANG LAM、 山口 功太、安原 英利、高地 修平、久保 愛子、

藤島 駿、佐々木 優希、青野 聡、加藤 隆也、三枝 慶、小川 祥世、

藤井 洲、中島 佑太、藤本 博之
4.来場者総数 : のべ 4,088名 (18日 のべ 3,123名 、 19日 のべ 965名 )

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります):

群馬大学理工学部の学園祭「群桐祭」の企画「テクノ ドリームツアー 201イ 4」 に

群馬大学理工学部機械知能システム理工学科の学生が中心となつて、「メカライフの

世界」展～わくわくどきどき、メカニカル !2014～ と題して、4つのブースを設

けた。具体的な出展内容は、 (1)ロ ボットと遊ぼう !!(イ ンテリジェン ト第 1

研)、 (2)ペ ットボ トルロケットを飛ばそう !(エネルギー第 1研 )、 (3)無回

転シュー トを撃とう (エ ネルギー第 4研 )、 (4)紙の強さを調べよう !!(マ テリ

アル第 1研 )で ある。当日は、学園祭や他のテクノ ドリームツアーの出展団体とも

に、こども達の興味をひく内容であつたことから、多くの方々が来場された。今回の

出展内容は、こども達だけでなく保護者の方も十分に楽しめるものであり、日頃気に

とめることの少ない科学技術、特に機械工学について、体験的に知つてもらう良い機

会になつたと考えている。

6,企画報告ホームページ URL:httpi//― .mst.st.gunma― u.ac.jp/wakudoki2014/(予定 )

7.鮮明な写真を 1枚貼付してください。

次のページに貼付します。

8.収支決算報告 :こ の報告書に添付してください。
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「メカライフの世界展」報告書

1.テーマ名 : 身近な材料を用いて空を飛ぶ物体を手作 りして遊ぼう !

2,実施年月日 : 2014年 10月 25(上),26日 (日 )

3.企画者 :

(司 )大学 コ高専名 : 東京工業高等専門学校

(2)研究室名 : 機械工学科 (実行委員長 :清水昭博)

(3)企画実施に参加した学生名 :

(専攻科 機械情報システム専攻 1年)佐藤怜

(機械工学科 5年生)奥山優太郎、上田稜

(機械工学科 3年生)池滝健―、伊原久美子、伊福宙翼、内沼なぎさ、内村悠、

遠藤匠～小野悠太、奥薗郁仁、川島修造、金子英路、

佐川優、清水斗星、吉本吉昌、吉田昇悟

(情報工学科 3年生)尾崎和真

(1年 1組)    岩崎達彦、福田千遥

4.来場者数 :1110名

5.企画者から一言

本企画は東京高専の「くぬぎだ祭」および「サイエンスフエスタ」の機会を提えて、近

隣の小中学生らを対象としてものづくりの楽しさを体験してもらうものでした。身近な

材料を用いて、紙とんば、三枚羽根ブーメラン、輸ゴム鉄砲、風船ホバークラフト、ボ

ール紙グライダー等を工作し、実際に飛ばして遊ぶ体験ができました。飛行物体のエ

作を多く取り扱いました。すべて無料で行つており、幼児、小中学生と保護者、高校

生、中高年者の方が参加され、終わると「楽しかつた !」の感想を異口同音に述べら

れていました。

6.企画報告ホームページURL: 情報セキュリテイ対策中のため、未公開です。

7.収支決算報告書:月1紙参照



8.写真

ギl`芍鞄Ⅲ〔韓誌
、 Oや ,だ樹くこ

"とテヽ
`



「メカライフの世界」展 報告書

1,テ ーマ名 :ボーイング 787で使われている CFRPでサン ドイッチを作ろう

2. 実施年月 日 :2014年 11月 2 日

3.企画者 :

(1)大 学・高専名 日本大学生産工学部

(2)研 究室名   退・坂田・平林研究室

(3)企 画実施に参加 した学生名 石田亘,金子祐己,寺尾拓実,小林広志

4.来場者数 :75名 (2回 の総人数 )

1回 目 : 11:00～ 12100(来場者 :21名 )

2回 目 : 14:00～ 15,00(来場者 :54名 )

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文になります :

最初にパワーポイントとサンプル品を用いて,複合材料,サンドイッチ材について説明を

行った。次に,参加者全員に CFRPの表板 2枚 とコア材 1枚を配布し,瞬間接着剤を用いて

サンドイッチ材の成形を行つた.サ ンドインチ材の成形を体験することで,サンドイッチ材

の軽さと硬さを体感でき,参加者が複合材料をより身近に感 じることができたと思われる.

成形したサンドイッチ材は,おみやげとしてプレゼン トした.最後に,サンドイッチ材の効

果を定量的に評価するために,CPRP単体の試験片,コ ア材単体の試験片,サンドイッチ材

の順に二点曲げ試験を行い,たわみ量の比較を行った.結果は,サ ンドイッチ材のたわみ量

が最も小さくなり,サンドイッチ材の岡」性の大きさと,その有用性が確認でき,サンドイッ

チ材が航空機や Flな どの構造材料として使用される理由を理解させることができた.

6.鮮明な写真を 1枚貼付 してください。
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「
機 械 工 学 振 興 事 業 (メ カ ラ イ フ の ■L卜 展 )報 告 書

1.テーマ名 :

燃料電池つて何だろう

2.実施年月日 :

平成 26年 5月 24日 (土 )

3.企画者 :

(1)大学・高専名

大同大学 工学部機械工学科

(2)研究室名

堀研究室
(3)企画実施に参加 した学生名

4名

4.来場者総数

約 30名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります):
5月 24日 (土 )、 大同大学大学祭と同時開催でメカライフの世界展を実施した。

内容は、燃料電池の製作体験コーナーと燃料電池に関する展示コーナーを設けた。

燃料電池製作体験は午前、午後の 2部に分けて、実際に燃料電池のしくみを学ぷと同時

に実際に自分の手で燃料電池の製作を行つた。そしてミニプロペラが回るかどうかの発電

試験を行つた。
展示コーナーでは、燃料電池と従来の発電の比較、燃料電池の構造、利点、燃料電池が

実際に使われているものなどをイラス トと文章で解説し、展示パネルを見るのが苦手な方

向けに、映像での燃料電池の紹介をした。子供白けに燃料電池で動く恐竜、新築の家を中

心に普及されている家庭用燃料電池エネファームを紹介するため小型の家を手作りで再現

したものを展示した。また燃料電池内臓のモバイル充電器や燃料電池で回る風車も展示し

た。
見学者は主に親子、小学生、大学生を中心に製作体験及び展示の見学をして頂いた。製

作体験では当研究室の大学院生が参加者に対して熱心に講義をし、展示コーナーでは保護

者の方からいくつか資間を頂き、当研究室の学部生が対応し、当研究室のメンパーとして

も良い体験ができた。この企画で参加者には、モノをつくる面白さとあまり知られていな

い燃料電池についても知つてもらうことができた。

6.企画報告ホームページ URと :

http://www.daido一 it.ac.Jp/～hOriken/船 eCatife.htmi



フ.鮮明な写真を 1枚貼付してください。
8.収支決算報告 :こ の報告書に添付してください。

(収支決算報告に添えていただく領収書 (原本)は A4判の用紙に添えて貼付願います )



「
機 械  E 学 振 興 事 業   (メ カ 三ラ イ フ ψ 世 ― ) 報 告 書

1.テーマ名 :

面白い形状記憶合金と昆虫飛翔の可視化

2.実施年月日 :

平成 26年 8月 2日 (土 )

平成 26年 10月 11日 (土 )

まるごと体験ワール ド

大学祭

3.企画者 :

(1)愛知工業大学  (2)機 械学科 北川研究室および戸伏 =松井 日武田研究室

(3)北川研究室および戸伏 a松井 日武田研究室 4年生 日大学院生

4.来場者総数 :150名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります):
北川研究室では 「まるごと体験ワール ド」において下記の写真のような小型風洞で、プラモデル

の航空機及びロケットを使用 し物体流れの模倣を行つた。こちらはお子様に実際に触ってもらって

角度や向きを変化 させ流れの違いを実感 して頂いた。お子様も親御 さんも楽しそうに触つており真

剣に説明を聞いていた。最後のアンケー トではペットボ トルロケットも含めてまた参加 したいとい

う声も多く寄せ られた。

戸伏・松井 。武田研究室では大学祭の企画の一つである 「工科展」にて形状記憶合金と形状記憶

ポヅマーについて説明と実演を行つた。さらにこれらの材料を利用 した熱エンジンやクレーングー

ム、展開機構への応用モデル等を示 し、好評を博 した。これらの取 り組みが高く評価 され、教員に

よる審査において優秀賞を受賞した。

6.企画報告ホームページ URL

httD://WWw aitech,ac Jp/ e―center/data/c03 01 ht田 | (ま るごと体験ワール ド)

7.鮮明な写真を 1枚貼付 してください。

ヨ

辛

8.収支決算報告 :こ の報告書に添付 してください。

(収支決算報告に添えていただく領収書 (原本)は A4判の用紙に添えて貼付願います)



「
機 械 工 学 振 興 事 業 (メ カ ラ イ フ の 世 服 )報 告 書

1 テーマ名 :

両輸駆動バイクの展示走行 (静岡理工科大学オープンキヤンパスにて)

2.実施年月日 :

2014年 8月 3日

3.企画者 :

(1)大学・高専名
静園理工科大学

(2)研究室名
ヴィークルエ学研究室

(3)企画実施に参加 した学生名

高野 博文
寺岡 裕也
斎藤 稜平

4.来場者総数 :

932名

5,企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります):
本学のヴィークルエ学研究室で開発 した前輪も後輸も駆動するという新 しい発想のパイク

を静闘理工科大学オープンキヤンパスにて展示 した。写真のように前輸と後輸ともに電動の

インホイールモータを採用 している。写真は展示説明会のものである。このような形式のパ

イクは前例を見ないため、いるいろな意味で注目を集めたと考えている。今年こそは、さら

にバイクの性能を向上して、ソーラーバイクレースの大会に トライしたいと考えている。

6,企画報告ホームページURL

特になし

7.鮮 明な写真を 1枚 R占付 して ください。 (上 記 )



「
機 械  ]学 振 興 事 業   (メ カ ラ 」「 フ の ~展 ) 報 告 書

1.テーマ名 :

こんなところに機械工学

2 .実施年月日 :

平成 26年 8月 7日 (木 )

3.企画者 :

(1)岐阜工業高等専門学校

(2)機械工学科における全研究室

(3)機械工学科 5年生 39名 および機械工学科 4年生 10名

4.来場者総数 : 770名

5,企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります)

中学 3年生,そ の保護者,お よび中学校の先生方を対象に,「 こんなところに機械工学」と題 して ,

様々な機械工学分野の紹介 と展示,体験工作を行つた,具体的な内容は,熱流体数値解析,空調の仕

組み,モデル ロケッ トの展示,段返人形・弓曳堂子の機構, 自転車の仕組み, CAE解 析,塑性加工

の仕組み,平衡に関する体験型展示などである。また, 3次元CADで 作成 したデータを 3Dプ リン

タから出力する体験をしてもらい,機械工学に関する面白さに触れてもらつた。

全般に,見学者は機似工学分野の幅広 さに興味を持ち,よい機械工学のPRの機会 となつた .

6.企画報告ホームページURL:
http://www.gifu一 nct,ac.jp/gakusei/page/Opencampus.html

7.鮮明な写真を 1枚貼付 してください。

8.収支決算報告 :こ の報告書に添付してください。

(収支決算報告に添えていただく領収書 (原本)は A4判の用紙に添えて貼付願います)



「
機 械  ]学 振 興 事 業   (メ カ 三ラ イ フ υジ 世 展 ) 報 告 書

1.テーマ名 :メ カライフの世界展

2.実施年月日 :2014年 8月 7日

3,企画者 :鎌田泰成

(1)大学 B高専名
二重大学

(2)研究室名
エネルギー環境工学研究室

(3)企画実施に参加 した学生名

山本真之,坂口翔太′瀧本貴志ら
4,来場者総数 :512名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります):
三重大学工学研究科において,「メカライフの世界展」を開催 しました.機械工学専攻

の 9つの研究室が,それぞれ特色ある研究施設の一般開放を行いました.地元高校生を中

心に多数の来場者が訪れ,各研究室の修士学生による研究紹介や研究設備の紹介を行いま

した .

6.企画報告ホームページ URL



7 鮮明な写真を 可枚貼付 してください。
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「
機 械 日 学 振 興 事 業 (メ カ ラ イ フ の 世 展 )報 告 書

1.テーマ名 :実習教育の成果物の展示と有志による自作ロボットの公開 日実演

2.実施年月日 :平成 26年 10月 4日 (上 ),5日 (日 )

3.企画者 :

(1)大学・高専名 豊田工業高等専門学校

(2)研究室名 機械工学科

(3)企画実施に参加 した学生名 機械工学科 5年生および 4年生の学生

4.来場者総数 :(2日間延べ)約 980名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります):
10月 4日 (上),5日 (日 )の 2日 間にわたり,「メカライフの世界展」を豊田工業

高等専門学校オープンキヤンパスと同時開催 した.内容は,3年次の実習にて製作した空

気圧シリンダを用いた販売機などの成果物,学祭にて展示予定 (製作中)のホパークラフ

ト,エ コランカーなどの展示,流れの可視化装置,電子顕微鏡による画像観察,ス ターリ
ングエンジンのデモ,空気圧によるハンドリングロボット制御,豊橋技術科学大学との遠

隔制御などを体験して頂いた.中学生を始めとした多くの来場者には機械工学の楽しさを
PRすることができた ,

6 .企画報告ホームページURL:
http://www.me.toyota― ct.ac.」 p/～mhome/

7.鮮明な写真を 1枚貼付してください。

8.収支決算報告 :こ の報告書に添付してください。

(収支決算報告に添えていただく領収書 (原本)は A4判の用紙に添えて貼付願います)



「機械工学振興事業資金」 (メ カライフの世界経)報告書

1.テーマ名 :「身のまわりの飛ぷものを考えようと
2,実施年月日 :平成 26年 10月 11日 (土 )、 12日 (口 )

3.企回者 :

(1)大学・高専名

愛宍口工科大学自動車短期大学 及び 愛知工科大学

(2)研究室名

愛知工科大学自動車短期大学 橋本研究室 及び 愛知工科大学 井上研究室

(3)企画実施に参加 した学生名

川 口達央、鈴木洸太 (愛 知工科大学電子制御・ ロボン トエ学科 4年 )

4.来場者総数 :総数 56名  内訳 10月 11日 (上)29名 、10月 12日 (日 )27名
5.企画者か ら一言 :

10月 11日 (土):午 前に斎郡少年少女発明クラブ低学年 (4,5年生)と 共「口
~骨

で、紙コプタ大会を

実施 した。参加者 15名 、指導員 3名 と運営 2名 の合計 20名 が参加 した大会となつた。午後は (1)

紙 トンボの工作、 (2)紙ヨプタの工作、 (3)ヘ リコプタ模型の操作、 (4)飛ぶもの (昆 虫、鳥、

飛行機)の解説パネル展示を実施 した。市民 3名 と学生 6名 、合計 9名 の参加者があつた。10月 11

日の参加者は 29名 であつた。

10月 12日 (日 ):(1)紙 トンボの工作、 (2)紙コプタの工作、 (3)ヘ ジヨプタ模型の操作、

(4)飛ぶもの (昆 虫、鳥、飛行機)の解説パネル展示を実施 したc市民、学生、子ども合わせて

年前中 15名 、年後 12名 で、10月 12日 の参
'」

霞者は 27名 であった。紙 トンボの工作と紙コプタの工

作に人気があり、身のまわ りの材料で簡単に工作でき、飛ぶことに対する興味を引くには格好の題

材であると考えている。

aut.ac. ID/ (愛 知工科大学ホームページ)http://www´6.企画報告ホームページ URと

フ.実施写真を 1枚貼付する。

8.収支決算報告 収入 40,000円 (交付金)支閣 40,781(支 出一覧表と領収証を添付する)



「
機 械  E 学 振 興 事 業   (メ カ モラ イ

=フ
の 世 展 ) 報 告 書

1 テーマ名 :

ロボットの展示・操縦体験・ロボコンの世界をのぞいてみよう!

2.実施年月日 :

2014年 10月 12日

3.企画者 :学部 3年 機械工学課程 山上 紘世

(1)大学 B高専名
豊橋技術科学大学

(2)研究室名
豊橋技術科学大学ロボコン同好会 (当 団体は研究室ではなくサークルです )

(3)企画実施に参加 した学生名

山上紘世、小林大樹、水野正隆、増成智之、寺田翔、兼松圭、小澤健、木戸久暉

井戸大輔、采誠―郎

4.来場者総数

約 200名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります):
我々、豊橋技術科学大学ロボコン同好会は 10月 12日 に行われた大学祭で、部員が自作

した小型ロボットを来場者の子供たち同士で対戦形式にて実際に操縦体験をしていただき

ました。対戦という遊びを通してロボットを操縦 し、どうやつて勝つかの試行錯誤の中で、
ロボットの構造を考え学んでもらえました。それにより「ものづくり」に対して理解を深

めさせ、その面白さやその意義を十分に伝えることができました。

6.企画報告ホームページ URL:無

7.鮮明な写真を 1枚貼付 してください。

8.収支決算報告 :こ の報告書に添付してください。

別紙添付



F機 械  日 学 振 興 事 業   (メ カ モテコ「
フ の 世 ― ) 報 告 書

1,テーマ名 :

楽 しんで学べる創造機械工学展

2,実施年月日 :

2014年 10月 18,19日

3.企画者 :

(1)大学 B高専名

鈴鹿工業高等専門学校

(2)研究室名
機械工学科 全研究室

(3)企画実施に参加 した学生名
本校機械工学科 3,4年生

4.来場者総数

約 600名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります):
本企画は,来場者参加型のものである.機械工学の基礎知識を活用し,本校の機械工学

科 4年生が展示物を製作した。また、本年度は 3年生も総合実習の一環として展示物の製

作を行つた。その展示物は,来場者が見て,触つて,体感できるもので,来場者も楽しみ

ながら機械工学の基礎に触れることができる.こ の企画は,こ れまで継続的に実施 してお

り,多 くの小中学生に対して機械工学の役割や魅力を伝えてきている.

6.企画報告ホームページURL!
http://www.suzuka― ct.ac.jp/

7,鮮明な写真を 1枚貼付 してください。



「
機 械  E 学 孝辰 興 事 業   (メ カ ラ コ「 フ の キL卜 展 ) 幸限告 書

1.テーマ名 :

機械要素を理解 し、機械の仕組みを製作体験 しよう !

2.実施年月日 :

平成 26年 1¶ 月 1日 から 11月 2日

3.企画者 :

(1)大学 日高専名

沼津工業高等専門学校

(2)研究室名

流体工学研究室

(3)企画実施に参加 した学生名

機械工学科 5年生 :秋山貴優、笠原新太、杉山幸太郎、幸山瑞季、河合錬真、

渋谷有貴、寺内澪央、五味朋子、西川充輝

機械工学科 4年生 :鈴木隆平

4.来場者総数
250名

5.企画者か ら一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文等となります )

小学生と中学生を対象にして、模型を用いて、機械や装置に組み込まれている歯車列、リン

ク機構、スライダー機構などを説明した。具体的には平歯車と精円歯車、車に用いられるデ

ファレンシャル、遊星歯車、歯車減速機、星形エンジン、自動車のフイパーに用いられるパ

ラレル方式の リンク機構、スライダークランク機構を展示 した。これ らは本材ボー ドを工作

機械で加工 した機械要素や レゴを用いて製作 した。またツーラーカーの模型を製作 し、その

動力伝達用の歯車を示 した。来場者がこれ らを動かすことにより、動力の伝達や、運動の方

向制御の仕組みを理解でき、興味深 く見学 していただいた。メカライフの世界展の実施 日は

本校の高専祭の開催 日であ り、多数の小中学生、保護者が来校 し、機械工学の魅力を伝える

ことができた。

6.企画報告ホームページ URL

特にな し。

フ.鮮明な写真を 1枚貼付 してください。
次ページに挿入しました。

8.収支決算報告 :こ の報告書に添付 してください。

(収支決算報告に添えていただく領収書 (原本)は A4判の用紙に添えて貼付願います )

同封 しました。





平成 26年 H月 26日

「メカライフの世界」展 報告書

近畿大学大学院 修± 1年 大西 史朗

平成 26年度における一般社団法人 日本機械学会関西学生会の企画事業が下記の通 り終

了いた しましたのでご報告いた します。

記

1.実施期間 平成 26年 H月 15日 (土)～平成 26年 H月 16日 (日 )

2.実施場所 バン ドー神戸青少年科学館

3.ス タッフ,来場者数 1日 目 :学生スタンフ 59名 ,幹事 4名 ,来場者数 319名

2日 目 :学生スタッフ 58名 ,幹事 4名 ,来場者数 562名

4.ア ンケー ト結果 回答数 :188

とても楽しかつた :66%,楽 しかつた :340/c,

あまり楽しくなかつた,楽 しくなかつた :00/。

5,報告事項

展示物に触れて科学に親 しみ, 自分で工作をして,それで遊ぶという過程を通して,子

供たちに「ものづくり」のおもしろさを知ってもらうために,バ ンドー神戸青少年科学館

において,本企画を開催いたしました。

イベント当日は,16種類の展示物に加え,5種類の工作を用意して来場者の方をお迎え

いたしました。展示物はどれも子供たちの興味を引くものでしたが,その中でも特に,レ
ゴロボティクスの人気が高く,「9万 ピースのブロックがモータで動くなんてすごかつた」

と大変満足していただきました。一方で,工作コーナーには 4種類の無料工作と 1種類の

有料工作を準備 しました。準備 した工作では,無料工作の空気砲バズーカと有料工作のカ

ップラーメンホバークラフ トが非常に人気であり,来場者の方からは「バズーカで的を倒

すことが楽しかつた」や 「原理について学生さんがわかりやすく教えてくれた」といつた

意見を数多くいただきました。さらに,会場に設置した遊びコーナーでは高得点を取るた

めに,試行錯誤 して工作の改良に取り組む子供たちが見られました。

最後に,本企画を開催するにあたり,多大なるご協力をいただきましたバンドー神戸青少

年科学館のスタンフの方々,学生会幹事の方々,顧問・副顧問の先生方,学生委員の方々
,

展示物アルバイ トの方々,そ して, 日本機械学会関西支部様に深く感謝いたします。

以上

ス トロ~ホインスル (無料工作)製作の様子



行事報告

【申請者名】
松江工業高等専門学校 機械工学科 准教授 高尾 学

【行事名】
作って学ぼう “飛ぶ"の しくみ ―クイズ大会&ペーパーグライダーエ作教室―

【開催日】

平成 26年 6月 26日 ～平成 27年 1月 6日 の期間に 3か所で開催

【会場】

出雲市立灘分小学校

掛谷交流センター (雲南市)

乃木公民館 (松江市)

【参加人数】
65名

【行事内容】
一人でも多くの小学生に機械工学への興味を持つてもらい,次世代の機械分野や航空分野を担う技術者

の育成を図るため,飛行機を題材とした工作教室を開催 した。この教室は,次の流れに沿つて実施した。

(1)飛行機○×クイズ・・・飛行機の開発史,速度,材料や空港に関するクイズ

(2)飛行機が飛ぶしくみに関する授業・・・揚力と推力を発生する主翼とジェットエンジンに関する説明

(3)ペーパーグライダーエ作・・・工作を楽しむとともに,工作を通して尾翼,上反角などの用語を学習

(4)ペーパーグライダー競技・・・飛行機(グ ライダー)を どのように調整したら良く飛ぶのか体験的に学習

この教室は島根県内 3か所で実施 し,開催 日,会場および参加人数は,次の通 りである。

平成 26年 6月 26日 (木) 灘分小学校 (自 然科学クラブ) 16名
平成 26年 7月 10日 (木) 掛谷交流センター       14名
平成 27年 1月 6日 (火)  乃木公民館          35名
本事業の実施にあた り資金をご提供いただいた (―社)日 本機械学会,さ らに,本事業の会場

として受け入れていただいた,灘分小学校,掛谷交流センターおよび乃木公民館の皆様に対 して ,

心より謝意を表する。



「機械工学振興事業資金」行事実施報告書

行事名 オープンキャンパス/弓削商船高等専門学校公開講座/学科

見学会 「英語で学ぼう～電気と電池～」

実 施 日 時 平成 26年 7月 26日 (土),27日 (日 )オープンキャンパス

平成 26年 8月 1日 (月 )公開講座

平成 26年 11月 8日 (土)学科見学会

弓削商船高等専門学校電子機械工学科

教授 藤本隆士 (実施責任者)

外部講師 Mar撹n Motsenbocker氏 (8月 1日 の み )

講 師 名

受 講 者 数 149名 (オープンキャンパス),7名 (公開講座 )

オープンキャンパスは四国産技センターから EVカーをお

借 りしてのデモ,学科内の研究室で試作 したロボッ トのデモ

やヘ リコプタによる画像認識追尾の説明など好評であつた。

公開講座は 7名 に対 して講座を行なった。小学生もいたた

め英語中心の授業か ら,よ り実験を楽 しんで行なえるように

調整を図つた。簡単な英語 と,それ と同じ日本語 とで実験手

順や原理を説明しながら,10円 玉と 1円玉を使った電池を作

り,テスターで電圧 を測った り,ブザーや LEDを 繁いでみ

る。また, レモンやお酢,ジュースを使った電池を作つてブ

ザーをつなざ,メ ロディーが鳴るかを試 した。

内   容

電池の内容まで踏み込んで説明することは難しく,ま た 「電

圧」と「電流」の違いは難しいようであつた。実験は楽しく進

み,10円玉, レモン,ジュースやお酢といった,身近なもの

でブザーが鳴つたときは,純粋に驚く子供たちの反応が良か

つた。直列と並列については十分な理解が得られなかつたよ

うに思われる。

講師等の感想

参加者の声 オープンキャンパスや学科見学では,EVカーを始めロボッ

トや AR Droneを改良したヘ リコプターのほか,水流の抵抗

なども行つた。

また,公開講座は 「楽 しかったです。」「自由研究に使えそ

うだ し楽 しかったです。」「少 し時間が長かった気が しま し

た。」「またあつたら来たいです」などの意見が寄せ られ,好
評であった。

参考 URL <http:/Avwwoyuge.ac.jp/archives/2932>

平 成  26年 11月   30日

氏  名



実施行事の風景 (オープンキャンパス)

機械の日の説明

人が乗れるロボットの実演

四国産技センターからお借 り

した EVカーのデモ

画像認識により自動航行する

ヘリコプターのデモ



「英語で学ばう～電気と電池～」8月 1日 (公開講座)
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「
機 械 日 学 振 興 事 業 資 金 」  報 告 書

1.テーマ名 :地球環境に優しいスターリングエンジンロスターリングクーラーの体験授業

2,実施年月自 :平成26年 8月 9・ 10日 (金・土)オープンキヤンパス

3.企画者 :

(1)大学 日高専名 国立米子工業高等専門学校

(2)研究室名   熱工学研究室

(3)企画実施に参加した学生名

桑垣瞭 谷村幸太 平田光樹 亀尾俊輝 サII本裕太 柴田夏来

4.来場者総数 :600名 (延べ)

5。 当爵争言挙封:

本体験授業は,多くの中学生が米子高専を訪れるオープンキヤンパスにおいて行いました.本年度は,8月 9日

10日の二日間行われ,2回の延べ来場者数は総数で約600人でした.体験授業で実施したのは,低温度差駆動ス

ターリングエンジンによるデモンストレーションとスターリングクーラーによる冷却体験授業です.スターリング

エンジンの動作原理や構造についての説明力ヽ ポスターや実物を用いて学生主導によって行われました.スターリ

ングクーラーは,冷凍サイクルの説明後,冷却部に触れる体験が人気でした.参加者には,静Чこ動くスターリン

グエンジンや,マイナス20℃まで冷えるスターリングクーラーは大変好評でした.

6.企画報告ホームページURL i http://剛 .yonago― k.ac.jp/

7.鮮明な写真を1枚貼付してください。



2014年度 「機械工学振興事業資金」助成申請事業

L行事名 : “歩 く"を学ぶ。一簡単に作れ る段ボールニ足受動歩行機 ―

・
Fヲ千弓催日 :2014年 8月 20日 ,12月 21日

。開催会場 :松江工業高等専門学校内

・参加人数 :31名 ,29名

・参加料 :夏 200円 ,冬 300円

・実施概要

松江工業高等専門学校では青少年の工学興味の増進と理解のために小中学校の長期休み

期間において工作教室を実施 しております。本イベン トもそのうちの一つとして活動を行

いました。開催 日時は夏休み期間中の 2014年 8月 20日 と冬休み期間中の 2014年 12月

21日 の 2日 。参加人数は 32名 までの抽選を行い,当 日の参加者は小学生 1年～中学 2年

までの年齢層で 31名 と29名 となりました。各教室にて学生を 7名ずつ配し,参力日者 4名

ずつを対応 し,工作の補助、指導を行わせてお ります。例年,学生に対して心苦しい対応

ばかりをしておりましたが,本年度は機械工学進行事業の援助金により,学生の労働の対

償もでき彼らの意欲も高まり非常に良い工作教室ができたこと,深く感謝いたします。

イベン ト内容 としまして,以下の手順で行いました。

1.世の中の歩行ロボットの紹介と,受動歩行の説明。そして歩くことの難 しさを説明。

2.ダンボールの材料を与え,歩行機の組み立てをさせる。

3.歩行機の歩行のためのバランス調整などを参加者に考えてもらい実験させる。

4.実験により最適な歩行が可能になつたと思 う状態で,参加者全てで歩行距離を競 うコ

ンテス トを行 う。

工作教室の持ち時間は 1時間 30分 と2時間で行いました。 1の説明は 10分ほど, 2

の製作は30分ほどで可能であり,多くの時間を自ら考える実験時間に割 り茎てています。

最後に本イベン トの効果を確認するアンケー トをとり終了いたしました。

参加者のアンケー ト結果より好意的な意見が多く,ま た本年度は学生の指導も良かつた

のか,参力日者の歩行機の特性を問うアンケー トに対する正答率が非常に高くなりました。



2014年 度 「機械工学振興事業資金」報告書

1,行事名

ツーラーカー,エ コカーの仕組みを学ぼう

2.開催 日時

平成 26年 8月 30日 (上),9:00～ 16:00

3.会場

合サII高等専門学校 高松キャンパス (香)|1県高松市勅使町 355)

4.実施責任者

所属 香川高等専門学校 機械工学科 講師

氏名 高橋 洋一

5.補助学生

次世代自菖力車研究部学生 5名

6.参加者数

体験中学生 30名 ,保護者 10名 ,見学者 20名 合計 60名

7.報告記事

平成 26年 8月 30日 (土)の香川高等専門学校オープンキャンパスにおいて,中学生を対象と

した体験講座 「ツーラーカー,エ コカーの仕組みを学ぼう」を実施 した。当日は,事前に申し込み

のあった中学生 30名 およびその保護者に参加頂いた.ま た,オープンキャンパスに来校 していた

その他の中学生や保護者,引率教員等の多くの方々に見学頂いた。

はじめに,次世代自動車研究部で製作 したツーラーカーの仕組みや出場 しているレースについ

て紹介を行った。 その後,実際にツーラーカーの現物を見ながら詳細について紹介 した (添付写

真).ま た,同部で取 り組んでいる燃費競技用車両 (エ コカー)の紹介も行った。

中学生や保護者の方々から熱心な質問もあり,

関心の高さが伺えた.将来を担 う技術者になる

可能性がある中学生達がこの体験講座を通 じて ,

機械工学分野の技術に興味や関心を持つてくれ

たものと期待する。

最後に,機械工学振興事業資金の助成のもとで

本講座が実施できたことに感謝致します。また,

スタンフとしてご協力頂いた学生諸君にも感謝の

意を表 します。

薇 '電
‐

1



2014年度 機械工学振興事業資金助成行事報告書

平成 26年 10月 26日

独立行政法人 水産大学校

海洋機械工学科 田村 賢

2014年度本校において機械工学振興事業資金の助成を受けて開催 した行事内容について

報告いたします .

行事名 :水産大学校学園祭 (海燕祭)における研究室解放 「海洋・水産に関わる機械工学」

開催 日 :平成 26年 10月 11(上),12日 (日 )

会場 : 水産大学校 海洋機械工学科 内燃 。制御実験棟,舶用機械総合実験棟,流体工学

実験室

参加者数 :のべ約 90人

行事実施内容詳細 :

4つの研究室がそれぞれテーマを企画 し,以下のように実施 した .

① 船舶から排出される大気汚染物質の低減 (研究成果の紹介) 前田・津田・山西研究室

舶用ディーゼル機関から排気ガスとともに排出される有害物質の低減を目指した研究

成果について,参加者にパネルや模型で説明し,実験用機関の見学会を開催 した。

② 熱エネルギーつてなんだろう?(ペルチェ効果の実験,熱電対の実験,蒸気タービンプ

ラン ト&冷凍機の見学) 西田 。大原 。一瀬研究室

参加者はペルチェ素子を使い,ペルチェ効果・ゼーベック効果を体験した。これらを

利用 した冷却システムや温度計 (熱電対)な どの説明を行なった。蒸気タービンプラン

トや舟白用冷凍装置の見学会も開催 した。

③ 水の性質について勉強 しよう !― スライムで遊んでシールを getにゃん !一  渡邊研

究室

洗濯のりや塩などを使つて液体の性質や不思議 さについて展示を行なつた。参加者は

スライムを作る過程で液体の粘性を体験し,ゲームを楽しんだ。

④ 電気を作つて機械を回そう I!!(電 気推進システム)中村研究室

参加者は実験用舶用電気推進システムを見学した。モーターの原理,発電機の原理 ,

二相交流,イ ンバータ制御について説明を行ない,昨今の省エネ技術の船舟白への適用に

ついて紹介 した。また,当研究室で並列して実施 している「魚体の色彩にもとづく鮮度

評価技術」の説明を行なつた。

この他にも,当 学科で行なわれている研究内容についてパネル展示 (水素エンジン漁船,

魚の食感を評価判定する技術)を行なつた。



①「水の性質」,② 「スライム作り」の実験風景 (渡邊研究室)

ディーゼルエンジンの模型と燃焼生成物サンプルを展示した

有害排出物生成過程についての説明風景 (前田 。津田・山西研究室)



1.テーマ名

「
メ カ ラ イ フ の 世 界 」 展 幸限告 書

「メカライフの世界」展 ようこそメカワール ドヘ

平成 26年 7月 31日 (木 )2.実施年月日

3.企画者 :

(1)大学・高専名 :都城工業高等専門学校

(2)研究室名 :機械工学科

(3)実施責任者 :山中 昇 教授

(4)企画実施に参加 した学生名 :機械工学科 5年生,専攻科 1年生・2年生

4.来場者総数 :598名 (中学生 355名 )

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります):
宮崎県内,鹿児島県大隅地域の中学生を対象とし,「ようこそメカワール ドヘ」と銘打つた公

開実験 口展示等が行われました。機械工学科の教員 コ学生を中心に実施されたテーマは次の 8つ

です。
1.色 々なロボッ トを動か してみよう

2. 鉄をひつぱつてみよう !

3.試 験片製作のビデオ観察

4. 文化祭学科開放・ピタゴラスイツチのビデオ上映

5.マ ニピュレータの実演

6. 飛行機 ?ヘ リコプター ?「 ウィングコプター」

7.ハ イブリッ トカーの走行

8. 実習工場の施設見学

あいにくの大雨の天候ではありましたが,中学生や保護者が大勢来場 し,機械機構の多様な動

きに触れて,実に興味深いまなざしで見学 していました。また,進路相談や在校生によるフリー

トークの部屋を設け,高専生活,授業内容そして就職や進学に関する来場者からの質問に対 して ,

機械工学科の教員や学生が応 じました。

6.企画報告ホームページURL:
http://www.miyakono」 O―nct.ac.jp/～ m/opencampus/report26,ht禍 11



平成 26年 10月 21日

機械工学振興事業資金助成行事報告書

「メカライフの世界」展

申請者名 :牛見 宣博 (九州産業大学工学部バイオロボティクス学科 教授 )

申請組織 :九州産業大学工学部バイオロボティクス学科

行事名 :KSUロ ボットプログラミングコンテス ト「秋のロボット運動会」

開催 日 :平成 26年 9月 28日 (日 )9:00～ 15:00

開催会場 :九州産業大学 工学部

参加人数 :約 30名 (参加者,見学者 )

実施報告 :

高校生を対象に,「 ものづくり」体験によるメカ トロニクスやロボットヘの関心,お よび

理解を深めてもらうことを目的に,KSUロ ボットプログラミングコンテス ト「秋のロボッ

ト運動会」を開催 した.このコンテス トは,事前に参加チームを募 り,ロ ボットキント,

パ ソコンなどを貸 し出し,大学教員および大学院生 らによる出前講義と実技指導を得て,

製作 したロボットとそのプログラムによつてロボットを制御することを体験・学習 しても

らうものである.

2014年度のコンテス トの競技内容は,ロ ボットによる運動会をメインテーマとし,参加

した高校生らは「ロボットあみだくじ」と「ロボットゼロヨン競走」の競技種 目について,

製作 したロボットでアイデアを競い合った.生徒の多くが始めは戸惑つていたが,サポー

トの学生からロボット製作やプログラミングのア ドバイスをもらい,試行錯誤を重ねなが

ら与えられた課題 に取 り組んでいる様子が見られた。



機械工学振興事業資金助成行事報告用紙

申請者名 :山下 徹

申請組織 :熊本高等専門学校

行事名 :機械について知ろう!触ろう !

開催 日 :平成 26年 10月 4日 (土 )

開催会場 :熊本高専人代キャンパス

参加人数 :437名 (中 学生および引率者 )

日本機械学会ホームページ掲載用実地報告文

中学生向けオープンキャンパスの一環として,主に本科 5年から専攻科 2年の学生およ

び教職員計 77名 により,体験実習と学科展示を実施 した。

体験実習では,機械分野に必要な設計・製作 。制御をキーワー ドとして,中学生に①3次

元 CADソ フ トSolidWorksを 用いた自動車モデルの部品設計と組立,② レーザー加工機を用

いたクラフ ト製作,③Arduinoマ イコンを用いた制御体験の 3冴―マのいずれかを 60分で

体験 してもらった。いずれのテーマにおいても本校学生の指導補助の下で積極的に取り組

む中学生が多く見られるなど,おおむね好評を得た。

学科展示では,中学生および引率者を対象に本校機械知能システムエ学科教員の研究内

容に関するパネル展示や関連 した物品の展示, 日本機械学会 と機械に関するビデオ上映お

よびパネル展示を行なった。展示物には,ハイスピー ドカメラなどの測定機器や,3Dプ リ

ンタによる造形作品,燃料電池,熱流体シミュレータ等が出展された.学科展示について

は主に本校学生が説明やデモンス トレーションを担当した。中には,原理や応用技術等に

ついて深 く質問する訪問者もお り,本校学生が熱心に説明を行なう等,学生教育の面から

もメリットの大きい行事となつた。



2014年度 「メカライフの世界展」補助金 行事報告書

大分工業高等専門学校

大分高専ロボット展

平成 26年 10月 11日 (上)～ 12日 (日 )

アー トプラザ (大分県大分市荷揚町 3‐31)

軽部 周 (大分工業高等専門学校機械工学科・准教授 )

300名 (おおいた協働ものづくり展来場者数は 2,520名 )

25,000円  (内訳 :ロ ボット用モータ×4,接着剤 ×1)

軽部 周

1.行事名

2.開催 日

3.会場

4.実施責任者

5.参加人数

6.予算

7.報告

【行事概要】

「第 9回おおいた協働ものづくり展」(大分市工業連合会青年部会主催)内の 1イ ベントとして実施し

た。会期は平成 24年 10月 11日 (土)～ 12日 (日 )で,各 日10:00～ 17:00の時間帯で実施した.予定

は 13日 (月 )までであつたが,台風のため 12日 で打ち切

りとなつた.悪天候であったが,例年を上回る来場者があ

り,活気があるイベン トとなつた。

本イベン トは二足歩行ロボット(K[IR‐ 2HFV,近藤科学)

2台を操作 して対戦させる内容であり,非常に人気が高く

リピーターも多い.ロ ボットを実際に操作して遊ぶことで,

対象者である小・中学生とその保護者に,ロ ボットおよび

理工系への興味を持つてもらうことを目的としている.

図 1に ,二足歩行ロボットの外観を示す。ロボットには

本校学生が作成 したオ リジナルのモーションデータを搭載  図 1 二足歩行ロボットKHR‐2HV
し,ノ ー トパソコン上のボタンをマウスでクリックするだ

けの簡単な操作で,前後進,旋回,連続パンチ,キ ック等

の多彩な動きが可能である.安全のため両腕にはプラスチ

ック段ボールで作った赤 と青のグローブを付けている.ま

た.足裏には発泡スチロール製の板を貼 り付け,安定した

対戦を可能としている。

【実施方法】

補助者 (大分高専本科 4年～5年生)を各ロボットに 1

名づつ配置し,操縦方法のレクチャー,試合のレフェリー
,

試合中の安全管理などを担当してもらった.イ ベントの様

子を図 2に示す。1台のノー トパツコンでロボット1台 を

操縦する。来場者はノー トパソコンの前に相手と向かい合 図 2 イベン トの様子



わせで座 り,補助者から操縦方法のレクチャーを受けた後,3分間のロボットバ トルを開始する。バ トル

のルールは印刷 し,「 日本機械学会九州支部協賛」の文言 と共にボー ドに掲示 した。操縦者の安全を考慮

し,ロ ボットの動きは遅めに設定した。また,ロ ボットは発泡スチロール製のボー ドの上で動かし,転

倒時の衝撃を抑えている。

ロボットバ トル体験は主に小学生に人気があり,1日 にのべ 150人程度が操作した.何回も並び直す

リピーターも多く,大盛況であつた。太極拳のようなゆっくりしたフォームから繰 り出す技の数々に見

物客が見入つていた。また,戦 うだけでは無く「お辞儀」「喜ぶ」などのコミカルな動作ができるところ

が男女問わず人気だった.マ ウス操作による操縦は簡単であり,操作方法に悩む人はいなかつた .

【効果】

本イベン トは,対象とする小 。中学生のみならず,保護者,「 ものづくり展」に参加 していた企業の方々

からも興味を集めた.ロ ボットを操作した人たちの笑顔から,本イベン トの満足度は高かったといえる.

大分高専のパンフレットを持つて行 く保護者も多くみられ,小・中学生および保護者の興味を理工系に

向ける一助 となったと確信 している.本イベン トは毎年行つているため,既に操作方法を熟知している

小学生も見られた。リピーターの小学生らは「大分高専」の名を覚えてお り,持続することの重要性を

再認識 した .

2



日本機械学会 2014年 度 機械工学振興事業資金 報告書

ロボメカワール ド ～ロボット制御技術を応用 した機械たち ～

実施年月 日

企 画 者

代 表 者

来場者総数

平成 26年 10月 11日 (土 )、 12日 (日 )

北九州工業高等専門学校・制御情報工学科

制御情報工学科・准教授 古野誠治

約 220名 (全体約 610名 )

日本機械学会・ 2014年 度機械工学振興事業資金の助成を受け、北九州工業高等専門学校にて 「ロボメ

カワール ド ～ロボット制御技術を応用 した機械たち～」を実施 しました。本校の秋季オープンキャンパス

に併せて実施 した本行事には、北九州市内・市外の中学校 3年生、先生、保護者の方々が訪れました。

行事では、蛇型ロボッ ト、小型 2足歩行ロボット、パラレル リンクロボット、楽譜歌い上げロボット、倒

立振子制御、ライン トレーサーといつたロボティクス・メカ トロニクス技術を用いた機械の紹介や体験コー

ナーが設けられました。また本年度から新 しく導入された CIMシステムの実演、本学科の研究室が開発して

いる水中作業ロボットなどの紹介も行われました。訪れた中学生たちは、実際に機似を動かした リロボット

を操縦 したりして、ロボット制御技術を体験 しました。

ロボット分野だけでなく、高速度カメラを用いた流れの可視化体験やマイクロバブルの発生実験、熱音響

現象実験等、機械工学分野の研究紹介も行われました。また、本校・制御情報工学科 5年生が製作した 「小

型旋回クレーン」の実演・操縦体験や、 1年生が制作 した本学科の紹介スライ ド、 5年間の学校生活を季節

ごとに紹介 した学校紹介、 4年生による長期工場見学旅行の紹介など、学生主催による展示も行われ、多く

の中学生が見学 していました。

訪れた中学生の多くは北九州高専の受験を検討 してお り、進路遇択の参考になったのではないかと思いま

す。また、そ うでない学生にも、この行事を通 じて理系・工学系、特に機械工学分野への興味が持ってもら

えたのではないかと思います。

本事業資金の助成により、理科離れが問題 となつている中学生、さらには先生、保護者の方々に機械工学

の紹介ができたことは非常に意義のあることで、今後もこのような助成を続けていただきたいと思います。

図 1 新 しくなつた CIMロ ボットの説明を受ける中学生



20■ 4 
「

メ カ 三ラ イ フ の 借 ゴト」 展  報 告 書

1.テーマ名 :鹿児島高専 文化祭 “鹿児島高専文化祭 「ヘ リコプターコンテス ト」"

2.実施年月日 :2014年 10月 25日

3.企画者 :

(1)大学・高専名 :鹿児島工業高等専門学校

(2)研究室名 :機械工学科 ノト田原准教授 研究室

(3)企画実施に参加 した学生名 :機械工学科 5年生

4.来場者総数 :50名

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります):

鹿児島県内の地域住民が高専の文化祭に参加し,科学教室など様々なイベントと並行して行われた機械

工学科の紹介展示を見て,機械の面白さを体験しました.特に,本企画の"ヘリコプターコンテスト"には大い

に関心を持つていただき,ヘリコプターが自由自在に動く姿に大変な興味を抱いていただきました。このような

活動が鹿児島県内での機械工学の発展および促進につながるものと確信しています。

6.企画報告ホームページ URL:htttrrttw.kattoshima… ct.ac.ip/

7.鮮明な写真を数枚貼付けます

写真 1 ヘリコプターを設定する学生 写真 2 ヘリコプターを操縦する小学生たち

8.収支決算報告

別紙



「 メ カ モテ イ
=ア

の 世 界 」 ―  報 告 書

1.テーマ名 :

ポンポン船を作つてみ よう !

2.実施年月日 :

平成 26年 11月 1日 (土 )

3.企画者 :

(1)大学・高専名
佐世保工業高等専門学校

(2)研究室名                            
′
 ′

機械工学科 材料力学研究室

(3)企画実施に参加 した学生名
荒木健斗 (企画代表者),家永龍之介,岩永駿介,扇1島公平,前田貴也,松田悠太

4.来場者総数 :

100名 程度

5.企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります)

親子での参加が大多数であつたが,今回のメカライフ展では子どもが積極的にポンポン船の

製作を実施 していた。カンタ~ナイフで船の形にバルサ材を切断したり,大をつけたりするな

どの行為以外を、ほとんどの子どもが行つた。実際に船に火をつけて浮かばせると,速 く進み ,

子ども達は達成感が得られ,成功を喜ぶ声が実験室に響いていた。子どもが複数いる家庭や ,

複数の友達で実験に参加 したグループでは,互いに製作を助け合い,最後は船の速さや方向性

を競 う場面も多く見られた.日 本に住むアメリカ人家族も参加 しており,本校学生は英語を使
いながら船の製作を教えるなどの場面も見られた .

6.企画報告ホームページ URL:
http://www.sasebo.ac.」 p/～kikaihp/mechlife/mechlife2014.htm

7.鮮Π月な写真を 1枚貼付してください。

8,収支決算報告 :こ の報告書に添付してください。



2014年 11月 11日

日本機械学会御中

機似工学振興事業 「ロボットと遊ぼう/ス ターリングエンジン」

(2014年 11月 3日 実施,開催地 :大分大学)の報告

大分大学 機械教室

西田 健― (ロ ボット担当)

加藤 義隆 (低温度差スター ジングエンジン担当)

2014年 11月 3日 10時から 16時に大分大学旦野原キャンパス内における大学祭期間中に,機械工学

振興事業 「ロボントと遊ばう/ス ターリングエンジン」として,ロ ボットと低温度差スタージングエンジ

ン (LTDSE)の 動作実演をそれぞれ別室にて行つた。同様の取組みがキャンパス内で行われ,来場者

数は 656人である。ロボットの部屋に 455人 ,LTDSEの 部屋に 219人が来場された。

「ロボット」では 6軸の多関節型ロボットマニピュレータ 2台 を使い,子 どもたちに缶ジュースを波

すデモンス トレーションを行つた。底面にマークを付けた 3種類の見本の缶を,ロ ボットに接続 した視

覚センサで自動判別させ,同種類の缶ジュースをロボットがス トックから選び出して運搬するデモを行

つた。缶底面のマークや視覚センサは見学者からは見えない位置に取 り付けられているため,ロ ボット

の前に缶を置くだけで,なぜ同じ種類の缶ジュースを運んでくるのか不思議に思 う子どもや保護者が多

かった。そのため,視覚センサの判別画像をモニタで見せながら解説 した。生産工場で実際に利用され

ている様々な機器を利用したデモを間近で見ることができ,子 どもだけでなく大人も非常に興味を持つ

た様子であつた。また,よ リロボットに親 しんでもらう意図で,例年通 り来場者が自由に操作できる小

型のアーム型ロボントのほか,障害物を検知 しながら黒線に沿つて進むライン トレースロボットも新た

に設置し,こ の装置も来場者には好評だつた。

「低温度差模型スター リングエンジン」では,手作 りした LTDSEの動作実演,本会主催事業 「低温

度差スター リングエンジン競技会・発表会」の紹介,手動によるアル ミ板の穴あけ加工体験を実施 した。

アンケー トでは好評だつた。例年通 り随時入退室できる。当日の大分合同新聞朝刊 23面に,前 日実施

した低温度差スター ジングエンジン競技会 。発表会が写真 と共に記事で掲載されたので,新聞も閲覧用

に設置した。その他に閲覧用資料として,本会が 8月 4日 に実施 したスター ジングエンジンの講習会の

テキス トと,その講習会の当日の配布資料も設

置した。

アル ミの穴あけ加工体験では,展示 された

LTDSEの材料でもあるアル ミトレーに,ピン

バイスや六角軸 ドリル,リ ーマ,面取 り用 ドリ

ルで穴あけや仕上げをしてもらった.穴あけ加

工の体験は好評で,リ ピーターもいる。前年の

反省に基づき,次のステップとして LTDSEの

工作を提案する仕掛けを施 した。今後の効果を

期待 したい .



機械工学振興事業資金助成行事報告

申請者名 :屋我実

申請組織 :ちびっ子エンジニアリング体験教室実行委員会

行事名 :ちびつ子エンジニアリング体験教室

開イ任日  :2014年 11月 8日 (Jヒ)12:00～ 17:00

開催会場 :琉球大学 工学部 1号館,風洞実験室,付属工作工場

参加人数 :46名 (保育園・幼稚園・小学生 1～6年生,ただし保護者的 30名 )は含まず)

実施内容 :前半の部では,「工作体験」,「 ミニ四駆」,「空気砲の作成 。実験」,「 シャボン玉

やジャイロで遊ぶ」,「 ウィンドカーおよび風洞イ本験」のテーマを体験させた.工

作機械 (旋盤やマシニングセンター)の工作の見学,旋盤を利用した金属こまの

作成体験, ミニ四駆の組立と走行試験,空気砲,シャボン玉,ジャイロを利用し

た物理実験体験,風洞による風圧体験と風上に向かつて走る車の見学を行つた。

後半の部では,参加者全員で「紙飛行機コンテスト」を実施した。紙飛行機の作

成 (色塗りや折り)し,飛距離とデザインのコンテストを行つた .

旋盤体験 (金属こま) 風洞での風圧体験 空気砲

紙飛行機 コンテス ト 集合写真

【謝辞】本イベントでは, 日本機械学会 機械工学振興事業費,同九州支部沖縄地区会,機

械工学科同窓会,ターボ機械協会沖縄委員会からの補助,お よび故 真喜志 名誉教授 ご遺

族から「未来のエンジニアとなる子供達への企画」の寄付により,成功裏に終えられたこ

とに感謝の意を表す。

区汚４ニ
ヽヽ
ヽ



「メカライフの世界」展 報告書

1.テーマ名 :工大祭 “メ″ニクヌが ' ―νて,c力とvη ,―fχPο 2θ′⌒

2.実施年月日 :平成 26年 11月 22日 (土 )・ 23日 (日 )

3.企画者

(1)大学・高専名 九州工業大学 工学部

(2)研究室名  機械知能工学科 生産加工研究室,スペースダイナミクス研究室 ,

精密加工研究室,塑性加工研究室

(3)企画実施に参加 した学生名 (研究室代表名 )

立石祥悟 (生産加工研究室),溝口省吾 (スペースダイナミクス研究室),高畑翔太

(精密加工研究室),永井祐希 (塑性加工研究室)

(4)来場者総数 :約 200人 (2日 間ののべ人数 )

(5)企画者から一言 (『 日本機械学会誌』上での説明文となります):

本年度の工大祭では研究室ごと研究内容を踏まえた企画を実施 した。その為、実際

に体験された上に、私達の研究内容も理解 していただき大変楽しんでいただいた。

今回の工大祭を通すことで来場者の方々に少 し工学に関心をもつていただけたと感

じた。来年度は本年度の改良点を改善し、更に多くの方々に足を運んでいただける

ような質の高いものとしたい。

(6)鮮明な写真を 1枚貼付 してください。

(7)収支決算報告

別紙に添付 します。



夏休みサイエンススクエア 2014

「おもしろメカニカルワール ド」

関東支部 会員担当幹事

荒木 稚子 (埼玉大学)

関東支部では,国立科学博物館主催の 「夏休みサイエンススクエア 2014」 に 2014年 7月 29日 (火)～ 8

月 10日 (日 )の期間 「おもしろメカニカルワール ド」のコーナーを出展した。本企画は,8月 7日 の 「機

械の日」に関連 した関東支部の企画として,小中学生を対象に身の回りの様々な現象が機械工学の原理

と結びついていることを実感・体感 し,機械に対する興味や理解を深めてもらうことを目的としている。

今年で本企画も 16回 目となり,機械工学振興事業資金の助成を受け,有意義な内容で実施することがで

き,成功裏に終わつた .

「おもしろメカニカルワール ド」は4大学の研究室が各企画で3日 間ずつ出展した

○自分で作れる !ち ょつと不思議なやじろべい (埼玉大学 :長嶺研究室)

○ブランコはなぜゆれるの (東京工業大学 :木村研究室)

○あれ,水タンクで建物の揺れが止まるよ (東京大学 :金子研究室)

○自然を守る !ク リーンエネルギーつてなんだろう?(早稲田大学 :勝田研究室)

各大学研究室の出展では,各企画に基づき工夫が凝らされた模型や資料を使つて機械工学の原理を平

易に解 りやすく実感・体験することのできる工作や実験 。実演が行われた。本企画には,12日 間で約 2,400

名を超える参加があった。出展ブースが入 日の近くになったこともあり,例年以上の盛況であつた.本

企画は, 日本機械学会の認知度の向上および理工系好きの少年少女育成の一助になっているものと考え

る。以下に,代表的な写真でおもしろメカニカルワール ドの様子を紹介する。

最後に,ご協力頂きました 4大学の教職員および学生の方々,国立科学博物館の職員の方々,関東支

部の職員の方々に,こ こに深く感謝申し上げます。 関東支部では内容の充実を図りながら今後も実施 し

ていく予定です。 皆様のご協力を引き続きお願い申し上げます。



う
撃
…

」中・
・

おもしろメカニカルワール ドの様子



1.事業名称

2.主  催

3.共  催

4.後  援

事業報告書

平成 26年 7月 22日

〒376-8515 群馬県桐生市天神町 1-5-1

群馬大学大学院理工学府知能機械創製部門

(―社)日ラ斡錦婿経課辣政部誌弓ブロック幹事

准教授 船津 賢人

TEL/FAX:0277-30-1509

E―maili mttnttsu@gunma― u.acJp

平成 26年度 第 21回小中高校生向けイベン ト メカメカフェア 2014

(―社)日本陶芽考梨稼鼓部 鰐馬ブロック)

群馬大学大学院理工学府 (知能機械創製部門),こ うがくクラブ   
ン

群馬県,桐生市,桐生市毅育委員会,上毛新聞社,NHK前橋放迷局,群馬

テレビ,エフエム群馬,エフエムきりゅう,桐生タイムス社,群馬大学生活協同

組合桐生店,群馬大学科学技術振興会,群馬地区技術交流研究会

5,開催場所   群馬大学 桐生キャンパス 群馬県桐生市天神町 1-5-1

6.開催 日時   平成 26年 7月 13日 (日 )13:00～ 17:00

7.参加者数   556名 (来場者 39a名 ,出展者等 163名 )

8.入 場 料   無料

9。 実施概要

メカメカフェアは,群馬県内の小中高校生を対象に,機械,I科学および技術の楽しさを体

験 していただくことを主旨として,(―社)日擁 蜘 鰐馬ブロツク)が主催し,離碍

鮎 錦蹄始I螂F写),こ うがくクラブが却紳 る形態■ 毎年開催 しているイベ

ン トであり,.本年で 21回 目を迎えた。

今年度は,株式会社 ミツバ,NPO法人桐生再生,群馬自動車大学校,サンデン株式会社 ,

群馬工業高等専門学校,太陽誘電株式会社,群馬大学大学院理工学府知能機械創製部門から

計 17件の出展があつた。内容としては,燃料電池自動車,画像認識による人間型ロボットの

操作,カ ーエアコン,空気や液体に関する科学実験,キャパシター,立体視,ク レーンの構

造理解 と操作の体験,力計測による模型電車の走行,音 と振動,様々な材質のタイヤを用い

たウィン ドカー走行の実験,な どの展示・実演のほかに,EVカ ーの試乗,EVバスの試乗,そ
して紙飛行機,ス トロー飛行機,牛乳パックブーメラン,風上に動くコンプなどの工作教室 ,

など様々であつた。

当日はあいにくの天候であつたが,多 くの家族連れで賑わつた。子供たちは目をキラキラ

とさせて,展示物に見入つた り意外な動きにびつくりした りしながら,展示スタンフの教員

や大学生 。大学院生に熱心に質問する様子も見受けられた。また,子供たちの保護者である

大人たちも,身の回 りの機械の中に含まれる様々な技術を知 り,関心を深めている様子であ

った。このように,参加者達は,様々な科学・工学技術を生で体験し,普段話す機会のない大

学生や大学枚員とも交流を深め,大変満足してくれた様子であつた。子供たちの理科離れが問題

視されて久しいが,本質的に子供たちは動くものやメカ(機械)が好きな様子であり,その興味をさ

らに引き出し,理科や技術に対する関心を高めることができたものと考えられ,当 フェアの開催 目

的は十分達成できたものと思われる。

最後に,助成ならびに後援をいただいた各団体,出展者の皆様,当イベントの事前準備か

ら当日の運営にご協力いただいた群馬大学,こ うがくクラブ,群馬大学大学院理工学府知能

機械創製部門の教職員,学生諸君および関係各位のご協力に感謝の意を表します。



「平成 26年度 第 21回小中高校生向けイベント メカメカフェア 2014」 の当日の会場の様子

会場となつた群馬大学桐生キャンパス総合研究棟 ウィン ドカーレース.どのタイヤが速い ?

ロボットを動かしてみよう !! 様々なジャンルの「メカ」を体験できます

学

クレーンを操作 水と油を回転させると.… 1

市 藤 中

,

宙を舞うボール 流れの不思議 本立てを揺らしてみると… 1



茨城ブロック「第 4回学生のための″なるほど″
技術者請演会」実施報告

関東支部 茨城ブロック

なるほど技術者請演会担当 道辻 洋平

1.行事名

2.開催日

3.会場

4.参加人数

5.実施報告

第 4回学生のための
″
なるほど

″
技術者講演会

平成 26年 フ月 16日 (水)13:10～ 17:00

茨城大学 水戸キャンパス 共通教育棟 41番教室 (茨城県水戸市文京 2-1-1)

90名

γ 本請演会の目的は′大学 1年生や高専 4年生など′専門教育を学び始めた学生を対象として′技術

者としての心構えや
″
ものづくり

″
の素晴らしさを認識させると共に′自らの将来像をイメージさせ′

学習モチベーションを向上させることである。第 4回目を迎える本講演会では′機械工学関連分野

の第一線で活躍する 4名の技術者の方々から′技術者の仕事や心構え′現在の技術開発状況等につ

いてご請演を頂いた.講演タイ トリレならび講師は以下のとおりである J

(1)新日鐵住金における環境問題への取り組み          岡田 誠司 氏

(2)規格高度化への取り組み紹介 (環境中疲労き裂進展速度線図の検討)

青池 聡 氏

水戸 一臣 氏

宮本 岳史 氏

講演会は,多くの質問とディスカッションが飛び交う活発な雰囲気の中で行われ′盛会であつた,

ご協力いただきました 4人の講師方々′関東支部茨城ブロック運営委員に対して′ここに深く感謝

申し上げる.茨城ブロックでは内容の充実を図りながら今後も実施していく予定である.皆様のご協

力を引き続きお願い申し上げる。以下に′写真により講演会の様子を紹介する.

(3)こ こがスゴい !コマツの ICT活用

(4)鉄道車両の脱線に関する研究の紹介

写真 1 請演の様子 (青池氏) 写真 2 会場の様子



平成 26年 8月 6日

日本機械学会関東支部東京ブロック

イベン ト報告書

東京ブロック長 鳥毛 明

東京ブロンク企画として,「小中学生のための夏休みメカ教室」を日本科学未来館にて行

いましたので,こ こに報告いたします。

イベン ト名 :「機械の日・機械週間」記念行事  小中学生のための夏休みメカ教室

「ロボットを作つて動く仕組みを考えよう !」

運営委員 :鳥毛ブロック長,岡本副ブロック長,小林企画幹事,中村企画副幹事,岡村企

画副幹事,平尾会計幹事,前田会計副幹事

開催 日 :2014年 8月 4日 (月 ),5日 (火)13.00～ 17.00 (各 日同内容で実施 )

会 場 :日 本科学未来館 会議室 3(東京都江束区青海 236)

参力日者数 :8月 4日 150名以上 (小 中学生 37,父兄 30以上,ス タッフ 20,見学者 60以上)

8月 5日 125名以上 (小 中学生 35,父兄 30以上,ス タッフ 20,見学者 40以上)

内 容 :

開会宣言 (平尾会計幹事),開会の挨拶 (鳥毛ブロック長)の後,今回製作する工作キッ

トに関連 して,ギアやモータ,発電の原理,ロ ボットの機構的な説明,工作の注意点や競

技の概 H各などを福原祐希氏,本田泰志氏 (東京電機大学_1/2日 目)にメカ先生として講

義いただいた。

その後,6つの>―ブルに分かれて,メ カキット (タ ミヤ製アームクローラー)の製作実

習を行つた。テーブル毎に基本 6名 の小中学生に対 して,キ ット製作を補助するチューター

役の学生 2名配置した。また,幹事は,メ カ教室の進行準備と同時に,製作の遅れがちな

参加者の補助や見学者 (引 率含む)に対応 (過去に製作したメカキットで遊ばせるなど)

した。

参加者はアームクローラーの製作を完了した後に,用意 した画材等を用いてそれぞれの

メカをデコレー トし,競技の練習をした,全ての参加者がアームクローラーの製作を完了

した (お よそ 2時間)後,製作したキットを用いて,各>―ブルをチームとした団体戦で

競技会を行つた。競技は 2種類で障害物競争と陣取 り合戦を行つた。

障害物競争の時間が短かつたチーム,陣取 り合戦で点数の高かつたチームから点数をつ

け,総合得点の優勝チームに賞状を, 1～ 3位のチームに賞品を贈呈した。

鳥毛ブロック長から表彰をして頂き,閉会の挨拶を岡本副ブロック長から行って頂いた

後,集合写真を撮 り閉会となった。

<1/3>



感想・ コメン ト

参加者 (小中学生)は機械の動作原理などを楽しく学ぶことができ,有意義なイベントであっ

た。

会場を訪れた日本科学未来館の一般見学者に,「機械の日」パンフレットの配布や,当 日参加

の募集を行い,普及活動としても効果があつた。

また,こ のイベン トに優秀なスタッフを派遣 して頂いた成曖大学,東京電機大学,工学院大学 ,

芝浦工業大学にご協力に感謝致します .

特記事項

今回のタミヤ製アームクローラーの製作を通じて,参加者はギアやクランク機構,モータ原

理などを学ぶことができた .

アームクローラーを用いた数種類の競技を実施 し,参加者は勝つための工夫を通 じてメカヘ

の理解を深めることができた .

今年度も,ジュニア友会への入会を条件に当日参加者を募集 し,事前申込および当日申し込み

により約68名 がジュニア会友の新規会員となつた .

問題点・反省点

初 日,アームクローラー製作,競技ともに時間がかかつてしまい,メ カ教室の終了時刻が若干

遅くなった。2日 目は,初 日の反省から,製作時間,競技時間とも短縮することによつて調節 し

スムーズに進行 した。次回以降注意 したい。

[来年に向けた改善のための意見]

行事日程を半日(実質 3時間半)と しているため,そ の時間内で組み立てができるロボットの選

定,ま た競技方法の段取 りなど.

事前の準備に時間を要するので,アルバイ トの確保も含め,早 目に取 り組みを始めることが重

要である。

<2/3>



文責 :東京ブロック会計幹事 平尾 篤利
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機械工学振興事業資金使用行事報告書

日本機械学会関東支部神奈川ブロック

ブロック長 辻森 淳

日本機械学会関東支部神奈川ブロック「小中学生工作教室」
～スターリングエンジンの製作～

企 画

実施責任者

開催 日 1

会 場 1

開催 日2

会 場 2

関東支部神奈川ブロック

神奈川ブロック長 辻森 淳 (関東学院大学 )

2014年 8月 4日 (月 )

関東学院大学金沢人景キャンパス (横浜市金沢区六浦東 1-50-1)

2014年 8月 9日 (土 )

川崎市産業振興会館 (川 崎市幸区堀川町 66-20)

1)開催 日時 。会場 :上記参照 (小学 3年生以上対象 )

両会場 とも 第 1回  10。 30～ 12.00,第 2回 13.30～ 15.00

2)定員 :両会場 。各回 20名 (申 込み多数の場合は抽選になります )

3)参加費 無料

4)申 込方法

下記の URLにアクセス し,申込フォームに必要事項を記載 してお申込み下さい。

http://wwwo fukagata.mech.keio.ac.jp/kousaku/entry-0。 html

*参加 申込みをされた方には必ず申込み受理の自動返信メールが届きます。申込みか

ら 3日 以 内 に 自動 返 信 が ない場 合 に は ,お 手数 です が ,深 潟 (卜mail:

fukagata@mech.keio.ac.jp)ま で確認メールをご送付下さい。

参加者数

57名 (ス タンフ含む)2014年 8月 4日 (月 )

関東学院大学金沢人景キャンパス

(横浜市金沢区六浦束 1501)

69名 (ス タッフ含む)2014年 8月 9日 (土 )

川崎市産業振興会館

(川 崎市幸区堀川町 66-20)



1

2014年度「機械工学振興事業資金」助成申請事業

会員シニア層 と企業および大学 との交流事業報告書

2015年 1月 2日

日本機械学会東海支部シニア会

会長 斎藤昭則

目 的

会員シニア層の蓄積技術を元にして,主 として支部内の中小企業への技術協力や大学等の技術教育へ

の協力の可能性を探 り,会員シニア層の活躍の場の創出と,地域産業活性化のための支援を行 う。

このために「交流会」と「見学会」を企画し,技術協力のあり方を討議するとともに,企業との接点

を探る.

2.交流会

実施 日時 :6月 21日 (土)1500～ 19:00

実施場所 :刈谷市総合文化センター 404研修室

参力日者 :21名

会長 ;斎藤昭貝は,庶務幹事 ;笹谷英顕

浅野進,有浦義夫,打田司,大下宰一郎,本村幸雅,黒本泰宏,鈴木昌彦,高木和彦 ,

田中敏雄,中原崇文,服部彰二,播田光行,藤本正男,松原守,水谷尚夫,渡禾1費

支部幹事 ;鈴村義―,龍波栄作,浜本徹

討議事項 :

1.2014年度活動計画の詳細討議

例年と同様に,「機オナ戎の日」支部行事 (ハイテクイベン ト)指導員派遣,「機械工学基礎講

座」講師派遣,見学会,総会を実施することを確認 し,それぞれ具体案を討議 した。

見学会の希望先としては,エネルギー関連で中部電力火力発電所,先端技術開発企業とし

て爛浜松ホ トニクスが提案されたが,その後の調整でl抑浜松ホ トニクスになった。

総会併設の講演会テーマとしては,エネルギー関連として斎藤会長が話題提供の形で実施

することになつた。

「 の ハ テ ク Vベ へ の

支部担当幹事の言昌波栄作氏から今年度の工作テーマ「ループウィング風力発電工作セット」

についての説明があり 6名 の指導員の要請があつた。指導員は打田氏,高木氏,田 中氏,服

部氏,播田氏,藤本氏,渡利氏が対応することで了承された。

3.2014年度 「機械工学基礎講座」の進め方討議

支部担当幹事の浜本徹氏力半ら2014年度も昨年度と同様に講座内容は「機械設計」とし,シ

エア会から3名 の講師派遣を依頼 したい旨の説明があり,対応することとした。

写真 1は交流会の様子を撮った写真である。          .



写真 1交 流会の様子

3.見学会

実施 日時 :H月 5日 (水 )12ЮO～ 17:30 (名 鉄バスセンター集合,解散 )

実施場所 :仰浜松ホ トニクス 中央研究所

参加者 :21名

会長 ;斎藤昭則,庶務幹事 ;雀谷英顕

打囲司,大下字一郎,鎌倉幸夫,上村伸治郎,城戸一郎,木村賢治,倉本佳男,篠原敏典 ,

鈴木昌彦,高木和彦,寺田浩清,中本昭,藤本正男,堀内和男,松原守,水谷尚夫 ,

三原康彦,渡利賃

支部幹事 ;鈴村義一

内容 :最新の生体観測に関する装置を中心にして,以下の装置の説明と実演を見学した。

①大口径光電子増倍管紹介,②超高感度カメラによる植物の葉の遅延発光実演,③生体内

酸素濃度の光 CTに よる画像化実演,④光コンピューティングとビジョンシステム説明

⑤PETの原理と検出器の説明

機械工学に携わってきた技術者にはあまりなじみがない領域ではあったがぅ身近

なところへの先端光技術の応用に対 して容加者の関心は高く,好評であつた。

写真 2 見学会参加者集合写真 (浜松ホ トニクス中央研究所にて)

以上
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2014年 9月 12日
日本機械学会東海支部第63期

企画担当幹事
名城大学   久保 貴
豊田自動織機 伊藤 天

瀧波栄作

ベ

1.開催日・場所と参加人員

1)日時 :8月 5日 (火)13時 OO分～ 16時30分
場所 :ト ヨタ産業技術記念館 大ホール

2)参加人員 :63名 (募集 100名 )  内訳 :小学生52名、中学生 11名

2.実施内容と結果まとめ

1)実施内容

12:30～ 13:OO 受付

司会進行 久保 貴 幹事

1 3iOO～ 13i05 挨拶 野村 由司彦 支部長

13i05～ 13:35 講演

・演題 :「風から電気をつくる 風力発電」

・ 講師 :三重大学大学院機械工学専攻 教授 前田 太佳夫 氏

¬3:35～ 15:15 工作 ・ループウイング風車による発電機と電気自動車

・指導 :機械学会東海支部シエア会、メ」谷少年少女発明クラブ、および実験工房学生

15:15～ 16:30 大学・高専実験出前工肩

・出展校 :愛知工業大学、中部大学、豊田工業大学、鈴鹿工業高等専門学校

15:15～ 1 7iOO 産業技術記念館見学

。自由見学、自然解散

2)「機械の日・機械週間」企画 :本部主催の「機械の日・機械週間」記念行事と連携

野村 由司彦 支音B長 挨拶 三重大学 前田 太佳夫 氏 請演

講演会場の様子



工作指導するシエア会、メ」谷少年少女発明クラブ、学生のレ
白
し
さん

自分で作つた風車と電気自動車で楽しくみんなで遊心ヽ子供たち

卜
竜 き

~~~~

中

実験出前工房を見学する小 。中学生



3)まとめ

・ 昨年と同様、参加賓を 司OOO円とした (2012年まで無料、2013年度から 1000円 )。

・参加人数63名の内、小学生52名 (小 4:23名 、小5:司 司名、小6:司 8名 )、 中学生司〕

名 (中 司 :3名、中 2:5名、中 3:3名 )で小学生の参加比率は約83%で あつた。

(参考 :昨年度の参加人数は62名で、その内訳は、小学生44名、中学生司8名 )

・二重大学大学院機械工学専攻の前田 太佳夫 教授に「風から電気をつくる 風力発電」について

ご請演いただき、風力発電の仕組みや世界のさまざまな風車などを、わかりやすく解説して頂いた。

参加者からは「風力発電の構造がよくわかった」「ビデオや画像などで説明がわかりやすかつた」、

等の意見が多ズ〕`つた。また、保護者から「大変わかりやすくて、子供にも十分理解できたのではな

いか」との意見を頂いた。

・工作指導は、従来の機械学会東海支部シエア会7筈 と刈谷少年発明クラブ5名に加えて、新たに

実験工房4校の学生司封名に工作指導をお願いした結果、工作の進行が非常に円滑であつた。

・ 子供たちは、細ア〕`い部品のネジ止めや、作業手順などに苦労しながらも指導員の指示に従い真剣

に工作を行つていた。細かい作業が多いこともあり、時間が若干 (司 5分)オーバーしたが、ほ

ぼ全員完成できた。組み立てた「風力発電機」を扇風機で回し、貯まつた電気で実際に電気自動

車が動く姿を見て、満足している様子であつた。

・大学・高専実験出前工房では、愛知工業大学、中部大学、豊田工業大学、鈴鹿工業高等専門学

校の4校に出展して頂いた。愛知工業大学からは「ヒートパイプによる熱輸送体験」のブース、

中部大学からは「自律型ヒューマノイドロボットを使ったサッカーゲーム」のブース、豊田工業

大学ズ〕`らは「エコ発電の体験」、「レース用モータカーの展示と試乗」のブース、鈴鹿工業高等専

門学校からは「温度による物性の変化を利用して遊ぼう」のブースなど、各校、工夫していただ

いた。多くの子供たち、保護者が終了時間まで見学し、「いろいろなことを知ることができ、すご

く興味を持つて見れた」、「面白かった」等の声を多数いただいた。

《イベント実施後の出展者、幹事のコメント》

・ イベントの広報手段として、昨年度効果のなかった新間広告 (夕刊)を取止め、新たに名古屋

市小学校 267校へ各校 20枚ずつ、約 5,OOO枚のパンフレットを配布した。アンケートで「イ

ベントを知ったきつかけは?」 の質問に対して、「学校の先生」もしくは「パンフレット」との

回笞が子供で 60%、 保護者で 35%を占め、効果は有つたと思われる。

・昨年度と同様に締め切り日までに参加希望者は少なア〕`ったため、締め切りを延長し、東海支部

のメーリングリストや支部幹事のくちこみなどを利用して広報をおこなった。結果として、◆

年度の参加人数は 63名で、昨年度 62名とほぼ同数で合った。小学校へのパンフレット配布

は効果はあつたと思うが、期待した程参加者が集まらなかつた。

・参加費の徴収を始めたこの 2年間は定員を大幅に下回つている状況が続いている。◆後は、参

加費の金額、徴収の有無を再検討する町要があると周われる。

・◆年度は昨年度と同様に工作の持ち時間を 85分としたが、15分延長してほぼ全員が完成する

ことができた。工作時間に合った工作教材の選出、あ要ならば、学年を絞ることや、請演の有

無等も含めた検討が、◆後の開催に向けての課題であると忍われる。

・工作指導員として、今年度は事前に、出前工房の学生 刊1名にも指導を依頼し、シエア会や発

明クラブなどのスタッフの方ブマも含め、23名でおこなった。参加人数 63篭と少なかつたため、

指導員司名当たり3名の小中学生を担当し、余裕で子供を指導することができた。



・実験工房当番校のイベントヘの意見を伺つた。各校とも出展に関してはそれほど消極的ではなく,

近年このような子供のイベントヘの出展依頼は多くあるため、依頼があれば学内で担当者を割振

りし対応しているという出展校もあった。しかし出展の負担は少なからすあり、Oから出展物を

作ると費用も掛かるが、出展物の製作に相当な時間がかかり,学生の卒業研究の時間に支障があ

るとの意見もあった。

3.参加者、保護者アンケー ト結果

別紙 1を参照。

4.実験工房校アンケート結果

別紙 2を参照。

5.決算書

・収入合計 (参加費+機械工学振興事業基金) : 250,OOO円
。支出合計                判 ,H65,567円 (参考 :ラ算案は 1,300,OOO円 )

・差しヨ|き金額 (収入合計―支出合計)   :-9司 5,567円

・詳細は別紙 3を参照。

・借用品 (無料)

工具   1 00 tt  X」谷少年少女発明クラブ

扇風機   18台   豊田自動織機

以上



第 3回機械工学基礎講座「機械設計」 実施報告書      2014.11.21

当幹事 :トヨタ自動車 浜本徹, 岐阜大学 山本秀彦

1.開催日・場所

1)日 時:2014年 10月 15日 (火)、 16日 (水 )

2)場所 :名城大学 名駅サテライト 多目的室 (KDX名 古屋駅前ビル 13階 )

]

2.内容と結果

1)企画趣旨

講義と演習による若手・中堅機械技術者の教育,育成を目指し,機械工学には初心者(機械系以外の大学出

身者および工業高校、高専卒)の実務的講座内容として,「機械設計」を実施した。設計。作図の実習時間を設け,

計算書と下図を提出・採点し,合格者に認定書を授与する。講師陣には実務経験豊富な東海支部シニア会から

3名 と大学教員 1名を迎えた。原則 2日 間の講義であるが、1日 のみでも受講可能な設定とした。

2)実施内容

第 1日 10:00～ 10:05開会挨拶およびガイダンス

10:05～ 15:20「設計の心得」、「材料力学」講師 :笹谷 英顕 氏 東海支部シニア会運営委員

」SMEテキストシリース「ヾ材料力学」/応力とひずみ、引張りと曲げ,ねじり,はりの曲げ,柱の座屈

15:30～ 19:00「機械材料学」     講師 :高本 和彦 氏 東海支部シニア会運営委員

」SMEテキストシリース「ヾ機械材料学」/材料の構造、強さと変形、平行状態図、拡散。高温変形

第 2日 10:00～ 12:15「 製図規格」      講師 :鈴木 教和 氏 名古屋大学准教授

大西清著「JISにもとづく標準製図法 (第 13全訂版 )」 /製図基礎,寸法公差・はめあい。

13:10～ 16:00「機械要素」      講師 :鈴木 昌彦 氏 東海支部シニア会運営委員

講師自作テキスト「機械要素の基礎」/ねじ,ばね,軸 ,キー,継手,軸受 .

16:00～ 20:00「設計・下図演習」   講師 :鈴木 昌彦 氏 東海支部シニア会運営委員

設計課題説明,設計計算,下図作成および計算書・下図提出/たわみ軸継手 .

解答出来しだい採サ点、合格者に順次認定書を授与

3)受講料 (テキスト込):

・二日受講 :会員 15000円 、会員外 25000円 、学生員 8000円 、一般学生 15000円

。一 日のみ受講 :会員 10000円 、会員外 15000円 、学生員 6000円 、一般学生 10000円

4)受講者数/認定証書授与数

全受講者数は 27名 .第 1日 のみ出席 1名 。第 2日 のみ出席 2名。第 2日 出席 26名 が 16:00～設計計算・

作図に取り掛かり、講師の鈴木昌彦氏と1対 1の指導を受けながら、20:00ま でに25名 が合格。23名 に認定証書

を授与。(2名 は第 2日 のみ受講のため、認定書はなし)残り1名 (学生)は後 日、郵送にて提出とした。



5)アンケート集計結果

アンケート回答は 23名 で回答率は 85%。 アンケート結果概要を表1に示す (詳細は別紙1参照)。

受講者からの主なコメントを以下に記す。

・各講座の改善点について

①材料力学

。一 日ではたりない。講座を複数に分け、一つのテーマをもつと細かくやって欲しい。

・流れが早いため、理解できない部分が多い。

。すこし難しい。基本的なところを重点に教えて欲しい。

・テキストに線を引いただけ。それすら間に合わない。

・問題演習を通して Q&Aを行って欲しい。

②機械材料学

・一 日では足りない。講座を複数に分け、一つのテーマをもつと細かくやつて欲しい。

・話を割愛しすぎてわかりにくい、

。テキストを読まれてもわからない。

・流れが早いため、理解できない部分が多い。

③製図規格

。とても分かりやすかつた。簡単な製図演習を行って欲しかつた。

。もう少し時間をかけて欲しい。

・時間内に収まるようにする。

④機械要素/設計演習

・復習が復習になっていない。演習をもつと詳しくして欲しい。考える時間が欲しい。説明がわかりにくい。

・流れが早いため、理解できない部分が多い。

・知識のない人には幸い。前 日の授業で分かつている前提はやめて欲しい。

・全体を通して

。製図実習(手書き)の時間を1日 にしても良いかと思います。シニア会の笹谷様には技術士に対してのアドバイス

を頂きありがとうございました。事務局の配慮、ありがとうございました。

。今回学んだ内容をさらに深める事ができる講座があれば参加したいと思います。

・技術者の道は遠いですが頑張ります。

・講義スピードが速いためついていけないところがある.テキストを事前酉己布していただき,予習できるとよい。

・時間の確保。時間が短く急いで講座が進むため、考える時間が少ない。

・講習のスピードが速すぎてついていけませんでした。内容を数回に分け、一つのテーマをじつくり出来ると効果

的かと思います。

・全体的に時間配分に無理がある。講義するなら狙いを絞つた専用のテキストで行うのがいいと思う。分からない

から講義に来ているのに分かるよね ?ですまされては意味がない。

・1時間早くはじめて、1時間早く終わらせて欲しい。遠方者は電車の時間があまりに遅いとカツカンになる。(一般

的な企業は前泊は許されても後泊は許されない)

・参加費を振り込みにしてください。



項 目

講座を知った方法

種別/所属

年齢

在住地

部署

受講目的

時期と場所

テキスト

受講料

理解度

今後の学習意欲

実施頻度希望

今後希望テーマ

表1「機械工学基礎講座」アンケート集計結果 (概要)

集計結果

職場 :64%,WEB:27%,学会誌 9%(今 回は正員が多く、WEB等も有効)

会員 (特別員,協賛会員含む):59%,会員外 :41%/企業 :83%,学 生 :4%

20代 :65%,30代 :180/0,40代 :170/0

愛知県 :45%,岐阜県 :7%,静岡県 :4%,滋賀県、長野県、兵庫県、茨城県 :7%,

他に大阪、奈良、千葉、山形から参加。

設計 :44%,機械系 :26%,そ の他 30%(生技など)

現業務関連:70%,将来のため:17%,自 己啓発 :9%

とても良い:30%,妥 当:69%,あまり良くない 2%

非常によい:40%,参考になる:55%,少し参考になる:5%

非常に高い:4%,高い:22%,適切:61%,やや安い:0%,安い:4%,回答なし:9%

90%以 上 :6%,80%:20%,60%:29%,40%:40%,20%以 下:8%(4講座の平均値)

非常に大きい:42%,大 :36%,中 :16%,小 :7% (4講座の平均値)

年に数回:35%,毎 年実施 :50%,数年に 1回 :5%,必要ない:10%

今回の機械設計で深く:31%,制御 :30%,流体:24%,計測 :20%,熱工学 :15%(複数回答)

3.まとめ

受講者は,職場からの紹介による会員外も多いが、

今年は正員が多く、WEB、 学会誌で知ったという人も

多かった。

年齢層は若く、大学で化学とか原子力を専攻した

が、所属企業・団体で機械設計の仕事に就き、即、役

立てようという意図で来た人が多かった。会場が新幹

線駅近傍であることから遠方からも多く参加していた

だいた。初心者向けのテキストは講師自作も含めて

適切であると考えるが、2日 間の講義では内容が豊富

すぎて、受講者の理解度 60%以上が 55%、 40%が 40%

とやや消化不良の印象を受けた。しかし、この講座を受けた事で,今後の学習意欲を大いに刺激されたよう1こ見

受けられる。講座実施頻度希望は年 1回又は数回が多く、また。機械設計とともに制御。計測や流体。熱工学も学

びたいという意気込みが感じられる。今回,本講座受講のまとめとして,機械要素の講座後,たわみ型軸継手の設

計演習と下図作成の課題を与え,計算書作成と作図を体験させた。16時から開始したが、多くの人が苦戦し、講

師と1対 1で指導を受けながら、一人 (学生)を除き、20時までになんとか完成でき、認定書を授与する事が出来

た。実際に頭を使い手を動かしたことは,今後に大いに役立つと考える。

機械工学には初心者が多く、内容と時間のバランスが今後の最大の課題である。同じ内容を春と秋の分散開

催か、1回/年開催であれば、内容の大幅な割愛等が必要と感じた。

ただ、基礎を学ぶ必要性は大きく今後とも継続すべきであり、受講者の学習意欲は大きいので、会員の職場等

に本講座の存在を積極的にアピールすれば,会員外の受講者拡大を図り機械学会の裾野拡大に貢献できるも

のと考える。                                     以上



機械工学振興事業資金助成行事報告用紙

申請者名 :松久 寛

申請組織 :日 本機械学会 関西支部シニア会

行事名 :親 と子の理科工作教室

開催 日 :2014年 4月 から2015年 2月 まで

開催会場 :イ申戸市総合教育センター、箕面市教育センター、高槻市教育センター、大阪府大

高専、大津市堅田児童館、池田市立二月山児童文化センター、交野市学びの館、堺市ソフィ

ア堺、橿原市万葉ホール等

参加人数 :421人

日本機械学会ホームページ掲載用実地報告文

7年 目の本年度は、16名 のシニア会員と学生 17名 の協力を得て、計 34テーマ (18日 間)

の小学生向けの教室を開催。本年度参加児童は合計 421名。7年間の累計は、教室開催 90

日・178回、 参力日児童数 2586名。

また、機械学会ジュニア会友を児童に PRし、本年度 29名 の入会を受付けた (累計 104名 )。

これらの活動に対して、日本機械学会関西支部賞 (貢献賞)を受賞した。

①教室のテーマ :モータ、よし笛、蒸気船、水力発電機、観覧車、プロペラカー、紙飛行機、

2足歩行ロボント、振動ブラシカー、ヘリコプター、風車、浮力の不思議、ホーバークラフ

ト、リングモータ、ミニブタレース、風力発電

②開催地 :神戸市、箕面市、交野市、大津市、寝屋川市、池田市、高槻市、堺市

以下に、今年度開催 した中から8月 に開催された教室の報告書 (一部)を添付する。



機 7堺市 (1)実施報告書

平成 26年 8月 6日 報告者 :能勢 功一

実施 日時 :平成 26年 8月 3日 (日 )10:00～ 12:00お よび 14:00～ 16:00

実施場所 :堺伝統産業会館

テーマ名 :リ ニア新幹線と同じ原理のモータを作ろう

内容 :ヅ ニア新幹線の走行原理を勉強し机上で確認するために トポロジー変換を用いてリニ

ア構造をリング構造に変換する。この仮説に基づいたジングモータを作つて回転させ、

ジニアの走行原理を実証する。

>―マ担当 :能勢 功一

支援 :太 田正行、堀 好夫 (会場担当)、 学生会 (午前年後各 1名 )

参加児童数 :午前 12名 (応募数 12名 )、 午後 12名 (応募数 13名 )

実施経過 :

最近の新聞をにぎわせているリニア新幹線の トピックから最新技術である超伝導による浮

上と推進の原理のうち推進原理を勉強 した。推進原理を机上で実証するために トポロジー変

換を用いてリニア構造をリング構造に変換することを勉強した。この変換は工学手法として

は一般的ではあるが小学生にもこの概念はうまく伝わったようである。

ジングモータの製作ではコイル巻において電線のねじれを取 り除く必要があることを知ら

ないため電線をキンクしてしまい元に戻すのに時間が掛かつたメンバも少なくなかつた。今

後説明に加える必要がある。ポリウレタン電線の端部接続のねじ止めが慣れていないようで

支援が必用であつた。一部には端子部のプラスチックポールを止めているネジが緩んでしま

いコイルの陰になつて増 し締めが難 しかつたこともある。今後ポールの止めネジはネジロッ

クなどを用い緩まないようにする必要がある。また端子部ネジはもう少 し長いものを用いて

電線端部を巻き込みやすくする必要がある。磁石の性質はよくわかつているようで 4段重ね

の磁石の各々の磁極のマーキングはうまくいつた。組立後磁気スイッチの位置を手で仮止め

しスインチを入れてもらつた。回 りだした時の皆さんの晴れ晴れとした顔が忘れられない。

2組のメンバーで回らなかつたがコイル端子部で両極のショー トが原因であつた。これも今

後説明に加える必要がある。所要時間は午前が約 7分超過 したが午後は支援者が以上の問題

点を前もつて理解 した うえで協力 してくれ時間 10分前に終了することが出来た。年前 。午

後とも全員モータをまわすことが出来た。今後 リニア新幹線に乗つた時今 日の工作教室のこ

とを思い出してもらえれば幸いである。

冴―マ担当者所感 :

親 と子の工作教室において小学生であることを意識 しない方向で進めてみた。

① 安全面では十分な注意をPPTで行つたがとくに幼児が磁石を絶対に飲み込まないよう

お願いしたところ小学生自身が (保護者同様)危険なことはさせないと決意してくれた。

② PPTは振り仮名などはつけなかつた。ヅニア新幹線の説明には新聞記事などを用いこと

さら平易な表現は取り入れなかつた。特にトポロジー変換など概念のまま説明を行つた

が理解してくれたようであつた。大きくなつてからこのような概念のことを知った時思

い出してもらえれば幸いである。工作指導は写真とCAD図面を多用した。

③ 工具はプロ用を用いねじ回し、はさみ、直定規を用いた。小さな手がたどたどしかった

が全員怪我もせず取り扱ってくれた。今後はペンチ類も追加しようと思う。

④ 薄板材料の取り扱いに関してはPPTに よる保護テープの巻き方を良く聞いてくれて問

題なく進めることが出来た。

⑤ 河ヽ学生レベルを意識しない取り組みに関しては保護者の意見が三分された。保護者から

見た小学生レベルを前提とした「小学生にもわかるような説明をしてほしい」という男



性保護者の意見と、概念がうまく伝わり「よくわかつた」という女性保護者の意見につ

ながった、講師としては疑念での伝達は直観に訴えられると思われるので概念での授業

はしばらく続けていくつもりである。

支援者所感 (太 田正行):

1)話題性豊富なテーマであり、なぜモーターが回るのか ?な どにも関心を強くもつて受講

されたと思います。小学生には総 じて難 しい内容でしたが、全員回転させられた事で、

結果満足を得 られたのではないでしょうか。

2)午前中、想定外のネジゆるみによつて電線端部接続が難渋するなどして時間遅れが出ま

したが、構造上又は予備作業で考慮すれば改善出来ると考えます。

3)本教室は、「夏休み探検学校」と称 して産業振興センター主催で開かれている五つの講座

の一つとして実施されていました。他市と異なり商工労働部主管であり、理科工作教室

の目的からすれば教育関係部門以外からのアプローチも考えられるのだと気づかされま

した。

会場担当者所感 (堀 ):

昨年の教室結果の問題点を改善し工作時間短縮も図り、モータが廻つた時の児童の喜びの

姿が印象的である。

工作に際し、薄いアルミ板を押し込むときに安全に対する配慮も認められた。

完成したモータを綺麗なケースに入れて持ち帰ることも、児童に取つて喜びと思う。

保護者のアンケー トに、解説が小学生に対しては、難解と受け取られた面もあるが、

リニア新幹線を短い時間で解 りやすく解説することの方が難解かもしれない。

東海道新幹線が、現在にきて、素晴らしい鉄道として世界的に注目を集めているが、昭和 3

9年に開通してからも、現在においても改善に改善を重ねて技術的追及が行われている。

リニア新幹線は将来の時代の先端を行くことは間違いないことであり、児童にとつて、リニ

アを理解することは難しいかもしれないが、むしろ感受性の高い児童に、今回のモータに接

触することによつて、リニア新幹線に興味を持たせ、延長線上で工学に興味を持たせるイン

パクトを与えるためにも、良きテーマと考える。

教室風景



機-6 神戸市 親と子の理科工作教室 実施報告書

H26。 8.17

(一般社団法人)日 本機械学会関西支部シニア会 野依辰彦

○主催 :日 本機械学会関西支部シニア会 (会場担当 野依辰彦)

○後援 :神戸市教育委員会

O会場 :  〒65併0044 神戸市中央区東川崎町 1-3-2 神戸市総合教育センター

○実施日 :H26年 8月 2日 (土) 1日 間 教室開催時間 13:30-15:30
0分担 :

教育センター :

。場所とユーティリ>ィ 提供 (セ ンターは休 日出動)

。広報 :校長宛発信などをお願いした。

・立て看板作成
。機器 :プロジェクター、スクリーン

・総合受付 :1階にて。その後各教室でシニア会が個別受付。

シニア会 :

。ちらし原稿およびA3印刷 200枚
。定員管理、参加券発送 :関西支部事務局

・テーマの運営、当日の教室運営、資材準備

・ レクリエーション保険 (参加者、講師、支援者 168名 分)

○会場担当総合所感
。本年で 5年連続の恒例行事となったが神戸市教育委員会 との連携で年度最大の催 しとして

充分な成果を上げることができた。関係各位に深く感謝を申し上げます。来年度もよろしく

お願いします。

・>―マ数と参力日券について

当会最大限の 8テーマ (昨年も 8)で実施 した。申込/定員数の倍率は一昨年、昨年、本年

の順に 5.5、 3,1,1.6と 減少 したが定員以上を確保できた。
。新テーマは風力発電とホーバークラフ ト、その他のテーマも改良された。

・昨年同様申込には往復はがきを使用 し、当日キャンセルを見込み、各冴―マ 12名 の人数に

参加券を返信、従つて材料は各 12名分を準備 した。

・最終的な児童参加者数は 92名 (当 日欠席 4名 アンケー ト提出は 91名 ))

。児童のアンケー トのうち楽 しさ度、理解度について「とても」、「まあ」を合格 とし合計す



ると

楽 しさ度は 89/91(98%)理解度は 77/91(85%)で あつた。

学校の理科授業を補完することも目的にしているので学年の単元にないテーマについては理

論の説明が必要で、参加者から評価されている一方、より理解 し易い説明を工夫することが

望まれる。

・学生会の諸君はぶつつけ本番にもかかわらず熱心に適切な支援をいただき感謝する。教室、

打ち上げ会を通じてシニアとの交流ができたと思 う。

○各テーマの実績

>―マごとに実績、アンケー ト、テーマ担当講師の所感について記す。

0テーマ (1):「風車で発電 し赤や青のランプをともそう」602号室
。テーマ担当 藤)|1哲三 支援 玉木克尚 (神戸大)、 花田卓弥 (神戸大)

・参力日者 1年男 2名 女 2名 2年男 5名 年 男 1名 、女 2名 計 12名  保護者 12名

・アンケー ト

児童

活動の楽しさ    とても (H) まあまあ (1)

わかりやすさ    とても (7) まあまあ (2)す こし (2) とてもむずかしか

つた (1)

過去の参加経験   あり (3)  はじめて  (9)
次の参加希望    とても (12)

理科 。工作はすきか とても (6)  わりと (6)

誰から聞いた    家の人 (8) 先生  (4)
次にや りたいこと  ①ロボットを組立てて、そのロボットですもうをしたい。

②でん気のずこうをやってみたい。(こ の意味はウサギ、アンコウの他

の図工がしたいということであろう。)

きがついたこと   ①回る向きで、ランプの色がかわる事が分かつた。

②たのしかつた。

保護者

活動のたのしさ   とても (10) まあまあ (2)

理解        とても (9)  まあまあ (3)

過去の参加経験   参加 したことがある (2) はじめて (10)

次の参加希望    不責極的 (6) 機会があれば (6)

理科の興味     とても (6)  まあまあ (5)  どちらとも (1)

興味の高まり    更に (7)  少 し (5)

子供の様子     とても (10)  まあまあ (2)

何処で知った    学校 (6)  チラシ (4) 知人 (2) チラシの入手先 4人共学

校

希望        ①もつと工作してみたいです。

・所感

1)ジュニア会に 4名入会者あり。

2)幼児同伴は乳母車にて 1名 あつたが、全く授業の妨げにならなかつた。又、安全面

でも問題にならなかつた。

3)写真撮影の許諾を最初に聴いたが、全員 OKの返答であつた。

4)講義の初めに、風力発電が地球温暖化に役立ち、自然に優 しいエネルギ供給が出来

る事を説明し、親にも子供にも環境保全の大切さを教えた。興味を持って聴いてくれていた。



5)低学年なので、工作時間を少なくするよう教材は前以て仕上げて、残 りの時間をウ

サギ、アンコウの彩色に使い、出来るだけ独創性の発揮出来る工作に使 うようにした。その

結果、女の子は矢張り女らしくウサギの胸にピンク色のリボンを、また尻尾にはピンク色の

ハー トマークをつけ可愛いウサギに仕上げていた。男の子は正に阪神タイガースの縦縞模様

のアンコウに色付けをしていた。

完成 したものを各自、皆にお披露目をして、扇風機で風車を廻 し発電させ、赤、青

の点灯を驚きながらも、楽しんでいた。

6)プロジェクタで発電機の原理の説明をした。最初に発電機の「授業は 5～ 6年になれ

ば学校で習 うので、今 日はフレミングの右手の法則 と言 う言葉と、右手を親指、人差指、中

指を夫々直角に開き、親指を “う"(運動 )、 “じ"(磁力線 )、 “でん"(電流)と 覚えておくこ

と。」を約束 し、皆で声を揃えて「“う"“ じ"“でん"」 と合唱させた。みな楽しく笑いながら

も繰 り返 して合唱していた。多分、5～ 6年生になり発電機の授業の時には、思い出してくれ

ると期待 している。

7)発電機の回転方向を変えたり、LEDの線を繋換えることで発光色が変わる事もプロ

ジェクターで説明したが、アンケー トを見ても、かなりの子が理解出来たようであり、 3人

ほどは難 しいと記入 していた。

8)低学年を対象にしたため、教材はかなり完成させて与えたので、保護者の希望する

内容欄には「もつと工作 してみたい。」と書かれていて、何か物足りなく思われたのかもしれ

ない。 しかし、子供の欄ではこの程度が丁度良いように思われる。

0テーマ (2):「プロペラで走るレーシングカ 402号室

冴―マ担当 岩堀宏治 支援 大村勝 濱端直己 (大工大)

・参加者  2年 :1名  3年 :6名  4年 :2名  6年 :2名 女子 1名 )計 11名

・ 保護者  10名
・ アンケー ト

児童

○活動の楽しさ (と ても) 7名 、 (ま あまあ)4名
(と ても)3名 、 (ま あまあ)5名、 (少 し)3名

― |

○わかりやすさ

○過去の参加暦

O次の参加希望

○好きでしたか

O誰から聞いた

O次にや りたい

(あ り)

(と ても)

(と ても)

(家の人)

動くロボッ

3名 、 (な し) 7名
9名 、 (ま あまあ)2名
5名 、 (わ りと好)6名
9名 、 (先生から)2名
卜 2名、ヘ リコプター、色々なものを作 りたい

保護者

○活動の楽 しさ  (と ても)2名、 (ま あまあ)4名
○ わかりやすさ  (と ても)2名 、 (ま あまあ)4名、 (普通)2名
○過去の参加暦 よく参加 2名 、 (あ る)3名 、 (は じめて)6名
○以降の参力日  (積極的に)2名 、 (機会あれば)8名
○過去の関心度  (と ても)2名 、 (ま あまあ)4名、 (ど ちらとも)4名
○興味の高まり (更に) 1名 、 (少 し) 8名 、 (変わらず)1名
○今 日の子供は  (と ても楽 しそ う)6名 、 (ま あまあ)4名

○情報の取得先  (広報誌) 1名 、 (学校) 8名 、

ジュニア会友申し込み 1名
・所感

参加者は保護者の手助けを受けながら、全員が作品を完成させる事が出来、試走さ



せる事が出来た。上手く走った時には、嬉 しそうであつた。

説明は機械学会の概要と工作の手順を記入 した印刷物を配布 して、その説明書を用

いて行つた。

0テーマ (3):「ホーバークラフ トを作つて走らせよう」406号室

テーマ担当 野依辰彦 支援 白井良明 諏訪貴教 (阪大)

参加者 :児童 11名  1名 当日キャンセル 保護者 10名

・ アンケー ト

○活動の楽しさ (と ても)8名 、 (ま あまあ)3名
○わかりやすさ  (と ても)3名、 (ま あまあ)8名
○過去の参加暦  (あ り) 4名 、 (な し) 6名
○次の参加希望  (と ても)5名、 (ま あまあ)6名
○好きでしたか  (と ても)4名、 (わ りと好)6名
○誰から聞いた  (家の人)8名、 (先生から)2名
○次にや りたい 感想 ロボット 3名、電気工作 飛行機 船 自動車

配線が難 しかつたが走って楽しい。 真つ直ぐ走るように工夫し

たい
。保護者感想

・テキス ト エ程表が欲 しい 3

・電気工作がしたい
。走った時感動した

。所感
。ホーバークラフ トは 7月 31日 の池田に続き 2回 目の実施であった。

・教室は運営に少 し習熟し2時間の予定どおりで終えた。

児童によつて大差あり。

時間を要するのは発泡スチロールの切 り抜きとフー ドの組立

配線が児童にとつて難 しい。

・摩擦の説明は理解困難 と思い今回省略した。

・ 11人全員のホーバークラフ トが走行することができた。児童にとつて少 し難 しい工

作が報われた感があり歓声が上がった。

・直進性のための調整は時間がなく説明にとどめた。工夫 したいとの児童の感想あり。

・工程表、手順書を欲 しいとの保護者 2名 の要請があり親 としての指導、理解のための

ようだ。

・ レースを行い、良くできた一人に賞品を渡したが嬉 しそ うだつた。

・写真撮影を拒否する子は一人いた。写真の一部を添付する。 (白井さん撮影 )

。堀さん駒井さん白井 さん大田さんの意見も入れ次回の改善は次のとおり。

1)直進性を改善する。

2)下ベースは切 り抜きをやめ短冊型のスチロールを貼 り付け構成する。

3)上ベースはカンタ~使用経験もあるべしなのでそのままとする。

4)フー ド側板は本体と一体化する。

5)手順書を図入 りで作成 しコピーを準備する。

6)短縮時間を彩色 と調整に使用する。

7)配線の繋ぎはしつかり固定しないとパワー減の原因。

0テーマ (4) :「上手に歩 く二足歩行 ロボッ ト」 605号室



>―マ担当 駒井謙治郎 支援 木本恭司 夏原裕也 (阪大)

参加者分布 4年 5名 ,5年 4名 6年 3名 計 12名
。児童アンケー ト

○活動の楽しさ (と ても)11名 、

○わかりやすさ  (と ても)10名 、 (ま あまあ)1名
○過去の参加暦  (あ り) 3名、 (な し) 9名
○次の参力日希望  (と ても)11名 、 (ま あ)1名
○好きでしたか  (と ても)10名 、 (割 りと好)1名、 (あ まり)1名

○誰から聞いた  (家の人)7名 、 (先生から)3名 (学校)3名 (パ ンフレット)1名
○次にや りたい

もう少 し難 しいロボントエ作。 とても面白かつた。

ロボット。次は違 う工作などもしてみたいしまた機会があればしてみたい。

ブラシのラジコンカー。車を作る。

・保護者 9名
○ 活動の楽 しさ (と ても)8名 、 (ま あ)1名
○ わかりやすさ (と ても)8名 、

O過 去の参加暦  (良 く参力日)1名 、 (あ り)4名 、 (な し) 3名
○ 次の参力日希望  (積極的)5名 、 (機会があれば)4名
○ 過去の関心度  (と ても)5名 、 (ま あ)4名 、 (ど ちらとも)1名
O興 味の高まり (と ても)4名 、 (ま あ)5名
○ お子様にとつていかがでしたか  (ま あ)8名 ,(どちらとも)1名
○ 情報取得先  (広報)1名 、 (学校)2名 、 (チ ラシ)3名 、 (ジ ュニア会友)2名
。ジュニア会友入会 2名
。子供が以前からロボット作 りに興味があつたので、今回参カロさせて頂き大変 うれしかつた。

丁寧に教えて下さり有 り難 うございました。

・所感

10名 の枠に 2名 のキャンセルを見て 12名分の材料を用意したところ、12名 全員の参加を得

た。手順 どおり各ステンプで全員が仕上がるのを確かめて次の段階に進むことで、全員のロ

ボットを所定時間内で完成することができた。最後に結線を確認後電池を配布 した。昨年か

ら取 り入れた土俵上での相撲勝ち抜き戦を 2グループに分かれて行い、自分からさつさと土

俵から出てゆくロボットや、がつちりと向き合つての四つ相撲など、ユーモラスな動きに歓

声が上がった。子供たちの楽 しそうな様子が印象に残つた。

●テーマ (5) 「振動で走 るブ ラシカーでモー タ― レー ス 1 702号室、

テーマ担当 土井健志 支援 堀 好夫 (シニア会)岸 本

参加者 小 2/1名 (男 )、 小 4/3名 (男 2 女 1)、 小 5/4名 (男 1

2 女 2)保護者 ; 男 4(内未記入 1) 女 7

。アンケー ト結果

1)子供  回答数 :12  (男 6名 , 女 6名 :2年 1, 4年 3,

正尚 (大工大)

女 3)、 小 6/4名 (男

5年 4, 6年 4名 )

まあ  3 ぜんぜん 1 未記入  1楽しさ とても  7
まあわか りやす

かった  2
すこしむずかし

かった  4
とてもむずか し

かった 1理解
とてもわかりや

すかった  5
はじめて  7理科教室経験 あ り 5

とても  6 まあ   6再希望



とても  6 わりと  6理科は好きか

誰から聞いた 家の人  10 先生  1 その他*  1 *(手紙で)

いろいろな工作 (2年生男 ) 次も工作でロボットなどをつくつてみ

たいと思いました。 (5年生女)

うごく物をつくりたいです。

(6年生男)

うごくふねをつくつてみたいです。

(4年生男)

強力 りょう面>―プがつかなかつた。

[問題点] (6年生女)

次にやりたい

ことなど

工作をするのが好きなので、また

やつてみたいです。(6年生女)

。「とても楽しかった」や、「またやつてみたい」など、概ね好評である。

・難 しかつたという子が 5人も居たので、工作のやり方にさらに改善が必要かもしれ
。テーマとしては、やはり「うごく物」に興味がありそうである。

2)保護者  回答数 :11  (男 4名 、女 7名 )

ない。

まあ  4 未記入  1楽しさ とても  6
とても  5 まあ  4 未記入  2理解

理科教室経験 よく参加  1 あり  2 はじめて 7 未記入  1
未記入  1再希望 積極的に  5 機 会 が あ れ ば

5

まあまあ  4 どちらとも 1 未記入  1興味 とても  5
更に  4 少 し  3 変わらない 2 未記入  2興味の高まり

子供の様子 とても  6 まあまあ  4 未記入  1

誰から聞いた
チラシ 。ポスター 7
(学校配付 1を含む )

学校  5

・モーターの力で予想外に力強くブラシカーが動き、とてもおどろきまし

た。 (女 40代主婦)

・はんだづけのある工作を教えて欲 しい。 (女 40代公務員)

。また機会があれば参加 したいと思います。 (女 40代パー ト)

自由意見

・保護者はやはり母親が多いが、初めての人が多いにもかかわらず、概ね満足して頂いた。
。また、ほとんどの人が興味をもつて頂いており、ほぼ全員が再希望をしてくれている。

・お母さんの熱心さが感 じられた。

・所感

今回は抽選で当選 した 12名 全員が参加 した。保護者の方はテーマのかけ持ちをされていたた

めか、最初は 2名 の方が来られていなかつたが、終 り頃には見えられ、最終的には 11名 の出

席であつた。

教室は昨年と同じ部屋で、参加者の人数に対しては十分に広く (参加者 1組に長机を 1台使

用可)、 後部に走行用のレーンを設置することができ、参加者も当方も大変や りやすかつた。

会場準備については、予定通 りに作業ができ、またセンターの方で会場の入口にテーマ名を

書いた案内板を立ててくれていたため大変助かつた。

ブラシカーの工作については、支援者の御協力のお蔭でスムーズに進み、1時間強でほ

ぼ作成ができた。前回までは電池ボックスとして SW付のものを使用していたが、このタイプ

の電池ボックスはリー ド線が付いておらず、その端子穴にモーターのリー ド線の先を入れる

作業が難 しかつた。今回はより安価な SW無 しのリー ド線付の電池ボックスを採用 したが、モ

ーターと電池ボックスの両方にリー ド線が付いていたため、結線するとジー ド線が長くなり、

少 し邪魔な状態になった。もう少 しリー ド線を短く切つておいた方が良かつた。また、電池

ボックスが SW付でないため、電池を入れると直ぐにモーターが回転 し始め、急に不釣 り合い



板が回ることとなつた。この点については、回転部が手に当たるとケガをする恐れがあるの

で、今後は安全に関するより丁寧な説明と改善策 (不釣 り合い板の角を丸めるなど)が必要

だと感 じた。 (反省点である)

各自の完成の速さに差はあつたが、全員が工作を完成させ、電池を入れてモーターが回り、

ブラシカーが前進することができた時は喜びの声が発せられた。なお、ブラシカーの走行中

に、従来からあるようにモーター台の木片がブラシ表面から外れるトラブルが若干発生した

が、特に大きな問題はなかつた。今回は工作終了後に時間の余裕があつたので、教室外の廊

下でも自由に走行させることができた。その後、準備 していた旋回のできる走行 レーンを用

いて、2人ずつの勝ち抜き戦 (ト ーナメン ト方式)で走行 レースを行つた。12名 の生徒が参

加 して都合 H試合を行い、優勝者を決めて表彰した。(因 みに優勝は5年生の女子であつた。)

最後に、理科の勉強として、皆で今回の「ブラシカーの仕組み (何故前進するのだろう)」 を

勉強して、教室を終了した。参加者および保護者からも楽しかったと好評を頂くことができ、

や りがいのある教室であったと感 じている。

0テーマ (6):「ヘ リコプターを空高く飛ばそう」705号室

テーマ担当 谷口邁 支援  坂東宏美 (大産大)幅 田昌樹 (大産大)

参加者 12名  2/小 3 9/小 4 1/小 5 9/男  3/女
アンケー ト結果

子供  回答 12

楽しさ :と ても 10 まあ 2

理解  :と ても7 まあ 5

理科教室経験 :あ り3 初めて 9

このような活動は好きか : とても5 わりと6 あまり好きでない 1

誰から聞いた : 家人 7 先生友人 2 学校からの手紙 3

次にや りたいこと :ブラシカー、ラジヨンロボット、電気ヘ ジ

気付いたこと :  ・プロペラをいっぱい廻 したらよく飛んだ。

・もつと飛行機のことを調べてみたい。・
。またこんな工作教室があったら行きたい。

親   回答 H
楽しさ :と ても 7 まあまあ 4

理解  :と ても 6 まあまあ 5

理科教室経験 :よ く参加 1 ある 1 初めて 9

再希望 :積極的に 1 機会があれば 9

科学・技術への興味があつたか? とても2 まあまあ 8 どちらとも 1

科学 。技術への興味が高まったか ?:更に 2 少 し8 変わらない 1

今 日の子供の楽しさ :と ても7 まあまあ 4

どこで知ったか :広報 2 学校 5 チラシ 2 知人の紹介 1 ホームページ 1

気付いたこと :

・糊が貼 りやすいように印がついいた等作業がしやすかつたのが良かつたです。
。お勉強の時間があつたのが良かったです。

・少人数で良かつたです。丁寧に教えて頂きありがとうございました。

・もう少 し時間余裕があれば良かつた。

所感

・定員 10名 に対 し 12名 が設定されていたが、予め会場担当より12名 分用意しておくように

との指示があり、そのように準備 していたので間に合わすことが出来た。最初に「機械 とは ?」



の質問をして今 日は機械の勉強と云う雰囲気を作つた後、本命のプラコプター1の制作に入

り、接着剤が固まるのを待つ間に付録のプラコプター2を制作 し飛び上がり確認を行つた。

その後、天丼の高いエントランスでプラコプター1の飛揚 トライアルを行ない、全員のヘ リ

コプターが飛揚出来た。特に、2,3機は 7m近く飛揚したようで大きな歓声が上がった。なお、

今回も接着剤の硬化が十分でない 2機が空中分解 したが、幅田君に瞬間接着剤で応急補修を

して貰い事なきを得た。その後再度教室に戻 り、PPTで 15分程ヘ リコプターとプロペラの原

理を講義 して終了した。総 じて、子供達は飽きることなく制作 。トライアル 。講義聴講を楽

しんでくれたと思 う。最初と最後の講義では質問に対 してしつかり答える子供が多く、手応

えのあるや りやすい講義だった。

・7/23機 2教室 (池 田市)では、カッターを使つても良いとしたので多くの受講者が苦労しな

がら直線部をカンタ~で切つていた為、この作業にかなり時間が掛かつたので、今回はなる
べくはさみを使 うように指導 し、機体の切 り出しに要する時間を短縮 した。ただ、カッター

を使わせる意義は大きいので、指導者及び保護者全員の注視の元で使わせることは続けよう

と思 う。

・速乾性ボン ドを使用 しているにも拘わらず、硬化が不十分で毎回 2機ほど空中分解する機

体があり、速乾性ボン ドより高価だが強力硬化を特徴にしているボン ドがあるらしいので、

来年度用に試行 してみる。
。今回の報告書には写真がありません。いつも堀さんに撮って頂いていたのでカメラの用意

を失念 しました。次回 8/23機 10-1教室には持参します。

・今回も支援は学生会の 2名 だつたが、予め打合せをしておいたのでてきぱきと対応 して頂

き、スムーズに全作業をこなすことが出来ました。お二方に感謝します。

0テーマ (7) 「水の力でモータを回 して発電 しようJ403 号室

テーマ担当 森淳暢 支援 能勢功― 中野竜雅 (関大)

① 児童アンケー ト  参加数 :10名  教材のみ :1名

回答数 :10名  (4年)男子 3名 ,女子 2名  (5年)男子 4名  (6年)女子 1名

活動の楽しさ  (と ても)6名   (まあまあ)4名
わかりやすさ  (と ても)5名   (まあまあ)4名   (少 し難しい)1名
過去の参力日歴  (あ り)2名    (な し)8名
次の参力日希望  (と ても)7名   (まあまあ)2名   (あまり。・)と 名

好きでしたか  (と ても)5名   (割 と好き)4名   (あまり。。)1名
誰から聞いた  (家の人)6名   (先生)3名   (広報)1名
次にやりたいこと :

①ほかのやり方でも発電してみたい (2名 )

②ほかに理科のことを知りたい(1糸 )

③ダムに行つてみたい 。ロボットがやりたい(1名 )

②保護者  参加数 :9名

回答数 :7名 30代男性 1名 ,50代男性 1名 ,40代女性 4名 ,10代女性 1名

(会社員 3名 ,主婦 3名 ,中学生 1名 )

活動の楽しさ  (と ても)3名   (ま あまあ)3名   (無回答)1名
わかりやすさ  (と ても)3名   (ま あまあ)1名   (ふつう)1名   (無回答)

1名

過去の参加歴  (あ る)1名   (初めて)6名
今後の参加   (積極的に)1名   (機会があれば)6名
過去の関心度  (と てもあつた)1名   (まあまあ)4名   (無回答)1名



興味の高まり  (さ らに)4名   (少 し)3名
今 日の子供は  (と ても)5名   (ま あまあ)2名
情報取得先   (広報)2名   (学校)4名   (その他)1名

次の希望・コメン ト等 : ①学校ではできないような実験

・所感

原理の勉強に力を入れ、時間をかけてかなり丁寧に説明したが、4年生には酷であつたと思

われる。しかし、作るだけでは 5,6年生には物足 りないものになってしま う可能性が大きい

ので、毎回あえて、原理の理解に努めてもらうことにしている。アンケー ト結果からも、こ

のや り方を 5,6年生には評価 してもらえていると確信 している。夏体み中に、さらに進んだ

勉強をしてもらえるであろうとい う期待もしている。

・支援者所感

① 工作では

1.ホースの形状癖を上手にカバーするために T宇継手とホースの挿入位置を配慮し

てホース挿入を試みたが、ホース挿入が約半数のグループで硬 く奥まで挿入が出来ず、

グループによつては強引に挿入するとき T字継手との相互関係が崩れてしまつてチュ

ーブつぶれが発生 し補修に苦労させてしまった。 (針金巻きや挿入しなおし)ホースの

径をあらかじめ大きく出来る加熱機構内臓の拡管器など必要性を感 じた。

2.組み付け過程でピニオンをモータ軸の奥まで挿入するとき、モータのブラシ側の

軸受をテーブルまたはプラスチック蓋に当てて、モータブラケットに力が加わらない

ようにしながらピニオンを手で挿入できる位置まで挿入 し、後ペンチの先で軸端がピ

ニオンから飛び出さないぐらいで固定する作業はかなり難 しかった。

② 講義では

1.完成品デモでわざと少 しもたもたして興味を引き寄せ、その後チューンアンプして

いく過程をみせるなど、子供たちに対する心憎い配慮を感 じた。 (ち ゃんとした性能は、

ちゃんとした工作からしか得 られない。)

2.磁力と電磁力の違いを目で見えるようにした独 自小型実験装置をビデオカメラを使

つて拡大表示 し、全ての子供たちの目の前で理屈と実際の動きを対比しながら繰 り返し

説明しモータの原理を視覚的に理解させる試みを見せてもらえた。

3.DCモータがモータとしてまた発電機 として使えることを実証 したあと、実例として

揚水ダムを例に挙げた説明はわかりやすかつた。

4.ミ ニミニ発電機の実証のあと実物の発電機 (黒四ダム)の規模の解説は迫力があつ

た。

5。 最近の話題のキーワー ド風力発電を含めた最終結論はわかりやすかつた。

0テーマ (8)「 回転ブランコがくるくるまわる」706号室

テーマ担当 西村誠一 支援 西木智哉 (関大)和久本剛 (関大)

1 参加小学生のアンケー ト結果 提出 12名全員

(1)参加者 小 1:男 1名 、女 5

名

小 2:女 2名 (不明 1名 ) 河ヽ 3:男 1名、女 2名

(2)楽 しさ ①とても:11名 ②まあまあ :1名

④とても難しい:2名(3)分かり ②まあまあ :3名 ③少し難しい :6名

②今日初めて :H名(4)参加の有無 ①これまで有 :1名

①とても:9名 ②まあまあ :3名(5)ま たやる

(6)好きか ①とても:8名 ②わりと:4名



(7)ど こで聞 く ○家の人 :7名 ○先生 :3名 ○友人 :2名

(希 望)。 ジェットコースタ  ・ブランカー  。ロボット

(感 想)・ 思つたより難 しかつた。  ・理科の研究をしたかつた。

2 保護者のアンケー ト結果  提出 11名

。からくり

(感想・希望)・ 1年生には少 し難 しい。低学年でももつと参加できる内容を希望。

・教壇で一緒に作 り、これを見ながら作るようにした方が分かり易い。

・完成品がどのように動くのかよくわからなかつた。
。所感 :今回の 「回転ぶらんこ」は昨年の作品をレベルアップして、ブランコの回転軸に輪
ゴムを巻きつけその引張り力でぶらんこを回す構造とした。滑らかに回すためにはス トロー

の軸受の加工、組立てを精度良く組み立てる必要がある。 しかし、事前にものつくりの皆さ

んに説明できていなく、低学年対象で参加者を募集 してしまい、参加者及び保護者の方から

低学年の子どもには難 し過ぎるとの意見がでた。今回の指導経験を参考にこのテーマの工作

について工作指導の方法を可能な限り改善するようにしたいと思 う。

以上

(1)保護者 30代 (女):主婦 1名
会社員 1名公務員 1名

40代 (男 ):会社員 3名

(女):主婦 3名 自営 1名

50代 (女):主婦 1名

(2)楽 しさ

(2')分 か りやす

さ

①
①

と

と

て

て

も

も

3

1

名

名

②まあまあ :6名

②まあまあ :3名 ④少し難しい i3名

⑤とても難 しい :1

名

(3)参加経験有無 ①良く参力日:0 ②参加あり:1名 ③初めて : 8名
(4)ま たの参加 ①積極的 :0 ②機会が有れば :8名

(5)これまで興味 ①とても:2名 ②まあまあ :4名 ③どちらとも:3名

④あまり:2名

(6)興味の高まり ①さらに :2名 ②少し :7名 ③変わらない :2名

(7)子供にとつて ①とても楽しい :4名 ②まあまあ :7名

(8)何処で知る ○知人  :3名 ○学校  :8名



平成26年 11月 29日

機械工学振興事業資金助成事業 報告書

日本機械学会九州支部

事業名 :お もしろメカニカルワール ド

事業内容 :小学生の親子を対象としたものづくり体験イベン トを実施した。内容は,模型飛行機づくり

の体験・飛行競技大会およびモデルロケット製作 。打ち上げ体験であり,機械学会九州支部内の3カ所

で合計4回開催 した。開催大学・高専, 日本機械学会九州支部シニア会および三菱重工業株式会社長崎

造船所の各担当者が協力し実施 した。

実施責任者 :日 本機械学会九州支部 庶務幹事 木口量夫(九州大学)

開催 日時 。場所 。参加人数など :

1.長崎地区

「子供 と親のものづくり教室～飛行機を作つてみんなで飛ばそ う !」

開 催 日 :[第 1回]平成 26年 7月 26日 (土 )

[第 2回]平成 26年 8月 2日 (土 )

場  所 :長崎大学

参加人数 :[第 1回]102名 (児童 52名 +保護者 48名キ見学 2名 )

[第 2回]116名 (児童 57名 +保護者 55+見学 4名 )

2.北 九州地 区
可「おもしろメカニカルワール ド～子供 と親のものづくり教室～・飛行機

を作つてみんなで飛ばそう !」

開 催 日 :平成 26年 8月 2日 (土 )

場  所 :北九州工業高等専門学校

参加人数 :小学生と保護者 13組

3.熊本地区

「親子で楽しむモデルロケットとロケット風船」

開 催 日 :平成 26年 11月 1日 (土 )

場  所 :熊本大学工学部

参加人数 :500名 以上

収支決算 :

収入 : 1,212,344円

機械工学振興事業資金 200,000円

三菱重工餘 )長崎造船所協賛金 500,000円

事業費 511,860円

支部活性化費 484円

支出 :1,212,344円



第 20回流れのふしぎ展報告

8月 12(火)13日 (水), 日本科学未来館にて日本機械学会流体工学部門主催,神奈川工科大学共催 「第 2

0回流れのふしぎ展」を開催いたしました。2日 間で約 3000人もの方々の来場があり,例年に勝る大盛会と

なりました。「流れのふしぎから未来がみえてくる」をテーマとして,科学教室,体験型展示,科学講演,ウ ィ

ンドカーコンテス トを実施しました。身の回りの流れに関するふしぎな世界を見て,さ わつて,遊ぶことで,子

供から大人まで「えつ !?」 と驚くような発見をして,そのなぞを解き明かそうというものです。最新のAR技

術を取り入れ,ス タッフTシャツや展示パネルをスマー トフォンやタブレットのアプリでスキャンすると,記念

撮影や展示物の詳細な説明を楽しむことができ,会場の至る所で携帯電話を片手に解説を聞き入る親御さんの姿

がとても印象的でした。またデジタルマネキンによる会場紹介もあり,ま さに「未来」を感じることのできる会

となりました。楽しい流れの実験教室では 168名 もの参加者。今年で最後の開催となるウィンドカーコン冴ス

トでは奇抜なアイデアを取り入れたウィンドカーなど96台のエントリーがあり大盛況でした。

<科学教室>

○教員・科学ボランティアのための研修会

研修会では,小 。中・高校教員,科学ボランティア,教職課程学生等を対象 とした流れに関わる原理や応用例

について,石綿良三教授 (神奈川工科大学)を講師として研修会が開かれました。たくさんの実験教材が配布さ

れ,そ の教材を基にやさしい解説を交えながら,身の回りの流れに関わる現象のホン ト orク ソ !?を紹介 しま

した。早くこの教材を試 してみたい !と 目を輝かせている参加者の顔が印象的でした。

○楽 しい流れの実験教室

ス トローで吹いてあやつる発泡スチロール製の「雪だるま」のおもちゃ作成や、数々のデモ実験教室などを行

いました。作製 したおもちゃはご家庭や学校でも実験できるように授業後お持ち帰 り頂きました。参加者は小中

校生の参加が多く,付き添いのご父母も楽 しまれていました。

【ストローで吹いてあやつる雪だるま作成の様子】

<体験型展示>

11種類の空気や水の流れを利用したおもちゃや遊びの展示を,ス タンプラジー形式で実施しました。多くの

小中学生やカンプアレでブースは賑わい,順番待ちができるほどの大盛況ぶりでした。子供たちが体験する隣では,

スタンフの説明に熱心に聞き入る親御さんの姿が続いていました。ドライヤーの風でボールをあやつり障害物を

クリアしていく「ボールの散歩」,同 じくドライヤーの風を利用した「ボールの封じ込め」,ボールの回転を利用

して直接ゴールをねらう「コーナーキック」,終端速度と同じ速さで下から気流を吹かし,水滴が空中に浮かん

でふしぎな動きをする「雨滴」,カ ップを回転させてフワンと飛ばす 「マグナスカップ」,回転しないようにボー



ルを飛ばしボールの後ろの不規則な渦でボールに変化が起こる「無回転シュー ト」など,直接触つて感じて楽し

める実験体験型ブースとなっています。各ブースでは,ス タッフによる遊び方の説明やパネルを使つて現象の解

説が行われ,終了時間ギリギリまで,楽 しく遊ぶ多くの幼稚園生や小学生の姿がみられました。

【ボールの封じ込め】

【マグナスカップ】

<科学講演>

科学講演では,「 ロケット・飛行機 !ス ーパーパワーの>ク ノロジー!!」 (本江 幹朗先生,JAXA),「地球のふ

しぎな流れ ‐海や空の流れを視る‐」(松岡 大祐先生,海洋研究開発機構))と 題して,2つの興味深い講演が行

われ,会場は大人だけでなく多くの小中学生を含む 110名 の聴講者がありました。スーパーカーやママチャヅ

にO個分と例えられたロケットの出力の大きさ,地球の空気の流れをメンシユで区切つて計算するスーパーコン

ピューターの能力,その計算の複雑さに,みなさんとても驚かれていました。来るときよりも好奇心で輝いた顔

で帰つていくお子さんの姿が印象的でした。

<ウ ィンドカーコンテス ト>

第 20回記念大会となるウィンドカーコンテス トには,レーシング部門に70台,パフォーマンス部門には2

6台のエントリーがありました。

会場内にコース長さ3m,走路内風速約 3m/sの風洞を用意し,その中を参加者オリジナルのウィンドカーで

タイムを競うレーシング部門では,小学生の部(20組がエントリー),小学生以上の一般の部(50組がエントリ

ー)に分かれてそれぞれ予選を行い,上位 8名 が決勝 トーナメントヘと進みました。小学生の部であっても4秒台

の好タイムが続出し,一般の部決勝 トーナメントヘも小学生 2名 が参加を果たしました。一般の部決勝 トーナメ



ントでは予選で 3.35秒の最も速いタイムを出した優勝候補が一回戦でまさかの転倒 !な どのハプニングもあり,

大変見ごたえのある戦いとなりました。小学生の部では木村 朱里さん,一般の部では斎藤 拓弥さんが優勝しま

した。木村朱里さんは一般の部でも3位に入る好走でした。

【勢いよくスター トしたウィンドカー】

【レーシング部門小学生の部 受賞者の皆さん】

【レーシング部門一般の部 受賞者の皆さん】

パフォーマンス部門では往復走行中に"あつ"と驚くような模型のパフォーマンスの楽しさとアイデアを競い

ました。どのようにジターンをするか,ギアを切り替えたり,コースと同じ長さの糸を使つたり,面白いアイデ

アがたくさんありました。ジュニアの部ベス トデザイン賞にはタイヤに「20周年おめでとう !」 の文字が仕掛



けられていた木村朱里さんのウィンドカー,ユーモア賞にはカエルのような動きをした木村成孝さんのウィンド

カーが選ばれました。一般の部では,ベス トデザイン賞にはシャンシャンと鈴を鳴らしながら進む清水 凱人さ

んのウィンドカーが,ユーモア賞にはねこが鉄棒をしながら進んだ佐藤 裕紀さんのウィンドカーが,特別賞に

はリターンはできたものの後一歩でゴールできなかつた宮坂 貴大さんのウィンドカーが選ばれました。また,

日本風カエネルギー学会賞が青木 広太郎さん,小林 義行さんに贈られました。小林さんはこれまでにも何度も

ウィンドカーコンテス トに出場しては,みんながあっと言 うアイデアで優勝をさらつていつた達人。今回は虫の

ような不思議な動きをする面白いウィンドカーで参戦,会場の皆さんから大きな歓声が上がりました。第 20回

記念大会に相応しい大会となりました。

【不思議な動きをするウィンドカー】

【パフォーマンス部門 受賞者の皆さん】



<最後に>

開催に際して, 日本機械学会流体工学部門特定事業資金, 日本機械学会機械工学振興事業資金,神奈川工科大学

からそれぞれ助成金を頂くとともに,多くの機関・団体から後援・協賛を頂きました。さらに,独立行政法人日

本学術振興会から科学研究費 (課題番号 260025)の助成を頂きました。開催までの準備と会期中の運営に当た

っては,大学教員 (神奈川工科大学,群馬大学,東北大学,東洋大学,長岡技術科学大学,海洋研究開発機構)

の 15名 ,学生 (神奈川工科大学,東洋大学,東海大学)50名 ,卒業生 (神奈川工科大学)8名 ,一般ボラン

ティア 8名 ,総員 81名 の献身的な協力に支えられました。これら,多大なる助成とご協力に深く感謝の意を表

します。

【スタッフ集合写真】



第 13回流れの夢コンテス ト 報告

実行委員長

幹事

坂村芳孝 (富山県立大学)

宮本泰行 (富山県立大学)

2014年 10月 25日 (上)に富山大学五福キャンパスにおいて第 13回流れの夢コンテス

トが開催されましたこ今回のテーマは「流れのミュージアム」で′様々な流れ現象を会場に

「展示」するアイデアや技術を競つてもらいました.参加チーム名 (所属)と作品名は次の

通りです (応募li贋).

CyberM(富山大学):タ ッチ流体

アクア流夢 (リ ウム)(北海道大学):アクア流夢

レイノルズ (北見工業大学):日 uЮ Tttp

LFC予備軍 (北海道大学):シャボンアー ト～不安定な芸術～

竜巷フレンズ (金沢工業大学):起 こせ !i convecuon

明星大学 Team sF(明星大学):流れがナイ トミュージアム

Wavy Circte(富山高等専門学校):Nami(波)gadon System

チーム TPU(富山県立大学):超撥水

福世厚志 (金沢工業大学):遠心分離を用いた実験

コンテス トは′参加チームによるショートプレゼンテーション (プレゼンの部)′ 作品展

示 (実演の言|)′ 特別請演′審査結果発表の順で進められました.プレゼンの部ではユニー

クで聴衆を惹きつける魅力的なプレゼンテーションが行われました.お昼休みをはさんで行

われた実演の部では′会場に作品を展示し′訪れた多くの人に楽しんでもらいました。
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作品展示 。実演の様子



実演後の特別請演会では′立山カルデラ砂防博物館の福丼幸太郎氏を講師としてお招き

し′「氷の世界一立山から南極まで―」という題目で請演していただきました,日本で最初

の氷河を見つけたお話や南極での調査研究の様子など′美しい写真や動画も交えて′わかり

やすく′また楽しく紹介していただきました .

特別講演の様子

審査は′日本機械学会流体工学部門第 92期広報委員会委員により行われました.採点の

結果′最も総合評価の高い作品から順に「最優秀賞」′「一樹賞」′「優秀賞」を贈ること

になりました.表彰された作品は以下の通 りです .

最優秀賞 :「 シャボンアー ト～不安定な芸術～」LFC予備軍 (北海道大学)

一樹賞  :「アクア流夢」 アクア流夢 (北海道大学)

優秀賞  :「タッチ流体」 CyberM(富山大学)

なお′本コンテス トに対 して次の 3社から多大な財政的支援をいただきました,また′日

本機械学会機称或工学振興事業資金および日本機械学会流体工学部門部門特定事業資金による

援助を受けました.こ こに付記し′ご協力いただいた関係の皆様に厚く御ネL申 し上げます。

株式会社 IHI

株式会社荏原製作所

株式会社電業社機械製作所

http://www.ihiico,jp/

http://wwwiebaraicol,p/

http://wwwidmwaco.jp/

第 13回流れの夢コンテス ト 実行委員会 (五十音順 )



大嶋元啓

坂村芳孝

白川英観

杉岡健一

杉本康弘

瀬田剛

相馬顕子

中川慎三

畠山友行

原田敦史

宮本泰行

(富山県立大学)

(富山県立大学)【実行委員長】

(富山高等専門学校 )

(富山県立大学)

(金沢工業大学)

(富山大学)

(長野工業高等専門学校 )

(富山県立大学)

(富山県立大学)

(石川工業高等専門学校 )

(富山県立大学)【幹事】

第 13回流れの夢コンテス ト 審査委員

日本機械学会流体工学部門第 92期広報委員会委員



No.1485」SWIEジュニア会友向け機械の日企画
「親子見学会 ～製鉄所と造船所を『体感』しよう!～」を終えて

部門企画委員会 松本亮介 (関西大∋ ,中垣隆雄 (早稲田大わ

将来を担うジュニア会友に,機械や工学,エネルギーに興味を持つていただくことを目的として,2014年 8

月 1日 に夏休み規子見学会を開催しました。本会は毎年開催しており,本年度は 11回 目の開催となります.今

年はЛ「Eスチール (株)東日本製鉄所 (千葉地因 と三井造船 ll未l千葉事業所を訪問し,際妙斬 と造船所を

『徳感』しよう !」 をテーマに見学会を実施しました.今回は,世田谷文学館との共催として実施し,JSWロ ジ

ュニア会から31名 (保護者含む)が,世田谷文学館からは26 .々(引率輪 む)の合計 57名にご参加いただき

ました。

『体感』という言葉がまさしく当てはまる見学会でした。午前中に訪問した」FEスチール東日本製鉄所では,

東京 ドームおよそ 170個分の面積を持つ銑鋼一貫の製鉄所で,火花と炎が立ち上がるダイナミックな転炉の工程

では鉄の熱さを体験し,赤とも緑とも言えない妖艶な炎が巨大な転炉から立ち上がる様を子供たちは暑さを忘れ

て凝視していました。赤熱した鋼と多量の水が流れる熱間圧延の工程では,¢助オ巻取りのうなりをあげる地響き

を体感し,500mを越える見学コースを抜けると,外気の涼しさを感じました (当 日の千葉の最高気温は34℃で

あつたにも関わらずでЛ .

午後の三井造船千葉事業所の訪問では,巨大な鉄の船の部品が組み立てられる様子を見学しました。船のスケ

ールのみならず,高さ約 80mの 1000tク レーンは圧巻でした。造船所に併設されたバイオマス発電設備の見学

では,燃料である木材チップを満載した トラックそのものを 5ず の角度まで傾けるというダイナミックな燃料投

入方法に,子供たちはびっくりした様子でした.巨大で迫力ある製鉄所と造船所を,直接, 日や耳,そして肌で

体感したものと思います。

製鉄所,造船所とも子供たちへはクイズを交えた説明をいただきました 熟 きにクイズに答える子供たち,そ

して次々とあがる子供たちからの質問に熱意を感じました.参加していただいた子どもたちには,見学会の感想

などの自由研究作品 (感想文,絵日記,工作なDの 応募をお願いし,提出していただいた全員に記念品を,ま

た優秀作品には賞状と副賞を贈呈します.優秀作品については, 日本機械学会ジュニア会友ホームペーン そし

て世田谷文学館の展示室で紹介する予定ですので,ぜひご覧下さい。

最後に今回の見学会で大変お世話になりました証咀 ステール lttl様,三井造船 0め の方々に感謝申し上げ

ます。また,猛暑の中,熱いに見学いただいた参加者の皆様に感謝いたします。



「手作りで音を楽 しもう 一環境にやさしい夏休み親子向けイベン トー」

環境工学部門 第一技術委員会委員長 江波戸 明彦 (株式会社東芝)

環境工学部門では、8月 の「機械の日・機械週間」に因み、環境に関する身近なテーマで

ある音や振動に興味をもつていただくことを目的とし、川崎駅前にヅニューアルオープン

した東芝未来科学館 とタイアップした親子向けイベン トを 7月 31日 (木)に 開催 した。

2008年度から開始 した本イベン トも 7年 目を迎え、毎年参加者から頂くアンケー トを参

考に、バージョンアップを図つている。今年度は小学生 1～4年生の親子 25組、総勢 51名

の方々にご参加いただいた。音の原理や仕組みの説明のほか、工作・ゲームを通して生活

に密着した音の性質を色々な角度から知ってもらう体験型企画である。

1時間目は 「音の話」 (マイク、スピーカ、オシロスコープなどで音の性質の説明)

2時間目は「ボンゴラピアノ (ア フリカ民族楽器)の工作」

3時間目は「超音波スピーカや共鳴パイプのデモ体験」

4時間日は「身のまわりの音の大きさをビンゴの数字に置き換えた音ビンゴゲーム」

参加者からは 「大変面白い、また参加 したい」、親からも「科学イベン トが多数存在する

なかで音に特化 した内容は面白い」など継続開催を望む声が多かった。小学生親子に対し

て音への強い関心を持つていただけ、環境・機械工学の普及と啓蒙の一助になったものと

考える。今後も企業・大学との連携体制のもと、地域密着事業として本企画を発展継続さ

せていきたいと考えている。

最後に、機械工学振興事業資金より助成を頂いたこと、会場提供から準備までご協力頂

いた東芝未来科学館の関係各位、事前の準備や当日の講師としてご協力頂いた環境工学部

門所属の関係者各位 (千代田化工建設株式会社、一般財団法人小林理学研究所、中央大学

(戸井研究室の学生さん)、 東海大学、山梨大学、 (株)東芝)に感謝いたします。



「機械工学振興事業資金」報告書

1,テーマ名 :夏休み親子向けイベント「熱を体験してみよう」

2.実施年月 日と場所 :平成 26年 8月 20口 (水)がすてな―に ガスの科学館にて

3.企画

環境工学部門 第 4技術委員会

<講師・スタンフ>

秋澤淳 (東京農工大学)

伊香昌紀 (東京ガス)

小松貴司 (三機工業 )

鄭 宗秀 (早稲田大学)

渡邊激雄 (中部電力 )

田中勝之(日 本大学)

4.参加者 :3組 7名 (小学生 4名 、保護者 3名 )

5.実施内容

次世代を担う子供たちに機械や工学、エネルギーに興味を持つてもらうことを目的として、8月 20日 (水 )

に夏休み「親子向けイベント(熱を体験してみよう)」 を開催した。

本イベント|ま今年で 4回 目の開催であり、本年度から開催会場を豊洲の東京ガス がすてな―に ガスの

科学館とした。最初に一般的な熱の性質の説明を聞いていただき、そのあと3種の実験、ヒートポンプ体験

キントを使つてヒートポンプの原理を体験したり、エコカイロを使つて物が固まるときには発熱することを体験

したり、熱で動くおもちゃのひとつである水飲み鳥 (通称ハッピーバード)の工作と動くしくみの説明を通じて、

普段から身近にはあつ乱 目に見えない熱についての実験を楽しんでいただいた。

当日の内容と様子は下記の通りである。

(1)一般的な熱の性質の説明 (座学)



(2)ヒ ー トポンプ実験キットを用いてヒー トポンプの原理を体験

(3)エ コカイロを用いて凝固熱を体験

(5)機似学会の活動紹介

(4)水飲み鳥を用いて熱機関の原理を体験

以 上



機械工学振興事業資金助成行事報告書

第 24回設計工学。システム部門講演会(No,14‐27)の 関連行事として徳島県立池田高校1年生,2年生、3

年生を対象とした特別公開講義を行つた。その概要は下記の通りである.

1。 実施責任者 :設計工学システム部門講演会 D&S2014実行委員長 伊藤照明

2.設計工学・システム部門講演会関連行事 :高校生への特別公開講義

3.実施年月 日:日 時:2014年 9月 19日 (金 )13 ЮO‐ 15ЮO,

4.場所 :徳島県立池田高校体育館

5。 参加者 :

池田高校 全校生徒総計約 500名

池田高校教員 総計約 20名

機械学会参加者 :  加藤廣 (D&S前部門長 )

伊藤照明 (D&S2014実行委員長 )

井上全人(D&S2014幹事)、

6.講演者 :

渡辺 富夫 教授 (岡 山県立大学)

講演題 目:人を引き込む身体的コミュニケーション技術

田中 謙司 特任准教授 (東京大学)

講演題 目:環境にやさしいエネルギーを利用する社会システムの設計

6.写真

・ン

ス

ム



日本機械学会設計工学システム部門

2014年度部門講演会・徳島大学特別企画

池田高校公開授業 特別講義 1

渡辺 富夫 教授

『人を引き込む

身体的コミュニケーション技術』

2014年 9月 19日 (金 )

◆時 間 14:80～ 16:80

◆会 場 徳島池田高校 体育館

講演概要 :うなずきや身振りなどの身体的リズムの引き込みをロボットや CGキャラクタのメディアに導

入することで、対話者相互の身体性が共有でき、一体感が実感できる身体的コミュニケーションシステム“

技術を紹介する。とくに音声から豊かなコミュニケーション動作を自動生成する技術は、人とかかわるロボ

ット・玩具、メディアコンテンツ、e―Learningやゲームソフト等に導入日実用化されており、教育E福祉ロエンタ

テインメントなど広範囲な応用が容易に可能で、その応用事例も紹介する。

【渡辺富夫先生のプロフィール】
所属 ・職務 :

・岡山県立大学理事・地域共同研究機構長、情報工学部教授
・日本機械学会フェロー,代表会員
・ヒューマンインタフェース学会監事 (元会長)

・日本子ども学会常任理事
・日本赤ちゃん学会理事

専門 :

ヒューマンインタフェース,人間情報工学

学歴 :

1983年 東京大学大学院工学系研究科産業機械工学専攻博士後期課程修了,工学博士

職歴 :

1983
1984

山形大学工学部情報工学科助手
山形大学工学部情報工学科講師
山形大学工学部情報工学科助教授

-1993年 3月  米ブラウン大学客員研究員
0月 岡山県立大学情報工学部情報システムエ学科教授

受賞
IEEE International Workshop on Robot and Human Communication (IEEE RO― MAN),

The Best Paper Award(1998,10),(200311),(2012,9)3回
ヒューマンインタフェース学会論文賞 (20013),(20023),(2004.3),(20053)4回
日本機械学会設計工学・システム部門業績賞 (2009.10)等

徳島大学 ・大学院ソシオテクノサイエンス研究部

情報ソリューション部門 伊藤照明 (088-656-2150)
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1日本機械学会設計工学システム部門

14年度部門講演会・徳島大学特別企

池田高校公開授業 特別講義 2

田中 謙司 准教授

『環境にやさしいエネルギーを利用す

る社会システムの設計』

2014年 9月 19日 (金 )

◆時 間 14:00～ 16:00

◆会 場 徳島池田高校 体育館

講演概要:環境にやさしい再生可能エネルギー(太陽光、風力など)への期待が高まつている。しかし、

一方で、これは必要なときに発電をしてくれる安定電源ではない。本講演では、いかにこれらエネルギー

を社会へ取り込むことができるかを、研究の視点から取り組んでいる研究事例の紹介を行う。多度津で

製作した洋上風力発電から、沖縄でのエネルギープロジェクトなど。また、自身の高校時代を振り返りな

がら、勉強をしてよかつたこと、他にしておきたかつたことなどを踏まえ、池田高校の皆様へのアドバイス

の話題提供も行う。

【田中謙司先生のプロフィール】

所属・職務 :

・東京大学 大学院工学系研究科 システム創成学専攻 特任准教授
・同大学  総長室 総括プロジェク ト機構  「電カネッ トワークイノベーション」担当
.(社)デジタルグリッドコンソーシアム  専務理事
・(社)二次電池社会システム研究会 設立理事
J日 経 ・CSISバーチャルシンクタンク フェロー
・オリックス (株)顧問、アスクル (株 )ア ドバイザ

専門 :

エネルギーシステム,データマイニング,需要予測,サービス設計

学歴 :

2000年 東京大学大学院工学系研究科情報工学専攻修了,工学修士
2009年 東京大学大学院工学系研究科システム創成学専攻,工学博士

職歴 :

2000年
2003年
2006年
2006年
2007年
2011年
2013年

大学・大学院ソシオテクノサイエンス研究部
ソリューション部門 伊藤照明 (088-656-2150)

マッキンゼー・アン
日本産業パー トナー
日本産業パー トナー
東京大学大学院工学
東京大学大学院工学

パニー ビジネスアナリス ト
担当 アソシエイ ト
担当 ヴァイスプレジデント

環境海洋学専攻 助手
システム創成学専攻 助教

，
構

任
機

ン
資
資
科
科
兼
ト

カ
投
投
究
究
く
ク

・
　

研
研
　
エ

ド
ズ
ズ
系
系
与
ジ

参

口

策
プ

政
括総

省通
学

交
大

上
京

国
東 電カネットワークイノベーション 寄附講座 特任准教授

島
報

徳
情

問い合わせ先



コンピュータ支援ものづくり体験 実施報告書

九州工業大学

鈴木恵友

内容

開催 日時 :2014年 7月 19日 (上),20日 (日 )

参力日人数 :合計 45名

実施場所 :九州工業大学情報工学部機械情報工学科

概要

昨年度はマグネット製作コースとロボット製作コース,メグル製作コースの3コ ースを企画したが,本年度は九州

工業大学情報工学部のオープンキャンパスで実施した3Dプリンターの企画と差別化を図るため,レーザ加工機

技術やインプリント技術を盛り込んだメダル製作コースに集約した。具体的な企画内容はレーザ加工機であらか

じめ製作した金型を用い,インプリントプロセスにより樹脂製メグルの作製を行つた。ここではレーザ加工技術を紹

介するため動画紹介を行つた。その後,図 1に示すような真鍮製の金型で大学所有のインプリント装置を用いて

金型の絵柄を転写した。絵柄に関しては,ウレタンランカ~で前面着色し,研磨機で表面を研磨することにより溝

部分のみに塗料を残すことで,絵柄の溝部分のみ着色を行なつた。ここではスライドで半導体プロセスのダマシン

プロセスに関して紹介した。

本年度の参加者は全体で45名 とコースを一つに絞つたにも関わらず,昨年と同程度であつた。しかしながら,

昨年度は小学生が大半であつたが,本年度はオープンキャンッ′ヾスの併設イベントであることから高校生の参加者

が増加した。参加者からはレーザ加工の用途など質問が出たが,学会と大学の関わりなどに関する質問もあり,

継続的に学会の広報活動を行つていく重要性を認識した。

メダル製作の印象としてはインプリントの冷却工程で樹脂の熱収縮の影響により絵柄が歪むケースが見られた

が基本的には問題なく転写することが出来た。また,絵柄の色付けではウレタン系ラッカーで着色したあと研磨処

理を行なつたが,図 2のよう1こ絵柄が浮かび上がったと出席者からは喜びの声を聞くことができた。本年度は昨年

度の内容を生かし,ものづくりを体験するうえで研磨法など参加者にもある程度工夫する要素を盛り込んだ。その

結果,人数が少ない場合は参加者 自身も夢中になる様子が見られたが,参加者が多い場合時間が十分取れな

いという問題点が発生した。したがつて来年度は参加者の増加を目指すとともに,完成度を高めたうえで新テー

マにチャレンジしたい。

最後に本企画は機械工学振興事業資金の支援により運営されました。この場を借りて謝意を表したいと思いま

す。

<講演会の様子>

庁

図1レーザ加工で作成した真鍮製メダルの金型 図2完成したメグルと記念撮影



理T系大学生口大―
日高専生を対象としたセミナー ものづくり最前線 実施報告書

大阪府立大学工業高等専門学校 田代徹也

内容

開催日時:2014年 11月 29日 (ヒl

実施場所:大阪大学中之島センター

参加人数:合計
"名実施内容 :以下の5講演を実施

機械工学を学ぶ学生が大学。高専で「ものづくり」に関するより深い知識を得る要増こ,先輩技術者の活躍を知つておくことも

将来に備えるうえで大変重要であり,将来機械工学関連の技術者となる学生を啓蒙することが本講演会の目的である。講演会

への参加は無料であり,特に就職を控えた学生が聴講している。

以下に講演者および講演内容の概要務紹介する。

(1)自 動車部品製造におけるものづくり

(抑 デンツー 生産技術部 山本 崇

自動車を取り巻く環境の変化にあわせどのようにものづくりに取銹財ンできたかを振り到監3ととも1こ,新しいロカ組みについて

事例で紹介いただいた。

(2)私たちの生活と工作機械

ヤマザキマザックlttl制御設計部 鈴木 康彦

工作機械とはどういうものか,どんなことができるのかに始まり,1ミクロンメートルの精度やlGの力日速度,10000回転 /分の

回転速度,1ミリ秒の時間など家庭や学校での生活ではあまり伽譲することのない工作機械の世界を紹介いただいた。

(3)も のづくり人本オのキャリアについて

(卜未l神戸製鋼所 人事労政部 )II中 岳穂

ものづくり人本オには,どのような能力が求められ,どのようにして能力を獲得するかに焦点をあてながら,ものづくり人材のキ

ャリアについて説明いただいた。

(4)EV/HБ/技術を支えるNdecモータテクノロジー

日本電産 lttl中央モーター基礎技術研究所 中島 豊平

毎年高まる世界の自動車メーカの電動化のニーズに応えると共に,EV/HEV領域及びその延長線上の領域に於いても,独

自の技術と商品で色々なニーズに答えられるモータ及びその応用技術を解説いただいた。

(5)非球面モールドレンズとその力日工技術

パナソニック(株l生産革新センター 田中 主税

デジタルカメラ等の光学商品に用いられる非球面レンズのモノづくりにおける加工技術について,具体例を用いて紹介い

ただいた。



第 17回ロボットグランプジ報告

実行委員長 琴坂信哉 (埼玉大)

ロボティクス・メカ トロニクス部門企画行事であるロボットグランプジを,本年も 3月

22日 ,23日 に北の九公園内の科学技術館で開催 した。今回で第 17回 となるロボントグラ

ンプリは,学会会員のみならず,一般の小中学生から大学生,一般人に対する工学技術の

啓蒙活動 として高く評価 されたロボント競技会である。今回も,昨年に引き続き,大道芸

ロボット,ロ ボットランサー,ス カベンジャー競技の 3種 目が実施された .

開会式では,主催者を代表 して,矢部彰 日本機械学会会長,会場をご提供頂いた科学技

術館田代英俊室長に,それぞれご挨拶を頂いた。開会式に引き続き行われた大道芸ロボッ

ト競技では,12台のロボットが出展され,趣向を凝らしたパフォーマンスが披露された。

予定通 りに動作 しないロボットも合ったが,楽 しいス トー ジー性を持ったロボットも多か

つた。競技終了後に表彰式が行われ,優勝チームには,矢部会長より賞状および研究奨励

金 と協賛企業各社からの副賞が授与された。最後に広瀬茂男組織運営委員長の総評で 1口

目の競技会は無事終了した。

2日 目は,ロ ボットランサー競技とスカベンジャー競技が行われた。ロボットランサー競

技では,参加者のレベルに応 じてマイスタークラス,ス タンダー ドクラスに別れて競技を

行つた。スタンダー ドクラスには,81台 ,マイスタークラスには,9台のエン トリーがあ

り,総勢 90チームの戦いとなった。また,ス カベンジャー競技には,長野県上田市,北海

道札幌市,福岡県福岡市からの予選をくぐり抜けてきたチームや,一般参加のチームの合

計 15チームのエン トリーがあつた。最終的には,かなリハイレベルの戦いとなり,大変な

盛 り上がりを見せた。競技終了後,ロ ボットランサー競技,スカベンジャー競技の表彰式

が行われ,それぞれの入賞者に賞状と協賛企業各社からの副賞が授与された。引き続き行

われた閉会式では,植田利久 日本機械学会第 92期関東支部長にご挨拶をいただき,無事に

予定した全競技を終了した。

来場者数は,競技参加者を含めて 22日 がおよそ 400名程度,23日 が 600名程度であつ

た。以下に,各競技の詳細な結果を記す。

●大道芸ロボント競技 (3月 22日 )

参加申し込み 12チームがビデオ予選を通過 し競技決勝を行つた。内訳は,か らくり部門

2チーム,コ ンピュータ制御部門が 10チームで,会場に並べられたロボントが順次パフォ

ーマンスを披露した。観客の年少者 10名 ほどに特別審査員として札を上げて投票 してもら

い,審査員はこれを参考に総合評価を行つた。審査結果は以下の通 りである。

大道芸ロボット競技 結果

優勝 :チャーハンロボ

準優勝 :TOFU音楽隊

(東京工業大学)

(東京工業大学附属高校 )



からくり部門優勝 :か らくリジェネレーター  (不二越工業高等学校 情報機械科)

チャレンジ賞 :筐～sphere teleporter～  (電気通信大学ロボメカエ房大道芸部隊チーム

B&B)

技術賞 :奥の手  (電気通信大学ロボメカエ房大道芸部隊 307技術試験小隊)

娯楽賞 :か らくり射的屋  (電気通信大学ロボメカエ房からくり部隊)

特別賞 :SUPER NEGISHI (東京工業大学)

●ロボットランサー競技 (3月 23日 )

スタンダー ドクラス予選,決勝,マイスタークラス決勝の順で競技が行われた。スタン

ダー ドクラスではエントリー81名 のうち予選上位 20名が決勝に進んだ。スタンダー ドクラ

ス上位 3名 ,特別賞 2名 とマイスタークラス上位 3名 がそれぞれ表彰された。

スタンダー ドクラス 結果

優勝 :天の童 lal (山 形ロボットクラブ 土門 直子)     ′

準優勝 :Rafale Rev沖 e Custom Ⅱ  (長野県工科短期大学校 土屋 伸哉)

第 3位 :天の童 la2 (山形市立第一中学校 土門 優真)

デザイン賞 :ク リスタル ジヴァイザー (九州工業大学 井上 亮)

技術賞 :MSK‐3 ランサー仕様    (沐日南工科大学附属高等学校 吉瀬 安州翔)

マイスタークラス 結果

優勝 :隼 Lancer,ver 針日南工科大学付属高等学校普通科総合コース OB 井上貴夫)

優勝 :ゲイボルグ 改  針日南工科大学附属高等学校 前田 優 )

第 3位 :雷神  (日 本工業大学マイクロコンピュータ研究部 内山研二)

上位入賞者の技術レベルは大変高く,ス ピー ドとランスの精確な制御が目を引いた。ま

た,マイスタークラスでは,白線のみならず的も画像認識により位置を取得する手法を採

用した機体も参力日する等,よ り高度な技術へのチャレンジ精神浴れた機体も登場した。



ロボットランサー競技の様子

●スカベンジャー競技 (3月 23日 )

スカベンジャー競技では,多数の親子チームや年少者のみというチームも参加 し,見学

者も含めて大変な盛 り上がりを見せた。エン トリーした 15チームによる予選上位の 9チー

ムで,決勝 トーナメン トが行われた。操縦テクニックにより高得点を得るチームもあれば,

様々な工夫がされた機体で出場 してくるチームもあり,競技の結果,決勝上位の 4チーム

と,下記のような特別賞が 6チームに授与された。



スカベンジャー競技の様子

スカベンジャー競技 結果

優勝 :バ ンブー ドラゴン  l′ Jヽ林岳寛・三川立誠)

準優勝 :チームはるかぜ  (竹下風雅・竹下治彦)

第 3位 :CoolAnimals l′ Jヽ林秀明・小林燎平)

第 4位 :九州男児  (平河英俊・平河昂輝)

技術賞 :長井 ドリーム号   (片山真博 。中西健琉)

メカニック賞 :新 Ml号 新 M2号   (村田紘士朗 。村田英明)

フューチャー ドリーム賞 :チーム鉄鉱石   (石井鉄造・石井鉱造)

娯楽賞 :Ininite Eagle  (宮本琢磨 。人木巌大)

アイデア賞 :テ クノ  (部谷拓海・寺山翔太)

努力賞 :Where is Onigiri?  (長谷川太―・近藤創平)

会場内には,各競技会の実施スペース以外にもロボント操縦を体験できるスペース,近

藤科学株式会社製のロボットを紹介するブースやオーム社のロボコンマガジンを紹介する

ブースもつくり,多くの人々に広くものづくりの楽しさを広める助けとした .

この様に毎年ロボットグランプリを行 う事ができるのは,多 くの企業より協賛を頂いて



いるおかげである.さ らに,ロ ボメカ部門の全面的な支援に依る部分も多い。また,大会

実施の実作業は各大学から多数のアルバイ ト学生の協力にも支えられている。ここで紙画

を借 りて感謝 したい。



整理番号

点  検 承  認
会 合 報 告 書

平成 26年 10月 31日  作成

報 告 者

氏  名

岐阜大学

複合材料研究センター

深川 仁

件   名 宇宙工学 実践セミナー 「宇宙工学部門の最前線技術紹介」

場   所 (」R岐阜駅前)じゅうろくプラザ 5F州 会ヽ議室

日   時 平成 26年 10月 31日 (水) 13-17 懇親会 17:30-19:30

参 会 者

面 談 者

(参加者)31人 含む講師 日関係者

(岐阜大学)高 橋先生 宮坂先生 学生 11名 平松研究員 深川

1.目 的 :宇宙開発分野について,大学と企業の方々から最新の話題を提供戴きます実践セミ

ナーを開催 します。ロケットや宇宙開発分野に関心のある企業の方,研究者の方 ,

大学生等を対象にして実践セミナーを開く。

2プログラム

主催者挨拶

基調講演  「宇宙環境利用の燃焼研究最前線」

岐阜大学 工学部 機械工学科 教授 高橋周平氏

企業講演①  「H2Bロケット開発の最前線」

三菱重工業棚 防衛・宇宙 ドメイン宇宙事業部

製造発射整備部試験運用課 長沼公明氏

企業講演②  「イプシロンロケット用フェアリング開発」

川崎重工業l抑 航空宇宙カンパニー

技術本部宇宙機器設計部基幹職 西尾誠司 氏

宇宙工学講座 「燃費の良い電気ロケントの時代へ」

岐阜大学 工学部機似工学科准教授 官坂武志氏

閉会挨拶 機械学会イベン ト紹介 交流会場案内 (深)II)

焚坊姿 田中屋豚肉店

4所感

・4名の講師共に,大変中身の濃いタイムリーな話題を提供して戴いて,話も判り易い内容で評

判が良かつた。講師の皆様方に感謝いたします

・平日日有料という事もあってか,50名 集客目標だつた所が,30名 となり,ややこじんまりとしたセ

ミナーとはなつたが,学生さんが大勢来て熱心に質問もしてくれたことで,大変盛り上がったセ

ミナーになつたと思,また,教育効果もあつたかと思う.

B交流会には 10名 の方々が参加して戴いて,全員名刺交換もでき,企業間や先生方の交流が

十分図られたものと思,
日事務的に段取り戴いた,機械学会の滝本様はじめ,関係者の皆様に深く感謝申し上げます .



2014年度機械工学振興事業資金報告書

『機械遺産関連資料の英文化」

技術 と社会部門 「機械遺産委員会」 (2013年 ,2014年 )

委員長 大久保英敏 (玉川大学 )

「機械遺産」はマスコミでも取り上げられ, 日本機械学会の活動の中で,最も

国内で認知されている事業の一つである。この活動の広報を海外に広めるため

には,ホームページ,パンフレント等の日本語の資料を英文化することが必要

である。

2014年度機械工学振興事業資金によつて, 日本機械学会が発行している冊子

である「機械遺産」の 2013年度および 2014年度版を英文化した.さ らに.和

文および英文を併記した冊子をまとめた.こ の冊子は配布物として作成した。
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知能ロボットコンテスト・フェスティバル 2014結果報告

知能ロボットコンテス ト・フェスティバル 2014事業催事名

開 催 日時

会   場

入 場 方 法

主   催

共   催

協   賛

後   援

協 力 団 体

入 館 者 数

平成 26年 6月 14日

平成 26年 6月 15日
(上)1次 予選・敗者復活戦

(日 )2次 予選・決勝戦

スリーエム仙台市科学館

無料

ロボット競技会実行委員会、メカ トロで遊ぶ会

一般社団法人 日本ロボット学会、仙台市教育委員会、東北学院大学産学連携推進センター

ー般社団法人 日本機械学会、オリエンタルモーター(株)、 (本未)バンダイナムコスタジオ、

梅沢無線電機 (′昧)、 (株)>ク ノプラザみやぎ、日本信号(株 )、 仙台運送(株)、 NECネ ット

イノベーシヨン(株)、 (株)仙台共同印刷、餘 )童具館

地方独立行政法人青森県産業技術センター、朝 日新聞仙台総局、地方独立行政法人岩手県

産業技術センター、(株)イ ンテリジェン ト・コスモス研究機構、NHK仙 台放送局、河北

新報社、仙台CATV(株 )、 仙台経済同友会、仙台商工会議所、公益財団法人東北活性化

研究センター、(株)福島中央テレビ、福島民報社、宮城県産業技術総合センター、山形県

工業技術センター、読売新聞東北総局、公益財団法人みやぎ産業振興機構

スリーエム仙台市科学館、学校法人 日本コンピュータ学園 東北電子専門学校デジタル

映像放送科、千葉工業大学工学部 未来ロボティクス学科、東北学院大学 工学部 機械知

能工学科 熊谷研究室、東北大学 大学院工学研究科 ノミイオロボ>ィ クス専攻 田中(真)研

究室、東北大学 自主ゼ ミナール協議会、大阪電気通信大学 電子機似工学科 鄭研究室、

東北工業大学知能エレク トロニクス学科 藤田研究室、山形大学 大学院理工学研究科 山

野研究室、茨城大学 工学研 知能シス冴ムエ学科 森研究室、福島大学 共生システム理

工学類 高橋研究室、真田賞選考委員会

総計 約 1860人  内訳 6月 14日 (土)

6月 15日 (日 )

知能 ロボン トコン冴ス ト総数 92台

約 1030人

約 880人 (仙台市科学館の調査 より)

参加チーム数

テクニカル コースチャレンジコース

13大学生 55

2高専生

高校生 6 4

0中学生 0

社会人 8

合 計 71 19

※一般社団法人日本ロボット学会様、仙台市教育委員会様、一般社団法人日本機会学会、東北学院大学産学

連携推進センター様、オリエンタルモーター(株)様、(株)バ ンダイナムコスタジオ様、梅沢無線電機l株)様、

(株)テ クノプラザみやぎ様、日本信号 (株)様、仙台運送(本未)様、NECネ ットイノベーション(株)様、(本未)

仙台共同印昂U様、(株)童具館様、真田賞選考委員会様からの御共催金、御支援金、御提供品は、競技会の

企画・運営費・賞品として、使わせていただきました。厚く御礼を申し上げます。



機械工学振興事業報告書

群馬大学大学院理工学府 教授 山田功

1.実施責任者 群馬大学大学院理工学府 教授 山円功

2.行事名 第 10～ 13回 ロボットエ房

3.開催 口 2014年 7月 13日 (第 10回 ロボットエ房),2014年 7月 16日 (第 11回 ロボ

ットエ房),2014年 7月 30,31日 (第 12回 ロボットエ房),2014年 9月 7日 (第 13

回ロボットエ房 )

4.会場 群馬大学理工学部 (第 10回,12回,13回),群馬県立桐生工業高等学校 (第

11回 )

5.参加人数 69名

6.実施内容

中学高校生向けイベン ト「ロボットエ房」は,群馬大学大学院理工学府山田研究室

が主催する行事である.近年,ロ ボットが身近なものになつてきているが,一般には

ロボットを作ることは難 しいのではないかという印象を持たれているようである.実

際には, ロボットを作ることはそれほど難 しいものではない.ただ,ロ ボットを作っ

ただけでは,思つたような動きをロボットにさせることができない.ロ ボットを思っ

たように動かすには,論理的に正 しい命令をロボットに与えなければならない。ロボ

ッ トを作 りながら,プログラミングを通 して論理的な思考能力を身につけ,自 分でも

のを作る楽しさ,科学や技術の深 さやおもしろさを,進路を決定する前段階の中学生

高校生の うちに体験すると, 自分で工夫 した り,答えのない問題に対処できたりする

技術者の卵を養成することができる.これ らの観点から計画 された 「ロボットエ房」

は, レゴブロックの製作をしながら, 自分でものをつ くる楽 しさ,プログラミングを

とお して論理的な思考能力を身につけ,科学や技術の深 さと面白さを体験 してもらう

行事である.

第 10回 のロボットエ房は,ライン トレースロボットの作製とプログラミングを実施

し,第 ■,12,13回のロボットエ房は,サ ッカーロボットの作製とプログラミングを

実施 した .
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〒006‐8585 北海道札幌市手稲区前田 7条 15丁 目4番 1号

北海道科学大学工学部機械工学科

教授 竹澤 聡

TEL:011‐ 688‐2283, FAX:011‐ 688‐ 2283

E‐mail i takezawa@hus.acjp

l.事業名称 夏休みキッズ科学技術セミナー

2.主 催 本し幌市白石区子ども会育成連合会,北海道ロボット推進協議会 ,

3.後 援 ゴヒ海道科学大学,社団法人札幌市こども会育成連合会 ,

4.開催場所 本L幌市白石区民センター,北海道大学学術交流会館 ,

北海道科学大学ロボ冴ィクスエ房,幕別町中札内南小学校

5.開催 日時 平成 26年 8月 2日 (土)。 平成 26年 8月 3日 (日 )

平成 26年 8月 9日 (土 )。 平成 26年 9月 25日 (木 )

6。 参加者数 60名 (小学生 30名 。保護者 30名 ),60名 (生徒 30名 ,保護者 30名 )

200名 (生徒 100名 ,保護者 80名 ,役員 20名 ),

50名 (生徒 30名 ,保護者 20名 )総計 370名

7,実施概要

夏休みキンズ科学技術セミナーは,札幌市近郊の小学校高学年を対象に,科学技術の面

白さおよび楽 しさを体験 してもらうことを目的として,平成 19年度から数えること8年 目

を迎えた継続的イベン トである。今年度は簡単なエディテイメン トロボット製作に挑戦す

ることを趣旨とし、子どもたちとロボットづくりを通じて交流を目指している。

本年は,北海道ロボット推進協議会の協力得て、LEGOブ ロックを用いて体験する講座

を実施 し,WRO札 幌大会試走会を 8月 2日 (土)&3日 (日 )北海道科学大学保健医療学部

棟 3&4階で実施 した。小学生・保護者 40名 が参加 し,8月 26日 は全国出場を目指しての

北海道大会を北海道大学学術交流会館にて実施 した。

8月 9日 開催された第 10回記念 「ミニバスケットボール大会」 (小学生女子 8団体 16

チーム参加)にて倒立振 り子ロボット&準受動 4脚歩行ロボット 3台によるパフォーマン

スを 行つた。ロボット改造およびヴァージョンアンプにはロボットダイナミクス研究室学

生が積極的に関わつた。9月 25日 (木)幕別町中札内南小学校にて相撲ロボット製作およ

び競技会を実施 した。受付,開講式,オ ジエンテーションの後, 相撲ロボットの製作に早

速取 りかかつた。子供達は製作に熱心に取 り組み,オ リジナル相撲ロボットによる競技会

では白熱 した試合が展開された。最後に上位 2名 の表彰,閉講式を行つて終了した。セミ

ナー当日は,参加者の子供達および保護者の熱気で会場が満たされ,掲載写真の子供達の

はじけた笑顔が見られた。手近なものに着 目したロボット製作を通 して工学の楽しさを体

験 してもらえたことに当セミナーの開催 目的は十三分に達成できたものと思 う。

最後に,助成を頂いた機械工学振興事業資金,実施計画,事前準備に加え当セミナーの運



営にご協力頂いた公益社団法人日本機械学会に深く感謝の意を表するとともに,今後とも

本セミナーの継続,発展に支援をお願いする次第である.
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第 14回 ロボット・ トライアスロン札幌大会

運営委員会事務局 花島直彦 (室蘭工業大学)

機械工学振興事業資金の助成の下で,平成 26年 9月 14日 に第 14回 ロボ

ット・ トライアスロン札幌大会を開催 しましたので,その概要についてご報告

いたします。

ロボット・ トライアスロンとは,自 律移動ロボットがコース上の 3つの連続

した課題をこなす競技で,工学系学生に姑するメカ トロニクス導入教育を目的

に 2001年度からスター トしました。第 2回から全道レベルに大会を拡大し,今

年度で第 14回 目を迎えました。参加者は昨年よりも若干減 りましたが, 6つ

の教育機関から30チーム 81名 ,教員 9名 の参加がありました。今年度は,

三連休中日に札幌市青少年科学館で実施 しましたので,幼い子供から一般市民

まで多くの観客が集まり,機械工学の振興に一役買いました。

昨年度に大きなルール改訂を行つたので,今年度はルールの見直 しはせず ,

「ライン トレースど,「迷いの森」,「 コーン積みどの 3課題 としました。このう

ち最も難易度の高い「コーン積み」は,サ ンカ~の練習に使われるミニコーン

を積み上げる課題ですが,昨年パーフェク トのチームがあったので,今年度は

ランダムにその置き方に決めるようにしました。ところが,今年も8チームが

コーン積みに成功 し, うち 1チームはパーフェク トとい う結果でした。完走率

も76%で あり,学生の技術 レベルの向上を実感 しました。

第 15回大会は平成 27年 9月 13日 (日 )に北海道大学において実施する

予定です。さらに詳 しい情報はホームページに順次掲載 していきます。

http://vvv.rObOt― triathiont org/

最後になりましたが,本事業への継続的な御支援に封 し深く感謝申し上げま

す。ありがとうございました。

競技後の記念撮影
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平成 26年 9月 14日 (日 )

札幌市青少年科学館  2階 特別展示室
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2. 大会委員長挨拶
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出場チーム&ロ ボットー覧表

第14回 ロボット・ トライアスロン札幌大会

ゼッケン カテゴリ チーム名        メンパ数 ロポット名

2014/9/14(日 )札幌市青少年科学館

代表者所属・学年

l   normat 室工大制御研B班 4  象象象 室蘭工業大学

2   normal 室工大制御研A班 3  鍬兜 室蘭工業大学

3   norma 】ヒ見工大生体メカトロニクス   6  」ACK 北見工業大学大学院

4   normd 夢工房A 3    KZ―D2 室蘭工業大学

5   normal しっしょ一 2  わっき一 北海道大学

6   normat スマー トオプティミズム研究   2   ランディング2号 北海道大学

7   normal ギザーラ 2   ナポリタンフォーク 北海道科学大学

8    normal ほっこりSCU 4  樹輪 札幌市立大学

9   normal チームオニオン 4  ミントカッター 北見工業大学

10  normal 室工大制御研M班 2   クワ八ンガーΩ 室蘭工業大学大学院

1l  normat 骨と筋肉, ときどきRaman   2   モアイさん 北海道大学

12  normal 北大ロボットアーキテク トA   5  木流 北海道大学

13    normat Therezopotis 6  勝山 北海道大学

14   normal RD技研A班 2  烈風 北海道大学

15  norm』 夢工房B 3   ジャイアンリサイタル   室蘭工業大学

16  normal cremoロ ボヨンB 室蘭工業大学2   μ

17  normal チームBMD 2   BMD号 北海道大学

18   normat RD技研B班 4   FREEDOM号 北海道大学

19   normal ToM 6  THE院 試免除号 北海道大学

20  normat SCU製品 5    riderR改 札幌市立大学

21   normaI SNDM 1   にどさん 北海道大学

open ニジラーズ 4  SASORI(改 ) 北海道科学大学

2   open 室工大梶原研A班 2  ムロピョン号 室蘭工業大学

3     open  RD_OS 2    Conebine 北海道大学大学院

4    open  RD AOS 3  スライダー2号 北海道大学大学院

5   open 室工大梶原研Б班 室蘭工業大学l   Xl

6   open 室工大梶原研C班 2   じゃがバター号 室蘭工業大学

7   open cremoロ ボコンA 3  ユンボ 室蘭工業大学

8   open 室工大梶原研Д班 2   +1 室蘭工業大学

9   open リッカチ王子 2  クララ 北海道大学大学院

10   open  UEMOO 6  修三 FINAL 北海道職業能力開発大学校



第 14 ロ ロボットトライアスロン記念大会の様子
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コーンを荷台に積む

オープン優勝 ロボッ ト

最後に参加者全員で記念撮影


